
6600m

|

<

―
X=128610

|

<

0                                20m

SB1001

第 2図 地形平面 。遺構配置図
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2 調査成果

(1)遺跡の位置 (I―第 1図およびⅡ 第 1・ 5。 17図 )
廷谷東遺跡は四国横断自動車道建設に伴い発掘調査が実施された。調査地点は鳴門市大麻町萩原の阿

讃山脈南麓、標高66～ 77mの尾根上に位置する。調査の結果、遣構では弥生時代の竪穴住居跡が検出さ

れた。遺物は弥生土器甕などが出上した。時期的には中期末～後期初頭頃と思われる。

(2)基本層序 (第 2～ 4図 )
トレンチ配置状況と土層堆積状況

調査に際し、現況の地形測量を実施した。その結果を基にトレンチを設定し、掘削作業を行った。ト

レンチの設定については尾根筋に沿ってメイントレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチ

を設定した。試掘の結果、調査区南部において弥生時代の竪穴住居跡を確認したため、80♂の範囲を対

象に本調査へ移行した。

土層堆積状況は各トレンチとも類似しており、各トレンチにより微差はあるが基本層序は以下の通り

ほぼ対応する。

1.…暗責褐色 10YR3/2砂質土 (表土)

2.…褐色 10YR4/4砂質土 (シルト質土。岩盤風化土。)

3.…にぶい黄褐色 10YR5/4砂質土 (シルト質土。岩盤風化土。φ=1～ 3 cm程度の礫を含む。)
4.…明黄褐色 10YR6/6岩盤 (和泉層群礫層。地山。)

1ト レンチ

1 暗赤褐色 10R3/2 腐植土 (しまりなし。お性なし。植物根多い。)
2 黄褐色  10VR5/6 ンルト(し まりあり。消性あり。

"-5 mmの

韓
を部分的に含む。)
3 明責掲色 10VRγ8 シルト(しまりあり。お性あり。φ=4師 の礫
を部分的に含む。)

14ト レンチ

N               s

4ト レンチ

L=7150m

(西壁)

1 階赤褐色 10R3/2 腐植土 (しまりなし。粘性なし。
植物根多い。)
2 掲色   10YR74 ンルト (しまりあり。粘性なし。
φ-5 cmの 礫を5%含む。)
3 黄掲色  10YR5/6 シルト (しまりあり。お性あり。
φ-l cmの 角礫を3%含む。)

(東壁)

1 暗赤掲色  iORν¢ 腐植土 (し まりなし。
粘性なし。植物根多い。)
2 掲色     10YR4/4 シルト (しまりあり。
粘性なし。植物根多い。φ‐l cmの角礫を5%含
む。)
3 に本い責掲色 iOYR開 シルト (し まりあり。
粘性少しあり。植物根多い。φ-1～ 31mの角礫
をiO%含む。)
4 掲色     10YR4/6 ンル ト (し まりあり。
粘性あり。植物根多い。″-2 cmの角礫を5%合
む。■器片をわfかに含む。)
5 掲色     10YR4/4 シルト(しまりあり。
粘性少しあり。植物根多い。

“

‐l cmの 角礫を3%
含む。)

第 4図 模式柱状土層図

(東壁)

1 暗赤掲色 10R3//2 療植土 (しまりなし。粘性なし。龍物根
多い。)
2 明黄掲色 10YR6/6 シルト (しまりあり。箔性なし。φ-5
～10cmの角礫を集中的に含む。)
3 費橙色  10YR7/8 シルト (しまりあり。粘性あり。φ-1
emの軍円蝶を3%含む。)

10ト レンチ

L=6950m

0         1m

L=6600m
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L=6600m

NE

VSW

1 黄掲色 10YR5/6 シル ト
(し まりあり。粘性なし。

ψ=1～ 2 cmの角礫を10%
含む。)

EP-5

L=6600m

W         E
ヤ

l,黄褐色 10YR5/6 ンル ト
(し まりあり。粘性なし。

植物根を少し含む。)

EH l

L=6600m

W~(蕃
望毛フ
~E

(3)遺構 と遺物
弥生時代

SB1001(1号竪穴住層跡)

EP-4
L=6600m

W        E
~(ツ

EP l EP‐ 2

W¬
く こ ジ

庁
E

l.明黄褐色 10YR6/6 シル ト
(し まりあり。粘性なし。φ
=1～ 2 cmの 角礫 を10%含
む。ψ=1 0Cmの 角礫を 1個含
む。)

EP-6

W_E_

1

1.黄褐色 10YR5/6 シル ト
(し まりあり。粘性なし。

ψ=2 cmの 角礫数個 を含
む。)

EP-3

w         E
V

1 黄褐色 10YR5/6 ンル ト
(し まりあり。粘性なし。

φ=1～ 2 cmの角礫を10%
合む。)

EP‐7

vv         E
マ

l 黄褐色 10YR5/6 ンル ト
(し まりあり。粘性なし。

φ=4 cmの 角礫 を数個含
む。)

1.に ぶい黄掲色 10YR4/4 シル ト
(し まりあり。粘性なし。φ=1
～ 2 cmの角礫を10%含む。)

EP-8

と=6600m
vv         E
Ψ
―

1 にぶい黄褐色 10YR4海  ンル ト
(し まりあり。粘性な し。底に石

あり。)

＼(第 5。 6図 )

′k譴 酌 訳 肺 約B2グ リザ

66mの地点で検出された竪穴住居跡で

ある。西側部分は消失しているものと

思われるが、隅丸長方形状の平面形態

を呈する。規模は現存長で、長軸5。 30

m、 短軸4。 30m、 深さ34cmを 測る。主

柱穴は 6本 と思われる。中央部には炉

跡も検出された。周壁溝は検出されて

いない。SB内 からは弥生土器重・甕

等が出上した。小片のため詳細は不明

であるが、時期的には弥生時代後期頃

と考えられる。

出土遺物 (第 7図 )

細片も含めると約350点程度の弥生

土器等が出土したが、遺存状態が良く

ないため、復元・実測可能なものは少

θ

蠍

‐（（〔中中〕）‐
0                 10cm

1 暗褐色 10YR3/4 シル ト (し まりあ
り。粘性なし。植物根を少し含む。φ
=l cmの 角礫を5%含む。)
2 褐色 10YR4/4 シル ト(し まりあり。
粘性な し。ψ=3 cmの 角礫 を数個含
む。植物根を少し含む。)
3.黒掲色 10YR3/1 シル ト (し まりあ
り。粘性あり。)

第 6図 SB100卜 EH・ EP断面図

）
Ω
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第 7図  SB1001出 土遺物
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ない。 1・ 2は壺、 3～ 5は甕である。 6は小形の鉢と思わ

れるが、底部に穿子しが見られる。 7は紡錘車である。出土土

器はいずれも小片のため全容の判明するものはなく、表面の

摩滅も激しいため詳細な時期決定は困難であるが、概ね弥生

時代後期初頭頃に属するものと思われる。 8は砥石である。

石材は砂岩を用いる。

包含眉出土遺物 (第 8図 )

9～ 11は弥生土器甕である。12は高杯脚部、13は紡錘車で

ある。14は円筒埴輪のタガの部分である。

馳 4

0                10cm
|

第 8図 包含層出土遺物

(4)ま とめ

今回の調査では弥生後期初頭頃と思われる竪穴住居跡を1軒確認した。尾根地形全体からみれば、SB

出土地′点は尾根の中腹にあたる。今回の調査対象範囲は道路の路線内という制約があり、路線外になる

ため今回は調査することができなかったが、さらに南側の尾根尖端部にかけて遺構が展開する可能性は

残される。

現時点においては遺跡単体でみれば、本遺跡は阿讃山脈の尾根上に営まれた非常に小規模な高地性集

落であるといえる。本遺跡の東側尾根には弥生高地性集落のカネガ谷遺跡が所在しており、カネガ谷遺

跡は、規模・遺構構成・出土遺物からみて当該地域における中心的存在の集落であったことは想像に難

くない。本遺跡の性格としては、尾根上に営まれた見張り小屋的な集落、本集落から派生し、周辺の尾

根上に展開した支集落として捉えることができよう。

当該地域は、桧はちまき山遺跡を西端にしてカネガ谷遺跡まで、遺跡の継続時期に微差はあるものの、

東西約 3 kmの間に、ほぼ同時期の弥生時代の高地性集落遺跡が展開しており、防御・情報のネットワー

クを形成していたことを窺わせる。これら一連の遺跡は、阿讃山脈南麓の尾根上に展開する支集落とし

て把握する必要があり、また、それぞれの支brtでの土地利用形態の分析を通して当該地域の集落構造を

検討していく必要がある。

‐⑤
‐

‐（脚蜘〕‐
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廷谷東古墳群

第 1表 出土遺構一覧表
SB
遺構名 種 類 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (cm) 短 軸 (clll) 深度 (cH) 備  考
SB1001 SB1001 隅丸長方形状 浅い逆台形状

EH-1 円形 逆台形状 7

EP― l B-2 円形 U字状 13

EP-2 B-2 円形 D字状
誠 -3 B-2 円形 D字状 24

EP-4 円形 D字状
IttP-5 B-2 円形 D字状
EP-6 円形 D字状 6

げ -7 B-2 円形 D字状
EP-8 円形 D字状 必

第 2表 出土遺物観察表
SB(土器 )

報告暮
掲載番号

選 構 出土地点 層 位 器 種 残存率
日 経
(cnl)

部
径
，

体
敵
くｃｍ

径
，帥

底
く

瑯
朧
径
ω

高

，

高
存

ｍ

器
残

で

他

量
＞

の
法

帥

そ

の
く

部位 形  態 調  整
物

成

右含

組 色  調 備  考

弥生土器 蹴
勇

口縁部
瑛部直立。日縁部緩や
かに短く外反して、端
部を丸く収める。

外面 :ナ デ。
内面 :口縁部ナデ。顎
部ケズリ。

長

　
品

角

雲

結

英

　

　

岩

石

石
石

母
片

閃

灰

灰

褐

褐
画
面

外

内 焼成長好。

鵠 1001
弥生土器
壷
邸
ψ

底都
平底。体部外上方に延
びる。

外面 :摩滅のため調整
不明。
内面 :磨滅のため調整
不明。

石英 雲
母 結晶
片岩

外面 :浅黄
橙
内面 :に ぶ

ヤゞ橙

焼成やや

不良。

SB1001
4層
(遺構内)

弥生土器
整
口縁部
完形
160 口縁部

体部、日縁部に向かっ
て内曽気味に立ち上が
り、日縁部はやや肥厚
し、端部を上方に拡張
した方形状を呈する。

外面 :口縁部ナデ。
内面 :口縁部ナデ。

石英 長
石 雲
母 結晶
片岩 赤
色斑粒

外面 :にぶ
い黄橙 灰
内面 :にぶ
い黄橙 灰

焼成良好。
4と 同一遺
物。

SBユ (メD] 鋸勘
弥生土器
菱

部
形
底
完 底部

やや上げ底。体部外上
方に延びる。

外面 :摩減のため調整
不明。
内面 :摩滅のため調整
不明。

石英 長
石 雲
母 結晶
片岩 赤
色斑粒

外面 :にぶ
い黄橙 灰
内面 :にぶ
い黄橙 灰

焼成良好。
3と 同一遺
物。

SBlOO】
弥生土器
発
鮒
И

底吉ヽ
僅かに上げ底。体部外
上方に延びる。

外面 :ハケ(8条たm)。
歴減のため調整不明瞭。
内面 :ケ ズリ。

長
　
日
田

雲

結

英
　
　

者

石
石

母
片

灰
赤

褐

明
面

面

外

内

褐
焼成良好。

SBll10] 腔把鶉
部．
期

16 底苫ヽ
体都外上方に延びる
平底。底部穿孔有り

外面 :摩滅のため調整
不明。
内面 :磨滅のため調整

長石 赤
色斑泣

責
　
黄

浅
　
浅

画
　

面

外
橙

内

措

焼成長好。

SB1001 腔麟
賎
И

直徴 5
厚み05

ぼ

形

ほ

春
死

摩減のため調整不明。

石英 長
石 結晶
片岩 赤

ぶ面
橙
外
い
面
給
内

い

焼成長好。

包含層 (土器 )

報告書
掲寵番号

遺 構 出土地点 層  位 器 種 残存率
日 径
(cm)

部
径
，
大

ｅｍ

体
最
く

径

，帥

底
て

瑯
触
径
ω

器高

残存高

(col)

他

量
ｊ

の
法

ｍ

そ

の
で

部位 形  態 調  整
物
成
有含

組 色 調 備 考

9
4層
(遺構内)

弥生土器
箋
口縁、螂
酪

口縁、脚
口縁部「く」字状に外
反。日縁端部を方形状
に収める。

外面 :歴減のため調整
不明。
内面 :摩滅のため調整

長石 結
晶片岩

ぶ

橙

に
‥

‥
橙

面

面

黄

外

内

い
焼成良好。

4層
(遺構内)

弥生土器

整
劇
第

62 底部
僅かに上げ底。体部外
上方に廷びる。

外面 :ユ ビオサエのち
ハケ (12条/甑 )。
内面 :ユ ビナデ。
内外面とも歴減のため

石英 雲
母 結晶
片岩

外面 :にぶ
い橙
内面 :灰

焼成長好。

No14

鶴酌
弥生土器
整
齢
И

底部
上げ底。体部斜め上方
に延びる。

面
面

ｏ

外
内
明

ユビオサエ。
摩滅のため不

英

　

粒

石
母

斑

雲
赤色

外面 :に ぶ
い黄橙

内面 :に ぶ
い黄 llI

焼成良好。

12
チ

・４

ン

聴

レ

4層
(遺構内)

弥生
高杯脚

不 明 脚部 脚部外下方に延びる。

外面 iミ ガキ (2剛/
本 )。
摩減のため調整不明瞭。
内面 :ケ ズリハ

長
　

色

雲

赤

英
　

　

粒

石

石

母
斑

外面 :淡黄
内面 :浅黄

焼成良好。

13
No14

トレンチ 雅鱗
ほぼ完形
ユ/1

直径34
厚み05

ぼ
形

ほ

な
死

摩滅のため調整不明。
石英 雲
母 結晶
片岩

ぶ
　

仄

に
　

褐

面
褐

面

外

い
内

SB(石器 )
告
船

選 構 出土地点 層 位 石 材 器 種 長さ (cI) 幅 (ω〕 厚さ (cm) 重量 (g)
その他の法選

(m) 残存革 部  位 偏

8 砂岩 砥 石 194 2950 0

包含層 (埴輪)

鱒孵
遺  構 出土地点 層   位 器  種 法 量 (cm) 形態の特徴 茂 形 調 整 胎   土 色   調 備  考

Nm4ト レンテ 拡張部 覆土 円筒埴輪
綴
稗
詢厚

タガの断面形は台
形状。

デ

デ

ナ

ナ

面
面
外
内

精、石英 赤色斑
粒 黒色斑粒01 橙 焼成軟質。
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XV勝 明寺谷古墳群





例  言

1 本章は四国横断自動車道建設に伴う勝明寺谷古墳群の発掘調査報告書である。

2 所在地 鳴門市大麻町池谷字日開谷 1他

調査対象面積  1,920♂

試掘面積     250♂
本調査面積    80♂

3 発掘調査期間及び報告書作成の実施期間は次の通りである。
発掘調査期間  平成12年 1月 16日 ～平成12年 3月 31日

報告書作成期間 平成15年 4月 1日 ～平成16年 3月 31日

4 遺物呑号・挿図番号 。図版番号は通し番号とした。遺物番号は本文・挿図・表 。図版と一致する。

5 本遺跡の地理的・歴史的環境については、「Ⅱ 調査地点の立地と環境」を参照されたい。

6 SX1001～ 1003出上の埴輪についての報告は藤川智之が行った。
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調査の経過

(1)調査の経過 (I第 1図およびⅡ―第 1・ 5'18図 )
勝明寺谷古墳群は阿讃山脈南麓の鳴門市大麻町池谷地区に位置し、以前から古墳群が密集する地域と

して周知されていた。事前の分布調査の際にも阿讃山脈から張り出す尾根上に古墳の存在する可能性が

指摘されていた。したがって分布調査で推定された遺跡の範囲の内1,920♂を調査対象面積として試掘

調査を実施した。試掘調査は平成12年 1月 16日 ～3月 31日 にかけて人力掘削によるトレンチを250ぽ実

施した。試掘の結果、調査区南部東側斜面において埴輪片の出土集中箇所が確認された。明確な遺構と

して把握できないため、SXと して出土範囲の確認に努め、80♂の範囲を対象に本調査を行った。

(2)発掘調査の方法 (第 1図 )
調査を始めるにあたり、グリッドの配置に際しては、発掘統一基準にならい、第Ⅳ系国土座標を基準

とし、 5mメ ッシュを1グ リッドとして調査対象地を包み込む形で設定した。南西隅を基準として北に

A・ BoC…、東に1,2・ 3…の順に記号・番号をふり、その組み合わせで各グリッド名を表すこと

とした。遺構記号・番号は検出時に順次決定した。

(3)調査 日誌抄
勝明寺谷古墳群試掘調査日誌抄

20004F

l月 17日  調査準備。

1月 18日  平板地形測量。

1月 26日 平板地形測量。 トレンチ設定。

トレンチ配置図作成。

1月 28日  トレンチ掘削開始。土層断面図作成。
土層断面写真撮影。

2月 3日 墳丘状高まり周辺表土掘削。

トレンチ土層断面図作成。

2月 17日  墳丘状高まり周辺掘り下げ。

土層断面図作成。

2月 18日  埴輸出土状況写真撮影。
2月 21日  SX1001平面図作成。

2月 22日  SX1001土器出土状況平面図作成。

2月 23日  SX1001,ST1001・ ST1002 L器取り_Lげ。

トレンチ土層断面図作成。

2月 24日  ST1001,ST1002平面図作成。

2月 25日  SX1001精査。

3月 7日 墳丘状高まり周辺掘り下げ。SX1002平面図作成。
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3月 8日  SX1003出土土器取り上げ。

3月 9日  SX1003平面図作成。SX1003土器取り上げ。

3月 10日  SX1003平 面図作成。SX1003土器取り上げ。

3月 13日  トレンチ配置図作成。

3月 22日 調査区全景撮影。

3月 23日 遺構埋め戻し。図面整理。

3月 24日 調査終了。現場撤収。
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2 調査成果

(1)遺跡の位置 (I―第 1図およびⅡ―第 1・ 5。 18図 )
勝明寺谷古墳群は四国横断自動車道建設に伴い発掘調査が実施された。調査地点は鳴門市大麻町池谷

の阿讃山脈南麓、標高57～67mの尾根上に位置する。調査の結果、調査区は土地の改変が著しく、明瞭

な遺構は確認することはできなかったが、朝顔形埴輪・円筒埴輪等が多く出土しており、当該調査区に

古墳が築造されていたことが示唆される。

(2)基本層序 (第 2。 3図 )
トレンチ配置状況と土層堆積状況

調査に際し、現況の地形測量を実施した。墳丘と思われる高まりを確認した後、試掘トレンチを設定

し、掘削作業を行った。トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイン

トレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘の結果、調査区南部東側斜面

において埴輪片が集中して出土する箇所がみられ、必要に応じてトレンチを拡張して出土範囲等の把握

に努めた。

土層堆積状況は各トレンチとも類似しており、基本層序は以下の通りほぼ対応する。

1.…暗褐色 10YR3/4砂質土 (表土。

2.…にぶい責褐色 10YR5/4砂質土

3.…岩盤 (和泉層群礫層。)

4ト レンチ

と=6400m

w           E

暗褐色    10YR3/4 砂質シル ト
(腐植土。遺物を含まない。)
にぶい責褐色 10YR5/4 砂質シル ト
(し まりなし。粘性なし。岩盤の風化土。)

腐植土。)

(シルト質土。岩盤風化土、φ=3～ 5 cm程度の礫を含む。

λ化物・埴輪片含む。)

20ト レンチ

L=5900m
E~~~

暗褐色    10YR3/4 砂質シル ト
(腐植土。遺物を含まない。)
にぶい黄褐色 10YR5/4 砂質シル ト
(3 cm程度の砂岩角礫含む。炭片、埴輪片含む。)
にぶい責色  10YR6/4 シル ト
(し まりなし。炭片、埴輪片含む。)

第 3図 模式柱状土層図

NL=5800m

暗掲色    10YR3/4 砂質シルト
(腐植土。遺物を含まない。)
にぶい黄褐色 10YR5/4 砂質シルト
(し まりなし。粘性なし。埴輪片含む。)

0         1m

35ト レンチ

1  ?
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(3)遺構 と遺物 (第 2図 )
遺跡内における遺構配置は第 2図に示すとおりである。明瞭な遺構は確認することはできなかった

が、朝顔形埴輪 。円筒埴輪等が多く出土しており、埴輪集中出土地点をSXと して扱った。

SX1001(不明遺構 1)(第 4図 )

G・ H-3グリッド、調査区南部東側斜面で検出された埴輸出土集中部である。埴輪が伴うような遺構

はみられず、埴輪片の散布のみであり、明瞭な平面プランを有する遺構を形成していない。埴輪片は5

m× 5m程度の範囲に集中してみられる。これらの埴輪片は出土状況から、破壊された後に周辺の山土

とともに二次的に再堆積したと考えられ、原位置は遊離しているものと思われる。また埴輪の原位置も

確定は困難である。

出土遺物 (第 5～ 8図 )

出土した埴輪は円筒埴輪が主体を占めるが、朝顔形埴輪も少数ではあるが散見する。 1～ 7は朝顔形

埴輪、 8～ 32は円筒埴輪である。埴輪は、ほとんどが10cm前後またはそれ以下の破片として検出されて

おり、全容の判明するものは少ない。また埴輪片の多くは摩滅している。埴輪片の中には焼成がよく須

恵質となっているものもみられる。表面の遺存状態の良好なものを観察すれば、一次調整後のタテハケ

および突帯貼付後のB種ヨコハケが認められる。

lは もっとも良好に遺存する個体である。数片の断片となるが、約60cmの器高に復元できるものであ

る。 3条突帯で細身の円筒部分から、口縁部は直線的に大きく開くが、口縁端部は強いナデによって屈

曲して水平近くまでさらに開く。壺に見立てた場合の肩の部分は膨らみに乏しく、顎部と口縁部中位に

突帯が巡る。透かし孔は3段目に円形のものが 1箇所みえており、中位の2段目と3段目に1対が千′島

式に配置されるのであろう。突帯は断面で中位が窪む弱い「M」 字形で、明瞭な突出がある。口縁部中

位の突帯は、一度断面三角で突出の低いものを貼り付けた後に、再度断面「M」 字形となるように粘土

を付加している。器面調整は、円筒部分外面は一次調整にタテハケ、二次調整には器表面をハケエ具が

静止しながら全周するB種 ヨコハケを施し、内面はナデ調整である。底部付近については、外面は 2

種のハケ後に縦方向のヘラケズリ、内面はナデ後横方向のヘラケズリで調整している。壷部肩は円筒部

同様のヨコハケであるが、口縁部はタテハケのみとなる。同内面は頸部以上のみ横方向のハケである。

B種ヨコハケの原体幅は突帯間と一致 (3段目)しており、一瀬和夫の「Bb種」でありこの調整技法

の中ではもっとも新しい段階とされている (一瀬 1988)。 工具の静止痕は右斜め上がりにあり、その間

隔は3～ 6 cmである。 2～ 6も 1と 同様の形態であるが、4のみ口縁部中位の突帯が台形で突出度も高

い点に違いがある。

円筒埴輪は全形の判明するものはないが、口径が25cmに (8)、 底径が約20cmに (12・ 27)復元され

ることから、2条突帯 3段構成で器高約40cmと 朝顔形埴輪と比較してやや太めのプロポーションが想定

できる。 8。 10・ 11でみると最上段は直立しており、口縁部周辺のみ外傾 (8)あ るいは屈曲 (10)し

ている。透かし孔は中間の2段目に円形に穿たれ、突帯は突出度の低いもので断面形状が台形あるいは

弱い「M」 字となる。器表面の調整は外面が一次調整のタテハケの後二次調整にB種ヨコハケ、内面

はナデ調整の後口縁部直下には横方向のハケを基本としているが、外面にハケを用いずナデによる調整

で終える一群がある。20は最下段をB種 ヨコハケ後縦方向に強くナデ調整している。27の最下段では、
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B種ヨコハケの工具幅は朝顔形埴輪の場合と同様に突帯間の間隔に一致している (約 9 cm)。

これらの埴輪は色調・胎土などから大きく3種に分かれる。A群はにぶい黄褐色を呈するもので 1・

2・ 3・ 5'7の朝顔形埴輪の他、11。 13・ 24・ 27・ 29。 30の円筒埴輪を含む。 1や30の ように良好な

焼成のものは部分的に須恵質化している。B群はにぶい黄橙色を呈するもので、朝顔形埴輪の4の他、

10。 12・ 21・ 23の円筒埴輪を含む。C群は A・ Bいずれにも該当しないもので、個体ごとの差異が大き

く、14・ 19な どがこれにあたる。

SX1002(不明遺構 2)(第 9図 )

E5グ リッド、調査区南部東側斜面で検出された埴輸出土集中部である。埴輪が伴うような遺構はみ

られず、埴輪片の散布のみであり、明瞭な平面プラン

を有する遺構を形成していない。埴輪片はlm× lm
程度の狭い範囲に集中してみられる。これらの埴輪片

は出土状況から、SX1001と 同様、破壊された後に周

辺の山土とともに二次的に再堆積したと考えられ、原

位置は遊離しているものと思われる。また埴輪の原位

置も確定は困難である。

出土遺物 (第■図)

出土した埴輪は、ほとんどが10cm前後またはそれ以

下の破片として検出され、復元 。実測可能なものは少

ない。33は円筒埴輪の基底部である。端部はやや肥厚

する。底径力認Ocmに復元されるもので、器表面の調整

は、外面にハケはみられず弱い板ナデ、内面は縦方向

のナデが施される。底面には作業台からの切り離しの

工具の痕跡を明瞭にとどめる。 第11図 SX1002出 土埴輪

SX1003(不明遺構 3)(第 10図 )

B,C-3グ リッド、調査区南部東側斜面で検出された埴輸出土集中部である。埴輸が伴うような遺構

はみられず、埴輪片の散布のみであり、明瞭な平面プランを有する遺構を形成していない。埴輪片は2

m× 2m程度の範囲に集中してみられる。これらの埴輪片は出土状況から、破壊された後に周辺の山土

とともに二次的に再堆積したと考えられ、原位置は遊離しているものと思われる。また埴輪の原位置も

確定は困難である。

出土遺物 (第 12。 13図 )

出土遺物はほとんどが埴輸片であるが、若干の須恵器片もみられる。全容の判明するものは少ない。

また埴輪片の多くは摩滅している。出土した埴輪は円筒埴輸が主体を占めるが、朝顔形埴輪も少数では

あるが散見するが、復元・実測可能なものはなかった。

34は須恵器奏の体～底部で体部最大径・器高ともに約30cmが想定される。外面格子ロタタキ、内面同

握

鵜
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第 8図 SX1001出 土埴輪 4

心円当て具による成形であり、時期的には古墳時代後期のものである。

35～ 50は円筒埴輪である。埴輪片は10cm前後またはそれ以下の破片として検出されており、小片のみ

であるが、全形はSX1001出 土のものと同様である。突帯・透かし・ハケによる調整についても同類と

みなしうる。異なっている点は、SX1001で のB群が主体を占めている点で、35・ 37～ 50がこれにあたっ

ており、いずれにもハケ調整にみられない。底面に作業台からの切り離し時の痕跡として48に は指の圧

痕が、49に は板ナデがみられる。

SX1004(不明遺構 4)(第 14・ 15図 )

F-1グ リッド、調査区南部西側斜面で検出された遺構である。検出時は円筒埴輪基底部と思われたが、

円筒形の規炉を埋設した遺構であった。須恵器片なども混入していたが、共伴する近世陶・磁器片など

から、近世以降に骨蔵器として利用された可能性が高い。
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第13図 SX1003出 土遺物 2

SX1005(不明遺構 5)(第 16図 )

F2グ リッド、調査区南部西側斜面で検出された遺構である。検出時は円筒埴輪基底部と思われたが、

円筒形の規炉を埋設した遺構である。SX10髄 と同様、共伴する陶 。磁器片などから、近世以降に骨蔵

器として利用された可能性が高い。

出土遺物 (第 17図 )

3点 とも火鉢・規炉類である。51は竃で下部に楕円形の受けとその下に2ないし3の足を持つ、移動

可能な置き竃と呼ばれるタイプである。52と 53は規炉であるが、52は外面全周に回転印刻文が施され、

口縁上端部から6.5cmの位置に長さ縦 2 cm、 幅 2 11Hllの 透かしが焼成前に穿孔されている。口縁端部内側

全周には炭化物の付着が見られる。53は珪藻土から作られている。何れも骨蔵器として埋納された可能

性が高い。時期的には近世以降のものと考えられる。

包含層出土遺物 (第 18図 )

54・ 55は須恵器奏の体部破片である。56は形象埴輪の破片で家形埴輪の一部と思われるが詳細は不明

である。
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(4)ま とめ

調査区南部、標高66m前後の地点には墳丘状の高まり地形がみられ、それを中心として東側斜面から

は埴輪片が集中して出上している。また周辺からは結晶片岩の破片が散在していたことから、この地点

に古墳が築造され、主体部が存在していた可能性が高い。

調査地点は地形の改変が著しいため、遺存状況は良好ではない。主体部の形態は不明であるが、片岩

を用いた石室の存在が示唆される。墳丘の盛土等は確認できなかった。削平が著しいこともあるが、墳

丘の構築については、自然地形を利用して地山を削出して成形していたものと思われる。墳丘規模は地

形コンタライン等から直径17m前後の円墳であったと推定される。

出土埴輪等から、本調査地点において 5世紀後半頃に古墳が築造されていた可能性がある。

引用 。参考文献

一瀬 和夫 1988「古市古墳群における大型古墳埴輪集成」『大水川改修に伴う発掘調査概要・V 応神陵古
墳外堤・I 古室遺跡・Ⅲ』大阪府教育委員会
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勝明寺谷古墳群

第 1表 出土遺構一覧表
SX
遺構名 グリッド 墓壊平面形態 墓城断面形態 墓娯長軸 (cm) 墓娠短軸 (cln) 墓壊深度 (cm) 備 考

SX1001 H,G-4～ 6 埴輪集中部、再堆積の可能性。

SX1002 E・ F-6 埴輪集中部、再堆積の可能性。

SX1003 B・ C-4・ 5 埴輪集中部、再堆積の可能性。

SX1004 F-2 墓壊 石室は
残存せず。

須恵器など力ヽ検出されたが、共伴する
陶器片等は新しいので、近代以降に作
られた可能性。
円筒埴輪の円の中心と中心の距離は
1.4m。

SX1005 E・ F-3 墓壊 石室は
残存せず。

須恵器などが検出されたが、共伴する
陶器片等は新しいので、近代以降に作
られた可能性。
円筒埴輪の円の中心と中心の距離は
1.4m。

第 2表 出土遺物観察表
SX(埴輪)

拙
競

遺 裕 出土地点 層  位 器 種 法量 (cm) 形態の特徴 茂形 調整 胎 土 色  調 備 考

SXiOOl
C-3 4

岩盤直上
朝顔形埴輸
(口縁部)

器高H6
日径436
厚さ09

回縁部は大きく外反し、端部は水平に
傾き、方形状に収める。

外面 :口 縁部ナデ、ナナメハケ (6条
/cm)の ちタテハケ (6条/鉤 )(10条
/clN)、 顕部タテハケ (10条/1a)。
内面 :ヨ コハケ (6条/帥 )(12条 /cn)
のちナナメハケ (8条/m)。

精、石英 結晶片岩
01～3 0ma にぶい澄 焼成硬質。

SXilllll
C‐ 3 4
■ 4

岩盤直上
輪

う

埴

部

形

縁

顔

口

朝

て

器高H6
日径螂 6

厚さ09

口縁部は大きく外反し、端部は水平に
傾き、方形状に収める。日縁部突帯は
台形】夫である。

外面 :口 縁部ナデ、ナナメハケ (6条
/cI)の ちタテハケ (6条/cm)(10条
/cm)、 顎部タテハケ (10条/cm)。
内面 :ヨ コハケ (6条 /m)(12条 /側 )
のちナナメハケ (8条 /11)。

緒、石英 結晶片岩
01～ 30m にぶい橙 焼成硬質。

SX1001
C-3 4

岩盤直上
朝顔形埴輪
(胴部)

器高304
票径138
胴径230
厚さユユ

胴部、直線的に立ち上がる。タガの断
面形はM形状。肩部内傾 し、頸部突
帯に至る。頸部突帯は剥離している。

外面 :肩部ナデ、ヨコハケ(6条 /cm)、
胴部タテハケ (6条 /cm)の ちヨコハ
ケ (6条/ca)(10条/cI)の ち一部タ
テハケ (6条 /cm)、 タガ部分ナテ。
内面 :ナデ。

精、石英 結晶片岩
01-50m にぶい橙 焼成硬質。

G H4 活盤直上
朝顔形埴輪
(底部)

器高188
月同径231
底径212
厚さ10

基底部端部は方形状を呈する。底部か
ら上方に直線的に延びる。 1段 目突帯
は剥離している。

外面 :基底部ヨコハケ (6条/cI)(10
粂/c8)の ち一部にナデあり、胴部タ
テハケ (6条/ca)の ちヨコハケ (6
条/cn)。
内面 :ナ デ。

精、石英 雲母 結
晶片岩01～ ユ闘

にぶい橙 焼成硬質。

SX1001 岩盤直上 朝顔形埴輪
器高51
口雀蟄04
厚さ08

口縁部は大きく外反し、端部は水平に
傾き、上下に拡張する。端部は強いナ
デにより凹んでいる。

外面 :ナ デ、テチメハケ (6条/cm)
のちタテハケ (6条 /cn)。
内面 :ヨ コハケ (6～ 8条/側 )。

やや精、石英 長石
4 HI

橙 焼成やや硬質。

SX1001 岩盤直上 朝顔形埴輪
器高18
日ぞ蜜05
厚さ07

口縁部は大きく外反し、端部は水平に
傾き、上下に拡張する。端部は強いナ
デにより凹んでいる。

面
面
外
内
ナデ。
ヨコハケ (9条 /cm)。

精、石英 赤色斑粒
浅黄澄 焼成やや硬質。

SXllXll 岩盤直上 朝顔形埴輪
器高48
突帝幅15
突帝高10

直線的に外反し、日縁部と頸部の境に
突帯 1条。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

粗、石英 長石 赤
色斑粒01～ 3m にぶい黄橙 焼成軟質。

SX1001 岩盤直上 朝顔形埴輪
器高50
鎖径184
厚さ09

肩部上、頭部突帯に廷びる。タガの断
面形は四角形状。

外面 :ナ デ。
内面 :ヨ コハケ (6条 /cm)。

粗、長石 雲母 赤
色朔眈 01～ 3 altt

橙 焼成軟質。

SX1001 CH4 著盤直上 朝顔形埴輪
器高150
胴径25
厚さ09

肩部緩やかに内彎する。肩部と胴部の
境に位置するタガの断面形はM形
状。透かし孔 (円孔)がタガの下に有り。

面
面
外
内
ヨコハケ (6粂 /cr)、 ナデ。
ナデ。

粗、石英 長石 赤
色班粒01～ 2m 橙 焼成やや軟質。

SXlll11 G H4 岩盤直上 朝顔形埴輪
器高98
胴径250
厚さ10

胴部、ほぼ直線的に延びる。タガの断
面形はM形状。

外面 :タ テハケ (8条/枷 )の ちヨコ
ハケ (0条 /cm)、 ナデ、ヨコハケ (10
条/cm)。
内面 :ナ デ。

精、石英 結晶片岩
01～ 9 0jlm

にぶい橙 焼成硬質。

SXユ 001 者盤直上 円筒埴輪

器高lS O
回径258
厚さ09

胴部、直線的に延びる。タガの断面形
はM形状。日縁部で僅かに外反し、
端部を方形状に収める。口縁外側は強
いナデにより凹みがある。

面

面

外

内

ヨヨハケ (10条/Gm)。

ナデ、ヨコハケ (10条 /cal)。

粗、石英 赤色斑粒
01～ 18m 橙 焼成軟質。

9 SX1001 岩盤直上 円筒埴輪
器高89
回径241
厚さ06

口縁部僅かに外反し、端部を方形状に
収める。

画
面
外
内
ナデ。
ナデ。

粗、長石 赤色斑粒
01～ 311

橙 焼成軟質。

試 i001 岩盤直上 円筒埴輪
縦50
積56
厚さ08

日縁部僅かに外反し、端部を方形状に
収める。

外面 :ヨ コハケ (7条/側 )の ちナデ。
内面 :ナ デ。

粗、石英 結晶片岩
赤色斑粒01～ 2 外面

:暗灰黄
内面 :浅黄橙

焼成軟質。

SXi001 G-4 岩盤直上 円筒埴輪

縦29
績54
厚さ不明

口縁部憧かに外反し、端部を方形状に
収める。

面

面

外

内

ヨヨハケ (7条 /cm)。
摩減のため不明。

粗、石英 赤色斑 Fy
01～ 2 mm 浅黄橙 焼成軟質。

働(1001 G-4 岩盤直上 円筒埴輪
器高151
胴径240
厚さ12

胴部、外上方に延びる。タガの断面形
は台形状。透かし孔 (円孔)有 り。

面

面

外

内
ヨコハケ (単位不明)の ちナデ。
ナデ。

粗、石英 赤色斑泣
浅黄橙 焼成軟質。

13 SX1001 岩盤直上 円筒埴輪

器高100
胴径230
厚さ09

胴部、外上方に延びる。タガの断面形
はM形状。透かし孔 (円孔)有 り。

外面 :ヨ コハケ (単位不明 )、 ナデ、ヨ
コハケ (9条 /cm)。
内面 :ナ デ。

やや粗、石英 赤色
斑粒 2山

浅黄橙 焼成やや軟質。

SX1001 GH4 岩盤直上 円筒埴輪
器高106
胴径224
厚さ10

胴部、外上方に延びる。タガの断面形
は台形状。透かし孔 (円孔)有 り。

外面 :ナ デ、ヨコハケ (6条 /cm)。
内面 :ヨ ヨハケ (6条/cn)の ちユビ
オサエ、ナデ。

粗、石英 赤色斑粒
01～ 511D 浅責栓 焼成軟質。
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遺 構 出土地声 層  位 器 種 法量 形態の特徴 成形 調整 胎  土 色 調 備 考

SX1001 C-4 岩盤直上 円筒埴輪

器高73
胴径220
厚 さ09

胴部、直線的に延びる。タガの断面形
はM形】大。透かし孔 (円子し)有 り。

外面 :ナ デ、タテハケのちヨコハケ (11
～12条/cm)。

内面 :ナ デ。

やや粗、石英 赤色
斑粒 2 mm

焼成軟質。

16 SX1001 岩盤直上 円筒埴輪

器高54
胴径230
厚 さ09

胴部、外上方に廷びる。タガの断面形
は M形状。

外面 :ヨ ヨハケ (7条 /cm)。
内面 :ヨ コハケ (5条 /cm)。

粗、石英 長石 赤
色斑粒01～ 9 n tt

にがい橙 焼成軟質。

SX1001 者盤直上 円筒 lLL輪
器高62
胴径212
厚 さ08

胴部、ほぼ直線的に延びる。タガの断

面形は M形状。
外面 :ヨ コハケ (8条 /cm)、 ナデ。
内面 :ナ デ。

結、石英 雲母 赤
色斑粒01～ 1 84ol

黄橙 焼成やや硬質。

SX1001 G-4 者盤直上 円筒埴輪
器高69
胴径230
厚さ09

胴音[、 外上方に延びる。タガの断面形
はM形状。

外面 :ナ デ、ヨヨハケ (8条/m)。
内面 iナ デ。

粗、石英 赤色斑池
,党黄橙 焼成やや硬質。

岩盤直上 円筒埴輪

器高66
胴径218
厚さ08

胴部、直線的に延びる。タガの断面形
は台形状。

面

面

外

内
歴lCの ため調整不明。

歴減のため wal整不明。
ヽ
側

粗

３
石英 赤色斑地

焼成軟質。

SX1001 岩盤直上 円筒埴輪

器高80
胴径955
厚さ08

胴部、直線的に廷びる。タガの断面形
は M形状。全体的に摩減気味。

面

面

外

内

ヨコハケ(5～ 6条 /cm)、 ナデ。
ナデ。

ヽ
ｍ

粗

５

石英 赤色斑粒
増 焼成軟質。

SX100ユ 岩盤直上 円筒埴輪
器高58
胴径938
厚さ12

胴部、直線的に延びる。タガの断面形
はM形状。

面

面

外

内
ナデ。
ナデ。

粗、石英
3n4

赤色斑れ
i完黄橙 焼成軟質。

SX100ユ 岩盤直上 円筒埴輪

器高80
B同径255
厚さ08

胴部、直線的に延びる。タガの断面形
はM形状。

外面 :ヨ コハケ (摩 減のため単位不
明)、 ナデ。
内面 :ヨ コハケ (6条 /cm)。

粗、石英01～ 341
画
面
外
内
橙
浅黄橙

擁成軟質。

23 SX1001 岩盤直上 円筒埴輪

器高123
胴径245
厚さ 1 1

胴部、外上方に延びる。タガの断面形
は台形状。

面
面
外
内
ナデ。
ナデ。

ll、 石英 長石 室
,赤 色斑粒01～ 外面 :に ぶい黄橙

内面 :に がい橙
焼成軟質。

G‐ 4 者盤直上 円筒埴輪

器高95
胴径195
厚 さ10

胴部、タト上方に延びる。タガの断面形
は M形状。

粗、石英 長石 赤
色斑粒01～ 2m 橙 焼成軟質。

SX1001 岩盤 直上 円筒埴輪

器高49
胴径206
厚 さ12

胴部、やや外上方に廷びる。タガの断

面形は M形状。
外面 :ナ デ、FT減のため調整不明。
内面 :摩減のため調整不明。

粗、石 英 雲 母01
浅黄橙 焼成軟質。

SX1001 岩盤直上 円筒地輪

器高43
胴径231
厚 さ08

胴部、直線的に延びる。タガの断面形
はM形状。

外面 :ナ デ、タテハタのちヨコハケ (8
条/cm)。

内面 :ナ デ。

狙、石英 赤色斑粒
Oユ～4m 浅黄橙 焼成軟質。

SX1001 岩盤直上 円筒埴輪

器高195
2段 目胴径

底径195
厚さ1つ

基底都端部は方形】大を呈する。底部か
ら外上方に直線的に開く。タガのLF面
形はM形状。

外面 :基底部タテハケのちヨコハケ (7
条/cm)、 ナデ、胴部タテハケのちヨコ
ハケ (7粂 /cm)。
内面 :ヨ コハケ (7条 /cm)の ちナデ。

やや粗、石英 赤色
班粒 5 frd

黄澄 焼成軟質。

者盤直上 円筒埴輪
器高62
胴径255
厚さ07

胴部、直線的に延びる。タガの断面形
は台形状。

面
面
外
内

コハケ (8条 /cn)。
コハケ (8条 /cm)。

猜、石英 雲母 赤
色斑粒01～ 2 1nm

澄 焼成やや硬質。

SXl(〉Эユ 岩盤直上 円筒埴輪

器高62
胴径255
厚さ07

胴部、ほぼ直線的に延びる。
面
，
。
面

外

ｅｍ
内

タテハケのちヨコハケ (6条/

ナデ。

粗、石英 結晶片岩 画

面

外

内
橙

にぶい造
焼成軟質。

岩盤直上 円筒埴輪

器高33
胴径208
厚 さ08

胴部、ほぼ直線的に延びる
外面 :ヨ コハケ (6条 /cm)。
内面 :ヘ ラケズリ (1 4cff/本 )。

粗、石英01～ 5 mm 外面
:に ぶい橙

内面 :橙
焼成やや硬質。

3] GH3 岩盤直上 日衛埴輪

縦53
横45
厚 さ09

面

面

外

内

ヨヨハケ (6粂 /cm)。
ナデ、ヨコハケ (6条/m)。

狙、石英 雲母 赤
色斑粒01～ 2 mm

橙 焼成軟質。

32 SX1001 岩盤直上 円筒埴輪
縦25
横40
厚さ08

外面 :タ テハケ (6条 /cm)。
内面 :ヨ コハケ (6条 /cm)。

やや精、石英 長石
橙 焼成やや硬質。

岩盤直上 円筒埴輸

器高141
底径200
厚 さ19

基底部端部は外面に肥厚し突出する。
底部から外上方に直線的に開く。

外面 :ナ デ、ユビナデ。
内面 :ナ デ。底部ユビオサエ。

精、石英 結晶片岩
赤色斑粒01～ 2 灰 自 焼成硬質。

SX1003 C-3 岩盤直上 円筒埴輪

器高54
回径256
厚さ08

口縁部はやや外反し、端部は水平に傾
き、九く収める。

面
面
外
内
ナデ。 狙、石芙 長石 赤

色斑粒01～ 2 om
にぶい黄橙 焼成軟質。

岩盤直上 円筒埴輪
器高85
日径990
厚さ07

口縁部は外反 し、端部を方形状に‖又め

る。φ=0 5cnの 穿孔有 り。

面

デ

面

外

ナ

内

口縁部ヨコナデのち凹線 2条 、

ナデ。

やや粗、石英 赤色
斑粒 2 mn

にぶい橙 焼成やや硬質。

37 SX10∝ C-3 岩盤直上 円筒埴輪

器高51
胴径236
厚き12

胴部、タト上方に延びる。タガのLF面形
は M形状。透かし孔 (円孔)有 り。

デ

デ

面

面

外

内
狙、石 英 雲 母0】

淡黄 焼成軟質。

SX1003 岩盤直上 円筒埴輪

器高42
胴径230
厚 さ11

胴部、直線的に廷びる。タガの断面形
は台形】夫。

デ

デ

面

面

外

内
精、石英 雲母 赤
色斑粒01～ 31111

外面 :浅責橙
内面 :に ぶい女澄

焼成軟質。

岩盤直上 円筒埴輪

器高35
胴径188
厚 さ09

胴部、外上方に延びる。タガの断面形
は台形状。

デ

デ

面

面

外

内
粗、石莫 長石 赤
色斑粒01～ 2硼

にぶい澄 焼成軟質。

SX1003 C-3 岩盤直上 円筒埴輪
器高51
胴径第 8

厚 さ11

胴帝卜、直線的に延びる。タガの断面形
はM形状。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒
にがい澄 院成軟質。

岩盤直上 円筒埴輪

器高40
胴径197
厚さ11

胴部、直線的に延びる。タガの断面形
は台形状。

外面

内面

デ

デ

ヽ
　

剛

粗

石

２

石芙 雲母 長
赤色斑粒01～ にがい黄橙 焼成H央質。

SX1003 岩盤直上 円筒埴輪

器高61
は同径242
)軍 さ12

胴部、直線的に延びる。タガは欠落 し

ており、形状不明。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

粗、石英 赤色斑粒
にぶい黄造 焼成軟質。

岩盤直上 円tl埴輪
器高90
胴径224
厚 さ13

胴部、外上方に廷びる。タガの断面形
は M形】大。

外面 :ナ デ。

内面 :ナ デ。

粗、石英 雲母 赤
色斑粒01～ 31」 4 浅黄橙 焼成軟質。

C-3 岩盤直上 円筒埴輪

器高72
胴径273
厚 さ09

胴部、外上方に延びる。タガの断面形
は台形状。タガは剥離部分が多い。

外面 :ナ デ。

内面 :ナ ナメハケ (6条/em)の ちナデ。
濡、石英 雲母01
～26m

外面 :褐灰、にぶ
い黄橙
内面 :浅黄澄

焼成やや硬質。
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報告書
掲載番号

遺 構 出土地点 層  位 器 種 法量 (cm) 形態の特徴 成形 調整 胎  土 色 調 備 考

SX1003 C-3 岩盤直上 円筒埴輪

器高94
胴径240
厚さ11

胴部、タト上方に延びる。タガの断面形
はM形状。

面

面

外

内
ナデ、ヨヨナデ。
ナデ。

粗、石英 赤色斑池 こぶい俗 焼成軟質。

SX10113 岩盤直上 円筒jL●輪
縦54
横47
厚さ08

面

面

外

内
ナデ。
ナデ。

池斑色赤

剛

母

お

套

ヽ１

精

α
浅黄橙 焼成やや硬質。

SX1003 C-3 岩盤直上 円筒埴輪
纏
撫
れ厚

面

面

外

内
ナデ。
ナデ。

精、石英 雲母 結
晶片岩01～ 3m 淡黄 焼成硬質。

SX1003 C‐3 岩盤直上 円筒埴輪

器高174
底径182
厚さ15

基底部端部は九みをもつ。底部から外
上方に直線的に開く。

外面 :ナ デ。

内面 :ナ デのちユビオサエ

精、石英 結晶片岩
赤色斑粒Ol～ 2 浅黄橙 焼成硬質。

岩盤直上 円筒埴輪
器高66
底径174
厚さ15

基底部端部は方形状を呈する。底部か
ら外上方に直線的に開く。

外面 :ナ デ。

内面 :ナ デ。

糧、石英 長石 赤
色斑粒01～ 2 1tltl

にぶい黄浩 焼成軟質。

SX1003 岩盤直上 円筒埴輪
器高99
底径170
厚さ16

基底部端部は方形状を呈する。底部か
ら外上方に直線的に開く。

面
面
外
内
ナデ。
ナデ。

粗、石英 長石 赤
色斑粒01～03411

画
面
外
内
にぶい袴

にぶい責橙
焼成軟質。

包含層 (埴輪 )

需
鰐

遺  椿 出土地点 層 位 器 種 法量 (em) 形態の特徴 成形 調整 胎  土 色 調 備 考

」-2 岩盤直上
形象埴輪
家形

縦109
横105
厚さ33

面
面
外
内
iナデ。
|ナデ。

ヽ
的

粗

２
石英 赤色斑疵

増 焼成軟質。

SX(土器 )

給
脇

遺 糖 出土地点 層  位 器  種 残存率
径

，

部
径
，
大

ｍ

体
最
て

径
，
底
く

蜘
雌
径
ｍ

高

，

高

存

ｍ

器

残

ぐ

他

量

，

の
法

ｃｍ

そ

の
く

部位 形  態 調   整
物

成

有含

組 色  調 備 考

SX1003 扁可西 B3 須恵器

甕
不 明 体部 体部内彎している

外面 :格子ロタタキ

(4条 /cm)。
内面 :同心円文。

雲母
灰

灰

面

面

外

内
焼成やや不
良。

SX10似、5 略
竃

部
損
一
欠

25 3 232 口縁
体ヽ菩[
子しあり

外面 1日縁ヨコナデ後
ユビナデ。
顎部ヨヨナデ。
体部凹線 1条。
内面 1回縁頸部ヨヨナ
デ 。

体部ヨヨハケ (8条/
m)。

底部近 くヨコナデ。

石英 長
石 雲母
角閃石

外面 :に ぶ
い褐
内面 :掲灰
にぶい黄橙

52 SXlllX、 5 F-1 2
器

炉

陶

堤

縁

れ 132 回縁部
口縁内面端部は黒く焼
けている。

外面 :ロ クロナデ。
回転Fp刻文。
内面 :ロ クロナデ。

妻

色赤

英

　

粒

石

母

斑

外面 :

い赤褐

内面 :

い橙

に ぶ

SXlll15
瑳藻土
七輪

130 底部 不明。 不明

面
橙
面
橙

外

い
内

い

包合層 (土器)

勝
躙

遺 構 出土地点 層 位 器 種 残存率 口 径
(ca)

部

径

，

大

ｍ

体

最

て

径

うｍ

底

‘

瑯
雌
径
くｃｍ，

器高
残存高
(CF)

その他
の法量
(cm)

部位 形  態 調   整
物
成
有含
紅 色 調 備  考

須恵器
甕

破片

鮨 9
ヨコ94
厚さ08

体部

外面 :タ タキ (4条/
cu)の ち肩部カキメ(櫛
描き)。
内面 :同心円文。

長石
灰

灰

面

面

外

内 焼成長好。

須恵器
甕

破片 91
翻 5
ヨコ14 3

厚さ06
体部 体部内彎している

面
，
。
面

外

ｃｍ
内

タタキ (4条/

同心円文。
長石

灰

灰

面

面

外

内 燒成長好。
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XⅥ 助 ヶ 谷 古 墳 群





例  言

1 本章は四国横断自動車道建設に伴う助ケ谷古墳群の発掘調査報告書である。

2 所在地 徳島県鳴門市大麻町池谷字助ヶ谷39他

調査対象面積  1,330ギ

試掘面積     100ぜ

本調査面積    400ぽ

3 発掘調査期間及び報告書作成の実施期間は次の通りである。
発掘調査期間  平成■年6月 1日 ～平成■年6月 30日 (1次 )

平成■年 9月 1日 ～平成11年 10月 31日 (2次 )

報告書作成期間 平成15年 4月 1日 ～平成16年 3月 31日

4 遺物番号 。挿図番号・図版番号は通し番号とした。遺物香号は本文・挿図・表 。図版と一致する。

5 本遺跡の地理的・歴史的環境については、「Ⅱ 調査地点の立地と環境」を参照されたい。

6 SM1001周壕内および遺物包含層出土の埴輸についての報告は藤川智之が行った。
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第 1図 グリッド配置図
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1 調査の経過

(1)調 査の経過 (I―第 1図およびⅡ―第 1・ 5。 18図 )
助ヶ谷古墳群は阿讃山脈南麓の鳴門市大麻町池谷地区に位置し、以前から古墳群が密集する地域とし

て周知されていた。事前の分布調査の際にも阿讃山脈から張り出す尾根上に古墳の存在する可能性が指

摘されていた。したがって分布調査で推定された遺跡の範囲の内1,330♂ を調査対象面積として試掘調

査を実施した。試掘調査は平成11年 6月 1日 ～ 6月 80日 および平成11年 9月 1日 ～10月 31日 にかけて人

力掘削によるトレンチ調査を実施した。試掘の結果、調査区南部の墳丘状地形北側において埴輪片や結

晶片岩の散布が確認されたため、400だの範囲を対象に本調査へ移行 した。本調査は平成12年 10月 31日

に終了した。

(2)発 掘調査の方法 (第 1図 )
調査を始めるにあたり、グリッドの配置に際しては、発掘統一基準にならい、第Ⅳ系国土座標を基準

とし、 5mメ ッシュを 1グ リッドとして調査対象地を包み込む形で設定した。南西隅を基準として北に
A・ B・ C…、東に 1・ 2・ 3…の順に記号・番号をふり、その組み合わせで各グリッド名を表すこと

とした。遺構記号・番号は検出時に順次決定した。

(3)調 査 日誌抄
助ヶ谷古墳群試掘調査日誌抄

1999年

6月 1日 調査準備。
6月 9日  トレンチ掘削。図面整理。
6月 29日  図面整理。
6月 30日 現場撤収。

1999年

9月 1日  調査準備。
9月 6日 試掘トレンチTl～ 6設定。掘削開始。
9月 7日 周壕検出。埴輪片等出土。試掘トレンチTl～ 6設定。掘削。
9月 8日  周壕掘削。試掘トレンチTl～ 6設定。掘削。
9月 13日 周塚掘削。墳丘面出し。
9月 20日 墳丘面出し。
9月 28日 周壕、墳丘セクションベルト土層図作成。現場報告会。
9月 29日 周壕、墳丘セクションベルト土層図作成。
9月 30日  SM1001全景写真撮影。

10月 1日 SM1001墳丘断ち割り。1/20遺物平面図作成。

10月 7日  SM1001墳丘断ち割り。墳丘上面掘り下げ。
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10月 15日

10月 18日

10月 19日

10月 20日

10月 22日

10月 25日

SM1001全景写真撮影。1/20ト レンチ断面

図作成。遺物・平面図作成。

トレンチ埋め戻し。遺物取り上げ。

トレンチ埋め戻し。

現場撤収。

現場報告会。

試掘とりまとめ。
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2 調査成果

(1)遺 跡の位置 (I第 1図およびⅡ―第 1・ 5。 18図 )
助ケ谷古墳群は四国横断自動車道建設に伴い発掘調査が実施された。調査地点は鳴門市大麻町池谷の

阿讃山脈南麓、標高61～ 68mの尾根上に位置する。調査の結果、調査区は土地の改変が著しく、明瞭な

遺構は確認することはできなかったが、埴輸片・結晶片岩礫片等が出土しており、当該調査区に古墳お

よび主体部が築造されていたことが示唆される。

>
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+XJ 2a800
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SM1001
ED-1

第 2図 地形平面・ トレンチ配置図

―
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(2)基 本層序 (第 2・ 3図 )
トレンチ配置状況と土層堆積状況

調査に際し、現況の地形測量を実施した。墳丘と思われる高まりを確認した後、試掘 トレンチを設定

し、掘削作業を行った。 トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイン

トレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘の結果、調査区南端の高まり

北側において墳丘を区画する周壕を確認した。周塚内から円筒埴輪片や形象埴輪片 (叡 )、 結晶片岩の

破片などが出土した。しかし、主体部は後世に削平されたのか検出することができなかった。

土層堆積状況は各 トレンチとも類似しており、微差はあるものの、基本層序は以下の通りほぼ対応す

る。

1.…黒褐色 10YR2/3砂質土 (表土、腐植土。)

2.…明黄褐色 10YR6/8粘性砂質土 (岩盤風化土、φ=3～ 5 cm程度の礫を含む。部分的に灰黄褐色

10YR6/3粘土が混じる。)

1ト レンチ 4ト レンチ

――――L=6400m

―
L=6600m

1.黒褐色  5YR2/2 砂質土 (腐植土)
2.灰黄褐色 10YR4/2 砂質土
(し まり不良。粘性あり。φ=5 mm～ l cm程度の礫含む。)
3.黄掲色  2.5Y5/4 砂質土
(し まりやや良。粘性あり。φ=5 mm～ l cm程度の礫含む。)
4.黄掲色  2.5Y5/4 砂質土
(3層よりしまり良。粘性あり。φ=5 mm～ l cm程度の礫少量含む。)

1.黒褐色  lllYR3/2 秒質土 (腐植土)
2.明責褐色 10YR6/6 砂質土 (しまり良。砂性強い。φ=3 cm～ 5 cm程
度の礫含む。部分的に灰黄褐色10YR6/2砂質上が混じる。)

ｍ
ｉ

第 3図 模式柱状土層図

(3)遺構 と遺物 (第 2図 )
遣跡内における遺構配置は第 2図 に示すとおりである。明瞭な遺構は確認することはできなかった

が、古墳に付帯する周壕を検出した。

出土遺構 (第 2・ 4図 )

調査区南端において円墳と思われる高まりを 1基確認した。調査の結果、周壕や埴輪片・結晶片岩礫

片等が出上した。
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―――X=128720

遺物出上分布
●…埴輪片
▲…結晶片岩

―――X=128700

1 暗掲色    ,OVR3/74 砂質■ (ンルト質。しまり不良。粘牲強
い。炭化物マンガン粒若千含む。)
2 にぶい黄掲色 10YR5/4 砂質土 (シルト質。しまり不良。粘牲強
い。炭化物マンガン粒者干合む。)

第 4図 SM1001周 壕内遺物出土状況分布平面 。周壕土層断面図

＜

＝
Φ
伽

ユ
ｏ
ｏ

10m

L=6500m
B

L=6500m
C

F
3m

‐‐十‐‐ヽ́
＝ΦいＬ∞〇

1 贈掲色    10YR3/4 砂質土 (シルト質。しまり不良。粘  4 黄掲色  10YR5/6 砂質土 (シル ト質。しまり不良。粘性強  1 臨渇色    10VR3/4 砂質土 (シル ト質。しまり不
性強い。炭化物マンガン粒若干含む。)             ぃ。炭化物マンガン粒含む。)                  良。粘性強い。炭化物マンガン粒若干合む。)
2 にぶい黄褐色 10YR5/4 砂賞土 (ンルト質。しまり不良。粘  5 明黄掲色 10YR6/6 砂質土 (ンル ト質。しまり不良。粘性強  2 にぶい黄掲色 10YR5�  砂質土 (シルト質。しまり不
性強い。炭化物マンガン粒若干含む。)             ぃ。結晶片岩含む。炭化物マンガン粒者干含む。)          良。粘性強い。炭化物マンガン粒若干含む。)
3 にぶい黄掲色 10YR6/4 砂質土 (シルト質。しまり不良。粘  6 明黄褐色 ,OYR6/8 砂質土 (シル ト質。しまり不良。粘牲強  9 黄褐色    10YR5/6 砂質土 (シルト質。しまり不
性強い。炭化物マンガン粒若干含む。)              い。結晶片岩含む。炭化物マンガン粒者干合む。)          良。粘性強い。炭化物マンガン粒若千含む。)

L=6500m     7 黄掲色  10YR5/6 砂質土 (ンルト質。しまり不良。粘性強
E            い。結晶片岩含む。炭化物マンガン粒若干含む。)

0
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SM1001(1号墳)(第 4図 )

調査区南端に位置する円墳である。墳丘の規模は現状で直径13mを測る。墳丘形状は地形を利用し、

正円ではなくやや精円形を呈する。明瞭な基底部は形成されていないが、墳丘の高さは1.5mである。

墳丘は岩盤を削り出して作出しており、盛土はされていない。墳丘上面には葺石などの外表施設はみら

れなかった。

墳丘北側には岩盤を掘り込んで周塚が構築されており、現存値で最大長10。 23m、 最大幅2.22m、 最

大深度は56cmを測る。周壕内および周辺からは形象埴輪片 。円筒埴輪片の他、結晶片岩の礫など力滑十約

770点出土した。埴輪片はおそらく墳頂部に置かれていたものの一部とみられるが、原位置を確認する

に至らなかった。また主体部についてはその痕跡すら確認することもできなかった。推測ではあるが埋

葬施設として箱式石棺が考えられる。時期を特定する遺構や遺物がほとんど見られないため、詳細な時

期の決定は困難であるが出土遺物などから古墳時代中期、 5世紀頃と考えられる。

出土遺物 (第 5。 6図 )

墳丘裾および周塚などにおいて埴輪片や主体部の石材とみられる結晶片岩礫片などが出土した。埴輪

片は大小合わせて約115点程度出上した。

1は叡形埴輪である。破片ではあるが、北側墳丘裾より出土した。表面には柳葉形の鉄鏃と思われる

線刻が施されている。 2～ 24は円筒埴輪である。小片ではあるが、墳丘北側裾および周壕より約60点出

土した。表面にはハケロ調整およびタガがみられる。口縁部はやや外側に広がる。

これらの埴輪は墳頂部または墳丘裾に置かれていたものの一部とみられるが、原位置を確認するに至

らなかった。

SM1001周壕内

形象埴輪 (1)と 円筒埴輪 (2～ 24)がある。17・ 23は形象埴輪になる可能性がある。

1は叡形埴輪。上辺が残存しているが、左右・下辺は残存しない。表面には2本一組の緩やかな孤状

の線刻で柳葉形の鉄鏃を表現している。

円筒埴輪は小片が多く仝形の判明するものはないが、3～ 8の口径力認0～25cmになることから、器高

25～ 30cmの 2条突帯 3段構成に復元される。突帯は低平で断面台形、透かしは中段に円形である(10)。

器表面の外面は一次調整にタテハケ、二次調整にヨコハケ (B種)が施されるが、下段にはヨコハケは

なく、外面板オサエまたは板ナデによる整形となっている (16・ 21)。 内面は口縁部付近にのみラング

ムなヨコハケがあるが、その他は、ナデによる成形である。

これらの埴輪は、胎土・色調から2種に大別できる。赤みの強い橙または明赤褐色を呈するグループ

(A群)と 白みの強い浅黄橙色のグループ (B群)である。A群は円筒埴輪の口縁部が緩やかに開く
もので器壁がやや厚い。焼成が軟質のもの (2・ 3～ 6・ 9。 12・ 22)と硬質のもの (10。 13・ 14・ 18・

20・ 24)とがあるが、基本的には同質のもの。硬質のものは、焼成時に器表面力琳田かいクレーター状に

剥離している。B群には (1・ 7・ 8・ ■・15～ 17・ 19。 23)が含まれ、円筒埴輪の口縁部は直立気味
で器壁は薄い。
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包含層出土遺物 (第 7図 )

25は須恵器の杯底部と思われるが、小片のため詳細な時期は不明である。26は収形埴輪と思われる。

27～32は 円筒埴輪と思われる破片である。

25は須恵器の高台を有する杯である。高台の形状からみて奈良時代のものと思われる。

埴輪には形象埴輪 (26)と 円筒埴輪 (27～32)がある。26は板状で、展開図左の上下が残存している

ことから、家形埴輪の壁部材の窓の開田部であろう。円筒埴輪は、周塚内出上のものと同様の特徴を持

つ。A群のうち軟質のもの (27・ 30,31)と 硬質のもの (28・ 32)、 浅黄橙色のグループのもの (26・

29)がある。

(4)ま とめ

調査の結果、調査区南端で周塚と思われる溝状遺構や埴輪片が出上したが、主体部は検出することは

できなかった。墳丘部分と考えられる高まりは後世に削平を受けていると考えられ、主体部はすでに消

失しているものと思われる。調査区周辺には土師器窯があつたとされ、また現在、墓地となっている調

査区南狽1の小丘陵には古墳があったといわれており、馬形埴輪などが出上していることなどから、これ

らとの関連が注目される。時期を特定する遺構や遺物がほとんど見られないため、詳細な時期の決定は

困難であるが、出土遺物などから古墳時代中期、 5世紀頃に古墳が築造されていたと考えられる。
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助ヶ谷古墳群

第 1表 出土遺構一覧表
SM

遺構名 グリッド 墳丘形態 墳丘規模
墓嫉平面
形 態

墓羨断面
形 態 備 考

SM1001 C～ F-5～ 8 円墳

墳丘の直径は130m。

墳丘の高さは1.5m、
楕円形。

明瞭な墓墳
石室ともみとめ
られない。

墳丘北側に最大長10.23m、 最大幅2.22m、 最
大深度0.56mの周壕が構築されている。

第 2表 出土遺物観察表
SM(埴輪)
報告書
掲載番号

遺 構 出土地点 層 位 器 種 法量 (ca) 形態の特徴 成形 調整 胎 土 色  調 備 考

SMllXlユ

墳丘北側
(周壕内)

形象埴輪
叡形

縦136
横99
厚さ17

柳葉形鉄鏃を模した線刻を施す。
外面 :ナ ナメハケ (8条 /cu)の ち沈
線 (線刻)。
内面 :ナ デ。

粗、長石 雲母 赤
色粒01～ 20硼を含
tr。

橙色 焼成軟質。

SMllllll

墳丘上面裾
円筒埴輪

剰茫5 45
横47
厚さ09

柳葉形鉄鏃を模した線刻を施す。
外面 :ナデ、ハケのち線刻 (鏃 )。
内面 :ナナメハケ (7条 /cI)。

粗、長石 赤色斑粒
01～10mを含む。

画
面
外
内
色

橙色
にぶい黄澄 焼成軟賓。

3 SM1001 円筒埴輪
器高43
日客ワ18
厚さ10

口縁部は外反し、端部を方形状に収め
る。

外面 :タ テハケのちヨヨハケ (7～ 8
条/cl)、 摩減きみ。
内面 :ヨ コハケ (7～ 8条 /cI)。

やや精、石英 4 tun 髄 焼成やや軟質。

SMユ (メDユ

墳丘上面梱
(周壕底)

円筒埴輪
器高45
日径250
厚さ09

口縁部は外反し、端部を方形状に収め
る。

画
面
外
内
ヨヨハケ (5条/硼 )。
ヨコハケ (6条 /ca)。

粗、石英 長石01
～10m 橙色 焼成軟質。

SM1001
墳丘上面裾

円筒壇輪
器高43
口径″ 7
厚さ09

日縁部はやや外反し、端部を方形状に
収める。

画
面
外
内
ナデ、タテハケ (7粂/m)。
ヨコハケ (7粂 /ca)。

粗、石英 赤色斑対
01～ 1 51tt 橙色 焼成軟質。

SMllllll

墳丘上面据
円筒埴輸

器高33
日径218
厚さ06

回縁部はやや外反し、端部を方形状に
収める。

外面 :磨滅のため不明。
内面 :ナ デ。

締、石英 雲母01
～10Ш 明赤褐色 焼成軟質。

蜘期醐
円筒埴輸

器高52
日径212
厚さユ0

口縁部は直線的に立ち上がり、端部を
方形状に収める。

外面 :ナデ。
内面 :ナデ、ハケ (単位不明)。

精、石英 雲母 赤
色斑糊〕1～ 1 0mI

浅黄橙色 焼成やや硬質。

8
SM1001
墳丘上面裾

円筒埴輪

器高60
回径%0
厚さ08

日縁部は直線的に開き、端部を方形状
に収める。

外面 :タ テハケのちヨコハケ(8粂/m)。
内面 :ヨ ヨハケ (8条 /ca)。

粗、石英 赤色斑粒
Ol～ 1 0BI

外面 :橙色
内面 :浅費橙色

焼成軟質。

9

SM1001
墳丘据
(周壕)

E3(T5) 円筒埴輪
器高72
胴径252
厚さ11

月同部、直線的に上方に開く。タガの断
面形は台形状。

画
面
外
内
ヨコハケ (7条/cI)の ちナデ。
ヨコハケ (5条/0 6cI)ナ デ。

緒、石英 雲母 赤
色斑粒01～ 1 5BI 橙色 焼成軟質。

墳丘裾
(周壊)

円筒埴輪
器高58
胴径230
厚さ10

胴部、直線的にやや開く。タガの断面
形はM形状。

外面 :ナ デ、ヨコハケ (8条 /ca)。
内面 :ナ デ、ヨコハケ (8条 /ga)。

濡、石薬 雲母01
～1 0mI

橙色 焼成やや硬質。

SM1001
墳丘上面裾

円筒埴輸

器高38
胴径235
厚さ08

胴部、直線的に延びる。
面
面
外
内
タテハケのちヨヨハケ(7条 /枷 )。
ナデ。

粗、石英 赤色斑粒
2m にぶい橙色 焼成やや硬質。

SNIIt lll

墳丘上面裾
円筒埴輪

器高37
胴径226
厚さ09

胴部、直線的に延びる。
面
面
外
内
ヨコハケ (8条 /卿 )。
ナデ。

精、石英 雲母01
～1 0Hm 髄 焼成駄質。

SMilX11

墳丘上面裾
F-5 円筒埴輪

器高59
胴径%6
厚さ11

胴部、上方に開く
外面 :タ テハケ (10条/cal)。
内面 :ナ デ。

構、石英 雲母Ol
～3 51da

橙色 焼成硬質。

SMl∞ 1
墳丘上面裾

円筒埴輪
器高54
胴径196
厚さ08

胴部、上方に開く。タガは剥離してい
る。

精、石英 赤色斑粒
01～10m 澄色 焼成やや硬質。

SMl∞ 1
墳丘上面裾
(居壕)

円筒埴輪
髄 9
横35
厚さ11

面
ケ
面

外

ハ
内

タテハケ (8条/ct)の ちヨヨ
6粂 /cal)。
ヨコハケ (8条 /cm)。

縮、石英 蟹母 赤
色斑細Dユ～3 0mm

明黄褐色 焼成やや硬質。

蜘蜘
E-3 円筒埴輸

縦
横
さ厚

デ

デ

画

面

外

内
理、長石 赤色斑粒
01～2 0mm

橙黄い髄際
画
面
外
内
色

焼成軟質。

SM1001 D5 円筒埴輪
縦41
横47
厚さ11

テ

デ

ナ

ナ

面

面

外

内 ヽ
Ш

粗

５
石英 赤色斑粒

におい橙色 続成軟質。

SM100ユ

墳丘裾
(周壕)

E3(T-5, 円筒埴輪

簡
榔
詢厚

面

画

外

内
康滅のため不明。
タテハケ (■粂/ct)。

やや精、石英
斑粒 31111t

赤色
橙色 焼成やや硬質。

SMl∞ 1
墳丘裾
(周嫉)

E3(T-5, 円筒埴輪
鮨 1

横66
厚さ10

タガの剥維痕有り。
外面 :ヨ コハケ (10条/m)のちナデ。
内面 :ナデ。

精、石英 雲母 赤
色斑粒01～ 2 01tt

浅黄橙色 焼成やや硬質。

SMll101

墳丘上面裾
円筒埴輸

絡 6

横34
厚さ09

面
面
外
内
タテハケのちヨコハケ(8条/cm)。
ヨコハケ (8条 /cI)。

粗、石英 赤色斑粒
01～ 10Ш 橙色 焼成硬質。

帥なlt l11

周壕
円筒埴輪

胞 9
横56
厚さ09

外面 :ナ デ。
内面 :摩滅のため不明。

精、石英01～ 05m にぶい橙色 焼成軟質。

22
Sヽ1llll11

墳丘上面裾
円筒埴輪

細 2

横39
厚さ08

面
函
外
内
ヨコハケ (6条/m)。
産減のため不明。

精、雲母 赤色斑粒
01～10m 橙色 焼成軟質。

SMl∞1 円筒埴輸
縦35
横46
厚さ11

画

面

外

内
タテハケ (6条 /ca)。
摩滅のため不明。

粗、長石 赤色斑粒
01-2 0mI

画
面
外
内
浅黄橙色
にぶい澄色

焼成軟質。

Z
SMl∞ 1
墳丘裾
(周壕)

E‐ 3 円筒埴輪
縦29
横38
厚さ07

外面 :ヨ コハケのち タテハケ (6条/
ca)。

内面 :摩滅のため不明。

粗、石英 長石0ユ
～10111

純 焼成硬質。
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包含層 (埴輪)

鱒孵
遺 構 出土地点 層 位 器 種 法量 (ca) 形態の特徴 成形 調整 胎 土 色 調 備 考

26 形象埴輪
叔形

縦70
横102
厚さ16

外面 :ナデ。
内面 :ヨ コハケ (8条 /ct)。

粗、長石・
0.1～ワOm

赤色斑粒
浅黄澄色 焼成軟質。

27 円筒埴輪

器高25
底径180
厚さ10

基底部端部は方形状を呈する。底部か
ら外上方に直線的に開く。

面
面
外
内
ナデ。
ナデ。

やや料、石英 赤色
粒20m 橙色 焼成軟質。

2B 円筒埴輸
縦5,4
緯 4

厚さ15
外面 :ヨ コハケ (8粂 /ct)、 ナデ。
内画 :剥離のため不明。

粗、石英 赤色斑粒
01～ 10Ш 髄 焼成硬質。

29 円筒14a輪
縦42
横31
厚さ09

外面 :康減のため不明。
内面 :ヨ コハケのちナナメハケ (5～
6条/ct)。

粗、石英 赤色粒20
浅責橙色 焼成軟質。

円筒埴輪
鯉 4

横42
厚さ09

外面 :ナ デ、タテハケ (6条 /111)。
内面 :ヨ コハケ (6条 /cal)。

粗、石英 長石 赤
色斑粒01～ 1 01tu

画
面
外
内
髄

明黄4B色
焼成軟質。

円筒埴輸
紹 3
横54
厚さ13

外面 :ナ デ。
内面 :剥離のため不明。

粗、石英・

01～ 1011111
赤色斑粒 4Ht 焼成歎質。

32 円筒埴輸
胞 8
横44
厚さ09

外面 :摩減のため不明。
内面 :摩減のため不明。

糧、石英 長石401m 髄 焼成硬質。

包含層 (土器)

朧鱒
遺  構 出土地点 層 位 器 覆 残存準

口 径
(ca) 爛簾ｍ

径

ナｍ

底

ぐ

期
朧
径
ω

高

，

絲
辣
徹
蠅
激
齢

そ

の
で

郡位 形  態 調  整
物
成舘組

色 詞 備 考

25
聴 2
トレンチ

也含層
須恵器
杯
劇
珀

27
高台高
07
体部～

底部

体部外上方に延びる。
貼 り付け高台で直立

し、rf面 を台形状に収
める。

面
面
外
内
回転ナデ。
回転ナデ。

石英 長
石

灰

灰

画

面

外

内 焼成良好。
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例  言

1 本章は四国横断自動車道建設に伴う東林院古墳群の発掘調査報告書である。

2 所在地 鳴門市大麻町大谷字西山谷ll他

調査対象面積  1,015♂

試掘面積     65♂
本調査面積    950♂

3 発掘調査期間及び報告書作成の実施期間は次の通りである。
発掘調査期間  平成10年 4月 2日 ～平成10年 9月 15日

報告書作成期間 平成14年 4月 1日 ～平成15年 3月 31日

4 遺物番号・挿図番号 。図版番号は通し番号とした。遺物番号は本文・挿図・表 。図版と一致する。

5 本遺跡の地理的・歴史的環境については、「Ⅱ 調査地点の立地と環境」を参照されたい。

6 ST1002出土鉄器についての報文の一部および「まとめ 小竪穴石室」の項は栗林誠治が執筆した。
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X=129160

X=129.140

X=129.120

第 1図 グリッド・ トレンチ配置図
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調査の経過

(1)調 査の経過 (I第 1図およびⅡ 第 1・ 5。 19図 )

東林院古墳群は阿讃山脈南麓の鳴門市大麻町字大谷地区、西山谷古墳群の所在する尾根の西麓、調査

対象地は阿讃山脈南麓大谷川右岸の小規模な谷に位置する。標高は30～40mである。大谷川周辺は以前

から古墳群が密集する地域として周知されている。隣接する東林院 (寺)境内には穴観音として横穴式

石室が遺存し、近隣に古墳の存在する可能性が指摘されていた。したがって分布調査で推定された遺跡

の範囲の内1,050♂ を調査対象面積として試掘調査を実施した。試掘調査は平成10年 5月 28日 ～6月 10

日にかけて人力掘削によるトレンチを65だ実施した。試掘の結果、調査区東側斜面部において石室の一

部とみられる砂岩角礫や須恵器片等の散布が確認されたため、950♂の範囲を対象に本調査へ移行した。

また調査区西側谷部も試掘 トレンチを開口したが、遺構 。遺物は確認できなかった。本調査は平成10年

9月 30日 に終了した。

(2)発 掘調査の方法 (第 1図 )

調査を始めるにあたり、グリッドの配置に際しては、発掘統一基準にならい、第Ⅳ系国土座標を基準

とし、 5mメ ッシュを 1グリッドとして調査対象地を包み込む形で設定した。南西隅を基準として北に

A・ B・ C…、東に 1・ 2・ 3…の順に記号・番号をふり、その組み合わせで各グリッド名を表すこと

とした。遺構記号・呑号は検出時に順次決定した。

(3)調 査 日誌抄

1998年

4月 2日  調査準備。調査区調査前現況写真撮影。

5月 28日 調査区現況地形 (S=1/200)浪1量開始。

6月 8日  本調査区 (東側斜面部)地形測量終了。

本調査範囲設定。

6月 10日  本調査範囲表土掘削開始①

6月 18日  本調査範囲表土掘削終了。

6月 23日 調査区西側谷部地形測量。

7月 14日  調査区東側斜面部表土掘削ほぼ終了。

7月 16日  遺構面精査終了。遺構検出 (竪穴式石室墓

等 5基確認)。 遺構掘削開始。

7月 17日  遺構掘削と併行して本調査範囲残地表土掘

肖U。

7月 27日  1号墳石室床面よリガラス玉等出土。図面

作成①

8月 12日  1号墳墳丘断ち割り。図面作成。

8月 19日  遺構掘削。調査区西恨]谷部開始。

一- 855 -―



8月 22日  2号石室墓より鉄刀・鉄鏃等出土。図面作成。

9月 1日 遺構掘削。西側谷部試掘準備。下草除去。
9月 3日  遺構図面作成。調査区西側谷部では遺構確認できず。
9月 H日 調査終了。

9月 14日  図面整理。現場撤収。

―-856 -―
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第 2図 地形平面・遺構配置図
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2 調査成果

(1)遺跡の位置 (I―第 1図およびⅡ―第 1・ 5。 19図 )
東林院古墳群は四国横断自動車道建設に伴い発掘調査が実施された。調査地点は鳴門市大麻町池谷の

阿讃山脈南麓、標高30～40mの尾根上に位置する。

(2)基本層序 (第 1・ 3図 )
トレンチ配置状況と土層堆積状況

調査に際し、現況の地形測量を実施した。試掘トレンチは基本的に地形コンタラインに直交する形で

メインを設定し、掘削作業を行った。試掘の結果、調査範囲の東側部分において石室の一部とみられる

砂岩角礫や須恵器片等の散布が確認されたため、950♂の範囲を対象に本調査へ移行した。

土層堆積状況は各トレンテとも類似しており、基本層序は以下の通りほぼ対応する。

1.…黒褐色 10YR2/3砂質土 (表土、腐植土。)

2.…明黄褐色 10YR6/8粘性砂質土 (岩盤風化土、φ=3～ 5 cm程度の礫を含む。部分的に灰黄褐色

10YR6/2粘上が混じる。)

L‐3440m――――

W
―
L=3440m

1.表土 (腐葉土)
2.暗褐色    10YR3/4 シル ト質土 (粘性あり。しまり弱い。耕作土。)
3.に ぶい黄褐色 10YR5/4 砂質土 (粘性あり。しまりややあり。岩盤の風化土。)
4.黄掲色    10YR5/6 砂質土 (粕性 3層 より弱い。しまり3層 よりあり。
φ=1～ 1 0Cmの 角礫を含む。)

第 3図 基本土層断面図
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D L=3660m

砂質土 (粘性弱い。 しまり弱い。)

砂質土 (粘性弱い。 しまり弱い。)

砂質土 (粘性弱い。 しまり弱い。)

砂質土 (粘性弱い。 しまり弱い。)

砂質土 (粘性弱い。 しまり弱い。)

砂質土 (粘性 5層より弱い。 しまり弱い。)
砂質土 (IIA性 5層より弱い。 しまり弱い。)
砂質土 (粘性 5層より弱い。 しまり弱い。

A L=3660m

0       1m

―
砂質土 (粘性弱い。 しまり弱い。)

砂質土 (粘性弱い。 しまり 1層 より弱い。)

砂質土 (粘性弱い。 しまり弱い。)

砂質土 (粘性 1層よりあり。 しまり 3層より弱い。)
砂質土 (粘性 3層よりあり。 しまり 3層より弱い。一部に版

1.にぶい黄橙色 10YR〃 3
2 にぶい責橙色 lllYR7/3
3 にぶい黄橙色 10YR7/3
4 にぶい黄橙色 10YR7/3
5.に ぶい黄橙色 10YR7/3
6.に ぶい黄橙色 10YR7/4
7.に ぶい責橙色 10YR6/4
8 にぶい責橙色 10YR6/4
-部に版築あり。)

1.にぶい黄掲色 10YR7/4
2.明黄褐色   10YR7/6
3。 明黄褐色   10YR76
4.に ぶい黄橙色 10YR6/4
5 にぶい黄掲色 10YR6/4
築あり。)

6 にぶい黄橙色 10YR6/3
7.に ぶい責橙色 10YR6/4
8.に ぶい責橙色 10YR6/4
9.に ぶい黄橙色 10YR6/4
10 褐灰色    10YR6/1
11 にぶい黄橙色 10YR6/4
築あり。)

(粘性 5層よりあり。 しまり 3層より弱い。)
(粘性 4層よりあり。 しまり弱い。一部に版築あり。)
(粘性 1届 よりあり。 しまり弱い。)

(粘性 6層よりあり。 しまり 3層より弱い。)
(粘性 1層 よりあり。 しまり弱い。全体に版築あり。)

(粘性 6層よりあり。 しまり 9層より弱い。一部に版

砂質土

砂質土

砂質土

砂質土

砂質土

砂質土

第 4図 SM1001平・墳丘土層断面図
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(3)遺 構 と遺物 (第 2図 )
出上遺構

尾根沿いに 1基の円墳と4基の小竪穴式石室墓が確認された。過去に盗掘や開墾による削平を受け、

全体的に遺存状況は良くないが、遺構によっては、鉄器や須恵器等の副葬品が良好な状況で検出されて

ヤヽる。

SM1001(1号墳)(第 4～ 6図 )

I・ J-3グリッド、調査区中央部で確認された円墳である。墳丘盛土の大部分は削平されており、墳丘

全体の規模は不明であるが、墳丘盛土は南西部で半径 3mほ ど残存する。葺石および周塚はみられない。
主体部は本遺跡で検出された古墳群の中では最も規模の大きい竪穴式石室をもつ。墓墳は隅九長方形

状を呈し、規模は長軸2.60m、 短軸1.30m、 最大深度は32cmを 測る。

石室石材には砂岩の角礫が用いられる。墓竣基底部に30cm程度の板石を敷き、石室壁体を構築する。

壁体は砂岩の50cm前後の角礫を 1列 5段に平積みで積み上げる。比較的遺存状況の良好な西小日はやや

持ち送りで積み上げられていることが確認できる。壁体構築後、10cm前後の礫を敷き詰め床面を構築す

る。上部構造は不明であるが、石室壁体の持ち送りがほぼ垂直であることなどから、被葬者を安置した

後、上部を60cm程度の板石で架構したものと推測される。

石室規模は内法で長軸1.94m、 短軸0.45mを 測る。石室床面からの高さは西小口で58cmである。主軸

方向は N-135° 一Eで東側がやや拡がっていることや石室南東部の床面下からは、一連のものと考えられ
る青色および濃緑色のガラス小玉が63点検出されていることなどから、東頭位であったと思われる。

出土遺物 (第 7図 )

石室内からは須恵器やガラス小玉が出土した。玉類は主に石室南東部で出土したが、原位置は保って

いないと思われる。須恵器は TK43段階と思われ、 6世紀後半の年代が与えられる。 1は須恵器杯蓋、

2は杯身である。 3須恵器壼である。 4は墳丘盛土中より出上した弥生時代後期頃と思われるサヌカイ

トの石鏃である。 5は規炉のロス トルである。覆土中より出上し、近世以降の所産と思われ、SM1001

の盗掘された時期とも推測される。 6～40は ガラス河ヽ玉である。
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第 5図 SM1001平・断面図および玉類出土状況分布図
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A―B土色
1.にぶい褐色  10YR5/3
2.にぶい褐色  10YR5/4
3.橙色    10YR6/8
4.橙色    10YR6/8
を多量に含む。)
5.黄褐色    10YR5/6
6.明黄掲色   10YR〃6
7.にぶい黄橙色 10YR6/3

砂質土 (粘性ややあり。しまり弱い。表上の混入。)
砂質土 (粘性 1層よりあり。しまり1層よりあり。)
砂質土 (粘性2層 と同様。しまり2層 と同様。)
砂質土 (粘性2層 と同様。しまり2層 よりあり。礫

砂質土 (粘性4層より弱い。しまり4層 と同様。)
砂質土 (粘性弱い。しまりあり。)
砂質土 (粘性ややあり。しまり弱い。)

C― D土色
1.明黄褐色   10YR7/6
2.明黄褐色   10YR6/6
3.にぶい黄橙色 10YR6/4
4,明黄掲色   10YR5//6
5.にぶい黄掲色 10YR6/3

砂質土 (粘性弱い。しまりあり。)
砂質土 (粘性 1層と同様。しまり1層よりあり。)
砂質土 (粘性2層 と同様。しまり2層 と同様。)
砂質土 (粘性弱い。しまりあり。)
砂質土 (粘性ややあり。しまり弱い。)

第 6図  SM1001遺物出土状況平面図および土層断面図

A L=3660m
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第 7図  SM1001出土遺物

ST1001(1号石室墓)(第 8・ 9図 )

L-4グ リッド、調査区北部で検出された小竪穴式石室墓である。明瞭な墳丘は確認できない。墓墳平

面形は隅丸長方形状を呈し、長軸1.65m、 短軸0。 93m、 最大深度は27cmを 測る。

主体部の石室石材には砂岩の角礫が用いられる。墓壊基底部に20cm程度の板石を敷き、床面を構築す

る。壁体は砂岩の40cm前後の角礫を 1列 3段に平積みで積み上げる。北・南の小日は板石を立てて壁体

をつくる。上部構造は不明であるが、石室壁体の持ち送りがほぼ垂直であることなどから、上部は60cm

程度の板石で梨構していたものと推測される。
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L=3750m―≦と
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10YR5/4 砂質土 (粘性やや弱い。しまりややあり。)
10YR5/4 砂質土 (1層 より粘性弱い。しまりあり。)
10YR4/2 砂質土 (粘性弱い。しまり弱い。)
10YR5/3 砂質土 (粘性ややあり。しまりややあり。)
10YR6/3 砂質土 (粘性やや弱い。しまりややあり。)
10YR6/4 砂質土 (粘性ややあり。しまりややあり。)

第 9図 ST1001基底部平・断面図
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1.にぶい責褐色
2.に ぶい黄褐色
3.灰黄掲色
4.責掲色
5.明黄褐色
6.にぶい黄橙色

石室規模は内法で長軸1。 10m、 短軸0。 25m、 石室床面からの

高さは27cmで ある。主軸方向 N-8° ―Wで、北頭位であると推
定される。石室基底部は良好な状況で残っていたが、副葬品は

検出されなかった。

出土遺物 (第 10図 )

遺構覆土中より須恵器が出土したが、実測可能なものは 2点

である。須恵器は TK43段階と思われ、 6世紀後半の年代が与

えられる。41は高杯である。42は壺の肩部と思われる。
41
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ST1002(2号石室墓)(第 11・ 12図 )

C-4グ リッド、調査区南部で検出された ST10olと 同規模の小竪穴式石室墓である。明瞭な墳丘は確

認できない。墓壊平面形は隅九長方形状を呈し、長軸1.89m、 短軸1.08m、 最大深度は28cmを 測る。

主体部の石室石材には砂岩の角礫が用いられる。墓墳基底部に20cm程度の板石を敷き、床面を構築す

る。壁体は砂岩の40cm前後の角礫を 1列 4段に平積みで積み上げる。北 。南の小回はやや大きめの砂岩

角礫 1個を用いる。上部構造は不明であるが、石室壁体の持ち送りがほぼ垂直であることなどから、上

部は60cm程度の板石で架構 していたものと推測される。石室規模は内法で、長軸1,14m、 短軸0,4m、

石室床面からの高さは27cmである。主軸方向 N-95° ―Eで、頭位は副葬品の出土状況などから東頭位で

あったと推定される。

石室内からは、多くの副葬品が良好な状況で確認できた。石室床面上から鉄刀 1振、鉄鏃 1点、刀子

1点、蓋杯 1組、提瓶 1点が、床石下から、鉄刀 1振、鉄鏃 4点、刀子 2点が出土している。鉄刀は切

先を西方に向け、石室内を斜めに区切るように出上しており、被葬者の胸上あるいは沿うように副葬さ

れていたものと思われる。 木質は残存していない。 西小口側には鉄刀が配され、切先は北西を向く。
鉄鏃および刀子の一部も西小口側に置かれており、被葬者の足元に副葬されたと考えられる。また須恵

器杯身・杯蓋は東小日の鉄刀柄部南側で、提瓶は西小日の鉄刀西側で正位置の状態で立てかけるように

出土している。ST1002か ら出土した須恵器は時期的にTK43段階と思われ、ST1002の 築造年代 も6世

紀後半頃と考えられる。

出土遺物 (第 13～ 15図 )

石室内からは、多くの副葬品が良好な状況で出土している。

43は鉄刀である。全長75cmを測り、鋼を有する。柄部に僅かに木質の痕跡が確認できる。44は石室西

小日側で出上した鉄刀で全長28.2cmを測る。関は角関で身部に一部木質が遺存する。45は西小口側で鉄

鏃と共に出土した鉄刀である。全長15,4cmを 測り、関は角関で柄部に一部木質が遺存する。

46～ 50は鉄鏃である。これらの鉄鏃および刀子は西小口側に副葬されていた。46は腸快三角形鏃であ

る。鏃身部形状は長三角形を呈し、鏃身部断面形状は両九造を呈し、浅い逆刺を有する。頸部形は直線

状を呈し、斜関を有する。杉山分類腸狭三角形鏃群 A-1-A型 式に該当し、杉山編年Ⅸ期の年代を
与えることができる。47は腸快三角形鏃である。鏃身部形状は類柳葉状を呈し、外反する深い逆刺を有

する。鏃身部断面形状は両九造である。頸部形状は直線状を呈し、角関を有する。杉山分類腸快三角形

鏃群 A-2-B型 式に該当し、杉山編年 X期の年代を与えることができる。48は腸狭三角形鏃である。
鏃身部形状は類柳葉状を呈し、外反する逆刺を有する。逆刺の深さ力Ⅵ7・ 50に比べて浅いのが特徴であ

る。頸部形状は直線状を呈し、棘状関を有する。杉山分類腸袂三角形鏃群 A-3-A型 式に該当し、
杉山編年 X期の年代を与えることができる。49は腸快三角形鏃で、鏃身部のみが遺存する。類柳葉状の

鏃身部に外反する逆刺を有する。鉄鏃48と 同型式と推定される。50は腸袂三角形鏃で、鏃身部のみが遺

存する。類柳葉状の鏃身部に外反する深い逆刺を有することから、鉄鏃47と 同型式と推定される。

51～ 54は刀子で西小口側より出土している。

55～ 57は須恵器杯の蓋・身である。56・ 57は東小日の鉄刀柄部南側で出上した。58・ 59は須恵器の甕

口縁部と思われる。60の提瓶は西小口側で出土した。環状の吊り手をもつ。61は須恵器広口壼である。

62は甕体部、63は高杯である。55・ 58・ 59・ 61～ 63は石室覆土中からの出土である。

―- 867 -―



Ｅ
ｏ
∞
飩
∞
＝
コ
　
・ヽ
―
嘲
―

。

　

一Ｌ
Ｏ
∞

岬
∞
＝
コ

Ｆ
＝
ω
時
あ
ｏ
∃

―
―。
―１ｌｈヽ

――キ‐‐
　
　
Ａ．

Luo9 38=¬
丁

L=3280m B

v W08ge=¬

A L=3280m

第11図 S¬ 002平・断面図および副葬品出土状況図

―- 868 -―



L=3300m上 A L=3300m

01

1.にぶい黄掲色 10YR5/4 砂質土 (粕性 。しまりややあり。)
2.に ぶい黄橙色 10YR6/4 砂質土 (粘性 1層よりあり。しまり1眉よりあり。)  0            1m
3.明黄褐色   10YR6/6 砂質土 (粘性 。しまりややあり。)
4.明黄褐色   10YR6/6 砂質土 (3層 よりしまりあり。)

第12図 ST1002基底部平・断面図

ST1003(3号石室墓)(第 16図 )

H-3・ 4グ リッド、調査区中央部で検出された本遺跡では最も小型の規模の小竪穴式石室墓である。

明瞭な墳丘は確認できない。墓壊平面形は楕円形状を呈し、長軸1.30m、 短軸0。 95m、 最大深度は13cm

を測る。

主体部の石室石材には砂岩の角礫が用いられる。墓娠基底部に20cm程度の板石を敷き、床面を構築す

る。壁体は砂岩の40cm前後の角礫を 1列 3段に平積みで積み上げる。上部構造は不明であるが、石室壁

体の持ち送りがほぼ垂直であることなどから、上部は60cm程度の板石で架構 していたものと推測され

る。石室規模は内法で長軸0。 74m、 短軸0.27m、 石室床面からの高さは13cmで、主軸方向 N-76° 一Eで

ある。石室平面形状は東側が僅かに広 くなっており、東頭位であったと思われる。副葬品は出上しなかっ

たが、覆土中より須恵器片等が出上している。出上した須恵器は時期的にT腱3段階と思われ、ST1003

の築造年代も6世紀後半頃と考えられる。
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第15図  ST1002出土遺物 3

出土遺物 (第 17図 )

64～66は須恵器である。64は杯蓋、65は杯身である。66は壺である。67は墳丘盛土中より出土した弥

生時代後期頃と思われるサヌカイト製の石鏃である。
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0                      5cm0                10cm

第17図 S¬ 003出土遺物

ST1004(4号石室墓)(第 18,19図 )

M5グ リッド、調査区北部で検出された本遺跡では最も小型の規模の小竪穴式石室墓である。明瞭な

墳丘は確認できない。墓媛平面形は精円形状を呈し、長軸1.35m、 短軸0.71m、 最大深度は26cmを 測る。

主体部の石室石材には砂岩の角礫が用いられる。墓娠基底部に20cln程度の板石を敷き、床面を構築す

る。壁体は砂岩の20～ 40cm前後の角礫を 1列 2段に平積みで積み上げる。石室構築に使用された砂岩礫

の大きさが不均―であることや、壁面が平坦に整えられていないことなど、構築状況に粗さがみられる。

上部構造は不明であるが、石室壁体の持ち送りがほぼ垂直であることなどから、上部は50cm程度の板石

で架構していたものと推測される。

石室規模は内法で、長軸84cm、 短軸27cm、 石室床面からの高さは21cmで、主軸方向 N-21° ―Wで北頭

位であると思われる。石室基底部は良好な状態で遺存しているが、副葬品は北小口より須恵器杯の蓋・

身が 1組のみ出土した。出土した須恵器は時期的にTK43段階と思われ、ST1003の 築造年代も6世紀

後半頃と考えられる。

出土遺物 (第20図 )

石室北小日床面より須恵器の杯蓋・杯身が 1組出上した。68は蓋、69は身で時期的に6世紀後半頃と

考えられる。

ST1005(5号石室墓)(第21図 )

K・ L-5。 6グリッド、調査区北部で検出された小竪穴式石室墓である。明瞭な墳丘は確認できない。

墓媛平面形は長方形状を呈し、長軸1.46m、 短軸0.80m、 最大深度は20cmを 測る。長軸方向は東西であ

る。石室は崩落が激しく、ほとんど残存していないため不明である。ST1005の南側で接して SU1001(集

石遺構 1)と して検出した遺構があるが、ST1005の 石室の崩落したものの可能性が高い。

出土遺物

若子の須恵器片等が出土したが、実測可能なものはなかった。
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ST1006(6号石室墓)(第22図 )

M-6。 7グリッド、調査区北部で検出された小竪穴式石室墓で

ある。明瞭な墳丘は確認できない。墓壊平面形は不整形な四角形

状を呈し、長軸1.50m、 短軸1,30m、 最大深度は18cmを測る。長

軸方向は東西である。石室は崩落が激しく、一部壁体と思われる

砂岩礫が残存する程度である。砂岩礫の並びから主軸方向は東西

と思われるが詳細は不明である。

出土遺物

若干の須恵器片等が出上したが、実測可能なものはなかった。

0                10cm
l― ― .  I

第20図  ST1004出 土遣物

SU1001(集石遺構 1)(第 21図 )

K・ L-5。 6グリッド、調査区北部で検出された砂岩礫の集石遺構である。明瞭な墳丘や堀り方は確

認できない。礫の散布範囲は南北約2.50m、 東西約2.80mである。ST1005の 南側で検出されており、SU

1001は ST1005の 石室の崩落したものの可能性が高い。

出土遺物

若千の須恵器片等が出上したが、実測可能なものはなかった。

SU1002(集石遺構 2)(第23図 )

L・ M-6・ 7グリッド、調査区北部で検出された砂岩礫の集石遺構である。明瞭な墳丘や堀り方は確

認できない。礫の散布範囲は南北約3.30m、 東西約3.00mである。ST1006の 南側で検出されており、SU

1002は ST1006の 石室の崩落したものの可能性が高い。

出土遺物 (第24図 )

若干の須恵器片等が出上したが、実測可能なものは 1点のみである。70は杯蓋である。

SU1003(集石遺構 3)(第 25図 )

K-6・ 7グリッド、調査区北部東側で検出された砂岩礫の集石遺構である。明瞭な墳丘や墓娠等の堀

り方は確認できないが、小竪穴式石室墓であった可能性がある。礫の散布範囲は南北約2.60m、 東西約

3.40mである。

出土遺物

若干の須恵器片等が出上したが、実測可能なものはなかった。
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,兼子

SU1004(集石遺構 4)(第26図 )

C・ D-5グ リッド、調査区南部で検出さ

れた砂岩礫の集石遺構である。明瞭な墳丘

や墓壊等の堀り方は確認できないが、小竪

穴式石室墓であった可能性がある。礫の散

布範囲は南北約0。 7m、 東西約1.20mで あ

る。

出土遺物

若子の須恵器片等が出上したが、実測可

能なものはなかった。

第25図  SU1003平面図
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SU1005(集石遺構 5)(第27図 )

H-3グ リッド、調査区中央部、ST1003の 西側で接するように検出された砂岩礫の集石遺構である。

明瞭な墳丘や墓墳等の堀り方は確認できない。礫の散布範囲は南北約2.00m、 東西約0,35mで、南北方

向に列状を成しており、出土状況からはST1003に 伴う区画列石とも考えられるが断定はできない。

出土遺物

若千の須恵器片等が出上したが、実測可能なものはなかった。

第27図  SU1005平 。断面図
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SK1001(土坑 1)(第 28図 )

M5グ リッド、調査区北部、ST1004の 南

東側で検出された土坑である。

楕円形状の平面形を呈 し、規模は長軸54

cm、 短軸34cm、 最大深度14cmで、長軸方向は

南北である。

小竪穴式石室墓の墓城残穴と考えられる。

出土遺物

若干の須恵器片等が出土したが、実測可能

なものはなかった。

第28図  SK1001平・断面図

包含層出土遺物 (第29図 )

遺構外からも多くの須恵器等の出土がみられ、遺構から明らかに遊離した遺物を包含層出土遺物とし

て扱った。

71～ 94は須恵器である。71～84は杯蓋および杯身である。75の外面にはヘラ記号がみられる。86は短

頸壷である。87は高杯脚部、88は平瓶の体部である。89。 90は瓶の口縁部と思われる。91,92は 甕の口

縁部、93。 94は童の底部と思われる。出上した須恵器は時期的にTK43段階と思われ、概ね 6世紀後半

頃と考えられる。

95,96は 、埴輪の破片である。95は円筒埴輪のタガの部分で、96は形象埴輪であると思われる。

97～ 100は弥生時代の遺物である。97は甕の口縁部、98は童の底部である。時期的には弥生時代後期

頃と思われる。991よ スクレイパー、100は楔形石器で、石材は99・ 100と もサヌカイトである。
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(4)ま とめ

小竪穴式石室

吉野川河口域北岸地域における小竪穴式石室の最大の特徴は、多様な階層性が表現されていることに

ある。例えば吉野川下流域北岸群に属する板野郡上板町山田古墳群や柿谷古墳群では、古墳群を主体的

に構成する横穴式石室に対して、同一墳丘内や墳丘外縁に接する形で小竪穴式石室が構築されており、

「従属系小竪穴式石室」と位置づけることができる。こうした現象は吉野川流域各地で認められ、古墳

時代後期の階層が反映されている。河口域北岸地域においても鳴門市ぬか塚古墳などでは同一墳丘内に

小竪穴式石室が築造されていることが知られてきた。今回発掘調査が行われた大谷山田遺跡においても

横穴式石室墳に接する形で小竪穴式石室が構築されている。しかし、東林院古墳群では、主体となる横

穴式石室を有する古墳は認められず、小竪穴式石室のみで古墳群が形成されていた。東林院 1号墳と穴

観音古墳の先後関係は明確ではないが、恐らく穴観音古墳を築造契機として古墳群が形成された後、追

葬と平行して谷奥部に小竪穴式石室が構築されたと推定される。独立系小竪穴式石室は、従属系に比ベ

て副葬品組成が豊富である。東林院2号石室からは直刀 2,鉄鏃 5,刀子 3,須恵器蓋杯 1,提瓶 1が

出上しており、小型横穴式石室と比較しても遜色がない組成といえよう。こうした傾向は萩原墳墓群で

も認められる。こうしたことから独立系小竪穴式石室は、他地域群の小型横穴式石室と従属系小竪穴式

石室の中間に位置する階層に属すると言えよう。河口域北岸群内での階層分化が進展するにつれて発生

したと言えよう。

横穴式石室墳と小竪穴式石室の関係は、墳墓群構造に反映された社会秩序や階層性と捉えることがで

きる。墳丘規模と埋葬主体都様式・規模の関係は、大型古墳には大型・中型横穴式石室が、中型古墳に

は大型・中型横穴式石室が、小型古墳には中型・小型横穴式石室と独立系小竪穴式石室が組み合わされ

ている。区画を有する低墳丘墓には大型 。中型・小型独立系小竪穴式石室が、無区画の低 (無)墳丘墓

には独立系小竪穴式石室と従属系小竪穴式石室が組み合わされる。なお、従属系小竪穴式石室は主墳 (横

穴式石室)墳丘内と墳丘外に構築される2者がある。集落内方形土墳墓は大型 。中型・小型の3者があ

るが、大型は単独で、中・小型は群を形成する傾向がある。これらすべてを「諸要素は社会 (政治)秩

序を反映している」という前提のもとに、上下方向に並べ替えると、吉野川流域全体では大地域群首長

層、水系群首長層、有力家長層、家長層 (上位)、 家長層 (下位)、 一般成員に細分することが可能であ

る (栗林 2003)。 吉野川河口域北岸群の盟主墳 (地域群首長墳)は、ぬか塚古墳と位置づけることが可

能である。さらに樋殿内川水系群では、春日神社古墳群が水系首長墳であり、非生活域に立地するカネ

ガ谷 1号墳は水系内の有力家長墳と位置づけることが出来る。独立系小竪穴式石室の萩原墳墓群は下位

の家長層、集落内方形土媛墓は一般成員層と推定される。一方、大谷川水系群では東林院穴観音古墳が

水系首長墳であり、非生活域に立地する大谷山田 1号墳や袖もぎ古墳群が有力家長層と位置づけること

が出来よう。独立系小竪穴式石室の東林古墳群はやや下位の有力家長層であり、従属系小竪穴式石室の

大谷山田 1, 2号石室は 1号墳被葬者と同一出自の下位層と推定される。当該地域では集落遺跡は未確

認であるが、鮎喰川流域同様に集落内に方形土墳墓が構築されていると推定される。この集落内方形土

墳墓は一般成員の墓と推定される。

こうした階層性は吉野川流域全体では「地域格差」が認められる。1可口域北岸群では、「巨大円墳+

巨大横穴式石室」は存在しないが、「生活域+大型円墳+大型横穴式石室 (ぬか塚古墳)」 を筆頭に各段

階の墳墓が営まれており、多様な階層構造が存在したことが伺える。最大の特徴は「独立系小竪穴式石
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室」の存在である。他地域群には認められず、副葬品組成も古墳と比べて遜色のない一群 (東林院古墳

群)も 存在する。おそらく中 。小型円墳と従属系小竪穴式石室の階層間に位置するものと推定されよう。

その一方、従属系小竪穴式石室の副葬品組成は貧弱となる。下流域北岸群では、階層構造がやや単純化

し、中位～下位が充実する。その要因は「生活域+各古墳」と「独立系小竪穴式石室」が認められない

ことによる。その一方で、「),生産域+大型 。中型古墳」の副葬品組成は、下流域北岸群の「生活域+

大型・中型古墳」に近似 (も しくは凌駕)す る。また、従属系小竪穴式石室の副葬品組成も、下流域北

岸の同埋葬様式より豊かである。上流域北岸群では、階層構造が大きく上位と下位に大きく2分割され

る。その要因は小竪穴式石室が未確認 (希少)であることによる。また、「)F生産域+古墳」も比較的

少なく、古墳は「生活域十各古墳」へと集約さたと推定される。小竪穴式石室の希少性は、家長層が墓

域を形成するまでには至らなかったことを示している。階層構造の「地域格差」、すなわち階層構造が

複雑であるかどうかは、当時の社会状況が反映されていると推定される。吉野川流域という同一流域内

に有りながらも、各地域は弥生時代の段階から明確な地域性 (土器様式)が認められる。吉野川河口域

北岸は、弥生時代中期以降、他地域との交流拠点として機能した地域である。古墳時代前期以降も、近

畿地方を始め瀬戸内地域との物流の経節点としての機能を有した。そのために有力首長の形成が進んだ

地域でもある(1)。 また、各種職掌集団俺x.製塩、埴輪生産、須恵器生産、武装)も 成立・展開したと

推定される。と同時に、吉野川流域の開発にあたっても、水系単位や小水系毎での首長層や家長層が台

頭し、二般成員を掌握したと考えられる。一方、上流域における開発は古墳時代後期中葉以降と推定さ

れ、河口域に比べて遅れたり、技術的限界が存在したと推定される。そのため、開発は地域群首長層や

水系首長層が、直接的に一般成員を掌握することにより進展したものと推定される。よって中間層であ

る小竪穴式石室層の成立が、充分果たせなかったものと推定される。こうした開発形態の差は集落構造

からも想定される。鮎喰川と吉野川が合流する地域に展開する敷地遺跡では、微高地毎に平地式住居と

4～ 5軒の竪穴住居が一つの住居支群を形成し、さらにこの住居支群が数群集まって集落 (約 15～20軒 )

を形成している。一方、吉野川の中洲性微高地上に展開する大柿遺跡では、大型竪穴住居と6～ 8軒の

竪穴住居が一つの住居支群を形成し、さらにこの住居支群が一つの微高地上に集住することにより集落

(約 170軒 )を形成している。「集落構造には生産単位や潅漑水路管理単位が反映されている」と仮定す

るならば、敷地遺跡では小規模集落で水系管理が行われ、必然的に水利管理層が複数存在した推定され

る。一方、大柿遺跡では大規模集落で水系管理が行われ、水系管理層は基本的には単数であったと推定

される。こうした開発 (生産)単位の差が、階層構造に反映されていたことも推定されよう。

結び

今回の調査においては、本古墳群の構成は SM1001を 主墳として、それを取 り巻 くようにして 4基の

STが確認された。SMloolは 、立地的および規模的にも、また、本遺跡で唯―の装飾品であるガラス

小玉が石室内から出土したということからも、本古墳群構成の中心的存在であったと考えることができ

る。ST1002では、副葬品が良好な状況で遺存 していた。この時期の小竪穴式石室墓に直刀等が副葬さ

れる例は少なく、当該地域の古墳群動向を検討する上で重要な存在である。

また、出土須恵器が TK43型式段階に該当するため、本古墳群は古墳時代後期、 6世紀後半頃の築造

年代が与えられる。遺物は石室外からも多 く出上しており、調査区のほぼ全域から、約1,100点の須恵

器片が検出された。このことから、今回検出されたSMや STの他にも、横穴式石室を持つ古墳あるい
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は小竪穴式石室墓が築かれていたことが窺われる。またSTの配置からもST1001・ ST1004の 周辺およ

びST1002周 辺にも主墳となるような古墳が築造されていた可能性は残るが、調査区内からはその痕跡

を確認することはできなかった。

本古墳群で検出された石室には、石材として自然石の砂岩が用いられている。このことは大谷山田遺

跡 。かに塚・ぬか塚など近隣に所在する当該地域の後期古墳の石室石材には砂岩が用いられる傾向を踏

まえている。また前述の大谷山田遺跡 。かに塚・ぬか塚などの後期古墳は比較的低所に築造されてお

り、本古墳群においては当該地域における古墳群の立地においても同様の傾向をみせる。石室主軸方向。

埋葬頭位については、SM・ STと もに東西方向 。東頭位を志向するが、その規制は緩く、むしろ石室

の築造に関して地形的条件の制約の影響も大きいものと考えられる。

古墳の立地・形状・石室石材および主軸方向が東西を志向するなど、当該地域における後期古墳は類

同様相を見せ、石室使用石材や古墳築造の立地に関してある種の社会的規制があったものと想定され

る。今後さらに東西主軸を志向する古墳群の規制程度とその階層範囲など立地や石室構造・副葬品の組

成を含めて検討が必要である。

引用・参考文献

杉山秀宏 1988「古墳時代の鉄鏃について」『橿原考古学研究所論集』8 奈良県立橿原考古学研究所
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東林院古墳群

第 1表 出土遺構一覧表
ST

選構名 グリッド 墳丘形態 墳丘規模 墓頻平面形態 墓猿断面形態
墓羨長軸
(m)

墓羨短軸
(m)

墓壊深度
(m)

石室長軸
(内法m)

石室短軸
イ内法甑)

石室深度

(cm)
主軸方向 備 考

SM1001 IJ-3 円墳
約 3m 隅丸長方形状 D字状 (浅い台形状) 2ω 1 30 1餌 硝 N■35° ―E 1号墳。

ST1001 隅丸長方形状 D字状 浅い台形状) 1 10

"
N-8° ―W 1号石室墓。

ST1002 隅丸長方形状 D字状 浅い台形状 ) N-95° ―E 2号石室墓 .
ST1003 ■34 格円形状 D字状 浅い台形状】 0 95 13 074 13 N-76° ―E
ST10114 1ヽ-5 精円形状 084 4号石室墓。
ST1005 KL-50 長方形状 い台形状 ) 1 46 東西 5号石室墓。

ST1006 Iv4-6 7
不整形な
四角形状

D字状 浅い台形状 ) 1 30 東西 6号石室墓。

SU
遺構名 グリッド 礫の散布範囲 東西 (m) 偏 考

SU1001 集石選構 1

SUi002 集石遺構 2

SU1003 集石遺構 3
SUi004 CD‐ 5 集石遺構 4

SU1005

SK

遺構名 グリッド 平面形態 断面形態 帥
ｍ

鰤
嗣

賊
鰤

主軸方向 備 考

SKll101

`江

-5 楕円形状
D字状
(浅い台形状 )

94 南北

第 2表 出土遺物観察表
SM(土器 )

報告告
掲載番号

遺 構 L土地点 層  位 器 種 残存率
径
ナ

部

径

，

大

⑩

体

最
ぐ

径
，ｍ

底
で

帥
朧
径
でｃｍ，

高
，

高
存

伽

器
残
て

他

豊
ヴ

の
法

ｍ

そ

の
く

形   態 調   整
物

成

有含

組 色 調 備 考

帥江1001 埋上、表土 鶴構
天丼部～

口縁部
3/4

138 135 天丼部～

口縁

天丼部は綴やかなカー
プから口縁で屈曲して
直立し、端部は九みを
もって整えられる。

外面 :天丼部ロク
ロケズリ。
日縁都ロクロナ九
内面 :ロ クロナ為

長石
灰青
灰

画
面
外
内 焼成良好。

SM1001 墳丘盛土 鶴櫓
鉢
И

全体

体部外上方に立ち上が
り、かえしは内傾し、端
部を丸く収める。内面
の屈曲は弱い。受け上
部二重四線を呈する。

外面 :口縁部回転
ナデ。
底部回転ヘラケズ
リ。
内面 :回転ナデ。

石英 長
石

灰

灰

面

面

外
内 焼成史好。

3 Sヽ江1001 I J‐ 3 表土
須恵器

壷
口縁、廓
Й

106 口縁～

底部

底部平底。体部外上方
へ立ち上がる。肩部内
彎し、頸部外上方へ立
ち上がる。日縁部で僅
かに外反する。

外面 :ロ クロナえ
自然釉。
内面 :ロ クロナえ
自然/1H。

石英
黄
灰
灰
黄

面
面
外
内

ｏ
の
然

好

み
自

良

イ

の

成

レ
緑

ｏ

焼

グ
黄

釉

SM1001 表土

陶器
燒炉 鎌
姥

釧本
非擬転成形、板作り。
円孔有り。

ズ

ズ
画

面

外

内
褐赤
赤

面
面
外
内

ST(土器 )

報告書
掲載番; 選 構 出土地声 層  位 器 種 残存率

口 径
(cI)

部
径
＞
大

帥

体
最
で

径
，
底
く

頭部
(脚柱 )
径

高
，

高
存

ｍ

器
残

く

その他
の法量
(cm)

部位 形  態 調  整
物

成

有含

組 色  調 備  考

STi001 L-4 鶴部
口縁～底
部
1/4

iO S
口縁～

底部

杯部外上方へ直線的に
立ち上がり、日縁端部
で僅かに外反し、端部
を丸く収める。脚部は
「/R」 の字状に開き、
端部は上方に拡張して
いる。脚部3ヶ所に長
方形の透かしがある。

外面 :口縁部櫛状
工具による斜行
文。
ロクロナデ。
内面 :ロクロナえ

石英
灰
灰
面
面
外
内 焼成長好。

ST100]
理土
(床面)

須恵器
壷

部
明
体
不 体著ヽ

体部上部内彎しながら
立ち上がる。

面
り
面
ナ

外
ズ
内
ち

回転ヘラケ

回転ナデの
。回転ナデ。

石英
灰
灰
黄
黄

画
面
外
内

ST1002 覆土 鶴艦
天丼部．醐И

天丼部～
回縁部

天丼部は緩やかなカー
プから口縁で屈出して
直立 し、端部は肥厚
し、九みをもって整え
られる。

外面 :口縁部ロク
ロナデ。
天丼部回転ケズ
1,。

内面 :ロ クロナえ

黒

角
石
母

石

長

雲

閃

灰
灰

面
面
外
内 焼成長好。

ST1002 理土 鶴橋
新
И

46 完形

天丼部は緩やかなカー
ブから回縁に至り、端
部を丸く収める。

外面 i天丼部回転
ヘラケズリ。
ロクロナデ。
内面 :ロ クロナ九

石英 長
石

灰
灰

面
面
外
内

焼成良好。
内面に同心
円文状の当
て具痕有り。

57 ST1002 埋土 鶴紛
薪
И

170 45 完形

かえしは内傾し、端部
を九く収める。内面の
屈曲は弱い。底部が歪
む。

外面 :口縁吉Ⅲ回転
ナデ。底部回転へ

ラクズリ。
内面 :回転ナデ。

長石
灰
灰
青
青

画
面
外
内 焼茂良好。

58 STユ CX12 覆土
須悪器

勇

口縁部
1/13 口縁部

口縁部やや外反し、端
部を折り返し上下に拡
張する。

外面 :ロ クロナえ
自然釉。
内面 :ロ クロナ為

長石
外面 :赤灰
内商 :赤灰

焼成良好。
内外面にオ
リープ黄の
自然釉。

ST1002 C-4 表上
須恵器
菱 醐塘

176 口縁部
顕部から口縁にやや外
反し、端部を外方へ拡
張し、丸く収める。

デ

デ

ナ

ナ

面

面

外

内 石 薬
外面 :灰白
内面 :灰自
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報告 書

掲載番号
遺  擦 出土地点 層 位 器  種 残存率

径

，

部

径
ｊ
大

ｃｍ

体

最
て

径
，帥

底

て

瑯
朧
径
⑪

高

，

高

存

ｅｍ

器
残
で

その他
の法畳
(cln)

部位 形   態 調  整
物

成

有含

組 色  調 備 考

60 ST1092 埋土
須恵器

提瓶
薪
И

厚 み
完 形

扁平な球形の体部の側
縁に日縁を付す。日縁
部はやや外反しながら
開き、瑞部を丸く収め
る。体部肩には吊手を
もつ。

外面 :回 顎部ナ
デ。体部回転カキ
メ。把手ユビナデ。
内面 :ナ デ。

長石
灰

灰

面
面

外

内

焼成普通。

環状の吊手
TK 43段階
(6C後 半 )。

ST1002 C-4 覆土
須恵器 口縁．脚
レ

口縁～

体部

体部はその上半に最大
径をもち、肩部はやや
張り出す。日縁部で緩
やかに外反し、端部は
外下方へ折れ出がる。

外面 1口緑ヨヨナ
デ。顕部タテハケ
(7条 /cm)の ち
ヨコハケ (16条 /
cm)。 体部タタキ
のちヨコハケ (■
条/cm)。 底部 ケ
ズ 1ジ 。
内面 :回転ロクロ

ナデ。体部ヨヨナ
デ。底部ユビオサ

石英 長
石 雲母

掲

灰

灰

暗

‥

面
　

面

外

灰
内

焼成良好。

覆土
須恵器
養

不明 体 部 体部内管している
面

ケ

面

外

ハ
内

タタキのち

同心円文。
石夷

面
面
外
内
掲
褐
黒
灰 焼

成良好。

ST1002 覆土 鶴訪
螂
レ

i0 2
底部

杯部内彎気味に立ち上
がり、脚部タト下方に拡
がり、端部をやゃ丸く
収める.

外面 :ロ クロナデ

自然釉。線刻 4本
内面 :ロ クロナデ

石英 長
石

灰褐
灰
画
面
外
内

焼成良好。

外面に黄灰
の自然釉。

Sτ 1003 覆土
須恵器

杯蓋

天丼部～
口縁部
1/3

天丼部～

日縁部

天丼部は緩やかなカー
ブから口縁で屈曲して
直立し、端部は丸みを
もって整えられる。

外面 :天丼部回転
ヘラケズリ。
日縁部ロクロナ為
内面 :ロ クロナ為

長石
灰

灰

青
青

面

面

外
内 焼成長好。

ST1003 覆土
須恵器

杯身

日縁～

体部
1/2

口縁～

体部

口径に比してやや深い
杯部に短いかえしをも
つ。かえしは内傾し端
部を尖り気味に収め
る。内面の屈曲は弱い。

外面 :ロ クロナえ
底部ケズリ。自然
釉。
内面 :ロ クロナ滉

長石
灰

灰

面

面

外
内

焼成長好。
外面に暗オ

リーブの自

然釉。

STilll13 覆土
須恵器 螂
И

顕部

口票部は体部より直線
的に開き、体部は最大
径に向かい、直線的に
外下方へ開く。

外面 :頸部回転ナ
デ。体部ナデ。
凹線 1粂。タタキ。
内面 !票部回転ナ
デのちナデ及びユ
ビオサエ。体部回
転ナデ。

石英 長
石 雲母

灰

灰

面

面

外

内 焼成良好。

ST1004 埋土
(床面上)

須恵器

杯壷
効
И

148 完形

天丼吉卜は緩やかなカー
ブから口縁で僅かに直
立 し、端部は丸みを
もって整えられる。

外面 :天丼部回転
ヘラケズリ。ロク
ロナデ。
内面 :ロ クロナ鳥

長石 灰

灰
赤

面

面

外

内 焼成長好。

ST1004 江ヽ-5
理土
(床面上)

須恵器
杯身
効
И
136 完形

体部外上方に立ち上が
り、かえしは内傾し、
端部を丸く収める。内
面の屈曲は弱い。

外面 :日縁部ロク
ロナデ。底部回転
ヘラケズリ。
i莉面:ロクロナ潟

長石
灰

灰

面

面

外

内 焼成ミ好。

SU(土器 )

報告曽
掲載番号

選 構 出土地点 層 位 器 種 残存率
口 径
(rm)

部
径

，

大

ｃｍ

体

最

く

径
，
底
く

瑯
雌
径
てｃｍ，

高

，

高

存

ｍ

器
残

ぐ

他

量
，

の
法

銅

そ

の
＜

部位 形  態 調   整
物

成

有含

組 色  調 備 考

SU100_9 L-6 表土 鶴艦
天丼部ヽ

日縁都
2/3

天丼部～
日縁部

天丼部は緩やかなカー

ブから回縁に至 り、端

部 は尖 り気味 に収 め

外面 :天丼部回転
ヘラケズリ。
ロクロナデ。
内面 :ロ クロナ

長石
黄

灰

灰
黄

画
面

外

内 焼成●k好。

包含層 (上器 )

告
鑢

遺 構 出土地点 居  位 器 種 残存率
口 径
(rm)

部

径
，
大

ｃｍ

体

最
く

径
，
底
く

鮒
雌
径
鰤

器高

残存高

(m)

その他
の法量
(cm)

部位 形   態 調   整
物
成
有含
紐 色 調 備 考

表土 鶴檻
天丼部～

口縁部
1/4

128 130 38
天丼部～

回縁部

天丼部は緩やかなカー
ブから口縁に至り、端
部は丸く収める。

外面 :天丼著h回覇
ヘラケズリ。
ロクロナデ。
内面 :ロ クロナ氏

長石
灰

灰

青
青

面

面

外
内 焼成長好。

2含層 郷橋
天丼部、醐ワ

天上部～
口縁部

天丼部のカーブから直
立する口縁部へとつな
がる。瑞部を九く収め

外面 :天丼部回転
ヘラケズリ。
ロクロナデ。
内面 :ロ クロナ九

長石
灰
灰
面
面
外
内 焼成良好。

包含層
須恵器
杯蓋

天丼部～

回縁部
1/9

150 37
天丼部～
口縁菩

`

天丼部は緩やかなカー
プから口縁に至り、端
部は九みをもって整え
らオとる。

外面 :天丼部回転
ヘラケズリ。
ロクロナデ。
内面 :ロ クロナえ

長石
黒

灰

青

青

画

面

外

内 焼成良好。

包合層
須恵器

杯蓋

天丼部～

口縁部
1/3

162 天キ部～
回縁部

天丼部は緩やかなカー

ブから回縁で屈出して

直立し、端部は九みを

もって整えられる。

外面 :ロ クロナ為
天丼部回転ヘラケ
ズリ。
内面 :ロ クロナ汎

長石
灰

灰

青

青
面

面

外

内 焼成貞好。

H34 表土
須恵器
杯蓋

天丼部～

口縁部
1/3
147 天丼部～

口縁部

天丼部は緩やかなカー

ブから口縁で屈曲して

直立 し、端部は九みを

もつて整えられる。

外面 :ロ クロナ鳥
天丼部回転ヘラケ
ズリ。
内面 :ロ クロナ九

長石
灰青

灰

画

面

外

内

焼成良好。
天丼部外面
に「 」字
のヘラ忌 、

Ｈ・３
μ

包含層
須恵器
杯蓋 体部．醐Й

ヽ
部
部
縁
体

口

天丼部は緩やかなカー
ブから回縁で屈曲して
直立し、端部は丸みを
もって整えられる。

外面 :ロ クロナえ
内面 :ロ クロナえ

石英 長
石

灰
灰

面
面
外
内 焼成良好。

K‐ 5 表土
須恵器
杯蓋 研醐酪

118 ヽ
部

部
縁
体

回

天丼部のカーブから届
出して直線的に口縁端
部に至り、端部を尖り
気味に収める。

外面 :天丼部回転
ヘラケズリ。
ロクロナデ。
内面 :ロ クロナ汎

晨石
灰

灰

青

青

面

面

外

内 焼成良好。

KL-5 表上、癬
須恵器
杯蓋 研醐ュ

ヽ
部脚醸
扁平な器形で、端部下
方に拡張し丸 く収め
る。

外面 :ロ クロナ為

自然釉。

内面 :ロ クロナ為

自然釉。

長石
灰青
灰
画
面
外
内

焼成長好。
内外面に自
然釉。

L56 表土、欝
須恵器
杯身
回縁、劇
豹

48 口縁～

底部

体筈[外上方へ立ち上が
り、かえしはやや内傾
し、端部を丸 く収め
る。内面の屈曲は弱い。

面

り
面

外
ズ

内

:回転ヘラケ

ロクロナ九
長石

外面 :灰

内面 :灰
焼成良好。
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IR告 書
掲載番号

選 構 層 位 器 種 残存率
径

，

都

径
，
大

ｃｎ

体

最
く

径
ｊ
底

＜

瑯
鵬
径
鰤

高
ケ

高

存

帥

器
残
く

他

量
，

の
法

ｃｍ

部位 形   態 調   整
物
成
有含

組 色 fPal 備 考

表上
須恵器
杯身

口縁～

体部
1/3

国キ尿～

体部

浅い皿形の体部に内傾
する短いかえしをもつ。
かえしは基部が太く、
先端ほど尖つている。

外面 :ロ クロナ九
体部回転ヘラケズ
リ。
内面 :ロ クロナえ

石英 長
石

灰

灰

青

青
面

面

外

内 焼成良好。

包含層 鶴膀
口縁、榔
И
108 13 3 日縁～

体部

口径に比して、やや深
い杯部に内傾するかえ
しが付く。内面の屈曲
は強い。

外面 !ロ クロナ九
底部ヘラケズリ。
内面 :ロ クロナ嘉

長石
灰

灰

画

面

外
内 焼成良好。

包含層 鶴穂
口縁ヽ
脚
И
148 齢

騰

浅い皿形の体部にほぼ
直立する薄いかえしを
もつ。内面のE曲は弱い。

外面 :ロ クロケズ
1,。

内面 :ロ クロケズ

',。

石実
灰青

灰

面

面

外

内
焼成賞好。
(6c末 )。

83 BC4 包含層 鶴繕
口縁、榔
確

□縁、椰

体部外上方へ立ち上が
り、かえしは内傾し、
端部を丸く収める。内
面の屈曲は弱い。

面

り
面

外
ズ

内

回転ヘラク
ナデ。
ナデ。

石英 長
石

灰
灰

面

面

外

内 焼成良好。

K56
L-5

表土
包合層 郷膀

口縁ヽ

底部
1/2

口縁～

底部

浅い皿形の器形に、受
け部の端部は九く収め
る。かえしは故意に打
ち欠いた可能性有り。

外面 :口縁部ロク
ロナデ。
底部回転ヘラケズ
1,。

内面 :ロ クロナテち

長

晶結
英
　

］石

石

石
片

灰

灰

面

面

外

内 焼成良好。

J-5 表土
須恵器
杯

口縁ヽ

底部
1/4

高台高 回縁～

底部

体部外上方へ立ち上が
り口縁端部を丸く収め
る。賠り付け高台は断
面逆台形を呈する。

外面 :ロ クロナ為
体部下ケズリ。底
部ナデ。
内面 :ロ クロナテち

石英 長
石

灰

灰

面

面

外
内 焼成不良。

DH3
FI」 4

器古
心
一霊

須 鉢
潔

口縁ヽ

底部

扁平な球形の体部から
短い日縁部が上方へ廷
びる。端部は丸く収め
る。

外面 :ロ クロナ‐.
底部回転ヘラケズ

リ。
自然釉。
内面 :ロ クロナテ七

石 要
灰黄
灰

面
面
外
内

焼成長好。
外面に自然
釉。

包含層 鶴部
卿
勇

脚部

「八Jの字状に開き、
端部が上下に僅かに拡
張する。

画
面
外
内
ロクロナ九
ロクロナえ

長石
灰

灰

青

青

面

面

外

内 焼成良好。

C‐ 3

包合層 鶴執
脚
ウ

160 体 部

扁平な球形の体部で最

大径は中位にもつ。肩
から回縁部は欠損 して

外面 :ハ ケ。

底部回転ヘラケズ

リのちハケ。
内面 :ヨ コナデ。

石芙 長
石

外面 :灰
内面 :灰

焼成良好。

接合戻 2ク

所有 り。

包含層 孵納
回縁．螂
И

35
口縁～

頭部

欠損 している体部に外
側へ直線的に開 く口縁

部がつ く。端部は丸 く

外面 !ロ クロナえ

自然釉。

内面 :ロ クロナえ
長 石

外面 :灰 白
内面 :灰 白

焼成長好。
内外面に暗
オリーブの
自然蒸山。

包含層 癬瀬
口縁部
1/2

回縁菩ト
口頸部は外反し上方ヘ

延び、端部は肥厚し丸
く収める。

外面 :ロ クロナえ

内面 :ロ クロナえ
長石

タト面 :吾灰
内面 :青灰

焼成良好。

包含層
須恵器
霊

口縁～

頸部
ユ/8

17 6 15 6 40
口縁～

票部

頸部で屈曲し、日縁部
は外上方へ檀かに外反
する。瑞部は外面に肥
厚し、九く収める。

面
面
外
内
ロクロナ為
ロクロナ為

長石

サ
叛
サ
叛

面

一
面

一

外
り
内
リ

焼成良好。

表土
須恵器
霊
口縁部
1/8

162 49
口縁～

頭部
口縁部タト反 し、端部は

肥厚 し丸 く収める。

外面 :口 縁部ヨコ

ナデ。

顕部ヨヨナデ。

内面 :ヨ コナデ。

石英 長
石

灰

灰

面

面

外
内

焼成良好。

接合痕有り

表土
包含層

須恵器 螂
蘭

3 25
高

３５

台

Ｏ

高
底部

体部内彎しながら上方
に延びる。貼り付け高
台で断面方形を呈する。

外面 :ロ クロナ為
底部ケズリ。
内面 :ロ クロナ九

長石
灰

灰

青
青

画

面

外
内

焼成長好。
接合痕有り。

94 包含層
須恵器 部

Ю

底

ツ 92
高

７

台

０

高
底部

体部内彎しながら外上
方に延びる。貼り付け
高台で「ハJの字に開
き、断面逆台形を呈する。

外面 :体部回転へ

ラケズリ。
底部ロクロナデ。
内面 :ロ クロナ九

長石

灰

青

青

明

面

面

外

内

灰
焼成長好。

表土
包合層

弥生土器

整

回縁部
1/6

口縁～

体部

口縁部僅かに外反し

端部を四角 く収める。

外面 :ヨ コナデ。

摩減のため調整不

明。

内面 :摩減のため
調整不明。

石英 長
石 雲母
黒色斑

粒

外面 1にぶ
い黄橙
内面 :明責
褐

表土
弥生土器 螂
И

底部
凹底。体都外上方に延
びる。

外面 :磨減のため
調整不明。

内面 :摩減のため
調整不明。

石英 長
石 結晶
片岩

外面 :に パ
い黄橙
内面 1に ぶ
い黄橙

SM(石器 )
報告書 IEl構 出土地点 層 位 石  材 器  種 長さ (cn) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g)

その他の法邑
(cm)

残存率 部 位 備 考

SM1001 増丘藤土 凹差。

ST(石器 )
告
縮

遺 構 出土地声 層  位 石  材 器  種 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g)
その他の法置

(ca)
残存率 部 位 考

ST1003 墳丘盛土 サヌカイト 打製石鏃 26 04 13 1/1 平基三角。

包含層 (石器)

結
朧

遺 構 出土地点 層 位 石  材 器 種 長さ (m) 幅 (cm) 厚さ (cr) 重量 (g)
その他の法量
(cm)

残存卒 部 位 備 考

C‐ 3 包含層 スクレイパー 81 248 横長剥片。凸刃。単刃。

包合雇 楔形石器 自然面残存。

SM(玉類 )
報告書
掲載番号

遺  糖 出土地点 層  位 材 質 器 種 長径 (mm) 短径 (an) 厚さ (mI) 重量 7し径 (rm)
その他の法重

残石軍 備 考

6 SM1001 」‐3 硝予 臼王 60 1/1

S`江 1001 J3 硝予 臼エ ?3 1/ユ こい青。

Sヽ江1001 卜3 硝子 白王 38 36 O05 3 1/1 こい青。

SM1001 +3 硝子 小 玉 1/1 くらい青て

Sh11001 硝子 つよい青。

」-3 硝子
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鱒幡
遺 構 出土地点 層 位 材  質 器 種 長径 (HI) 短径 (m) 厚さ (aln) 重量 孔径 (m)

その他の法量
(cr)

残存率 備 考

SM100i 3 硝子 小王 009 1/] 青ヽ。

Sh11001 3 硝子 小玉 0 09 くらい緑みの青。
SMi001 硝子 小玉 25 003 0

硝子 小玉 35 0 08 こい言。

鰐子 小玉 つよい青。

SIv11001 3 硝子 小玉 0 04 つよい青。

甑 41001 3 硝子 小王 つよい青。

SMilllll 3 硝子 小王 O 1/1 こい青。

SM10tl 3 硝子 小王

硝子 小五 003
22 SMilXll 硝子 小三 46 青ヽ。

23 SMillll 9 硝子 小王 31 青ヽ。

24 SMillt i 3 硝子 小玉 O04 3 つよい青。

SAな 1001 3 硝子 /1ヽ玉 O図 くらい青。
26 8 硝子 小玉 O似 くらい青。
27 SM1001 床面石藪 硝子 小玉 006 緑みの青。

床面石敷 硝子 小王 0 07 言 。

SN11001 床面石敷 硝子 小 玉 34 30 青。

帥江1001 3 床面石敷 硝子 小王 32 0 03 青。

SIv11001 3 床面石敷 硝子 小玉 005 青。

SIv11001 床面石敷 硝子 小玉 0 05 青。

SIv11001 床面石敷 硝子 004 単呈。

34 硝 子 小 玉 003 青。

SMl∞ 1 床面石敷 硝子 小 エ

SMl∞ 1 3 硝子 34 004 10 くらい青。

SMilXli 硝 子 小 玉 O∝ くらい青。

Sヽ11001 3 硝子 小エ 004 くらい青。
Sh41001 3 槌子 12 O03 13

SM1001 硝子 刀ヽエ 33 002 19

ST(鉄器)
報告書
掲載番号

遺  構 出土地点 層  位 器 種 長さ (c ll) 幅 (cm) 厚さ (cl l) 重量 (g)
その他の法盪
(cm)

残 存 率 部 位 備 考

ST1002 C-4 鉄刀 (大刀 )
刃部458
柄302

刃部32
柄24 瑯枷

5423 1/ユ

ST1002 C-4 鉄刀 (短刀 ) 28 25
刃部22
病R∩

刀部065
柄26 1/1

ST1002 刀 (短刀 ) 17 05 9/10

ST1002 床面石敷 鉄鏃 22 126 1/1

ST1002 鉄鏃 67

ST1002 C-4 床面石敷 鉄鏃

ST1002 鉄鏃 57 113 鏃

50 STllX12 床面石致 鉄鏃 71 鏃 茎部一部残る。

STllll12 刀 子 82 3/5

W ST1002 床面石敷 刀子 刃部

53 ST1002 床面石敷 刀子 柄部

54 ST1002 床面石敷 刀子 24 1/3 柄 部

包含層 (埴輪)

告
藉

選 構 出土地点 層 位 器 種 法量 (cm) 形態の特徴 成形 調整 胎 土 色  詞 備 考

包含層 円筒埴輪

器高40
胴径280
厚さ10

タガの断面形はM形状。 デ

デ

面

面

外

内
タガに凹線を施す。 粗、石英 雲母 赤色

斑粒01～ 311
浅黄程 焼成軟質。

包含層 形象埴輪

縦69
横104
軍さ13

メ

デ

面

面

外

内
色赤釧

飾
英
ト
石

０
ヽ
粒

精

斑 浅黄橙 やや軟質。

―- 891 -―





� 西 山 谷 古 墳 群





例  言

1 本章は四国横断自動車道建設に伴う西山谷古墳群の発掘調査報告書である。

2 所在地 鳴門市大麻町大谷字西山谷15-2他
調査紺象面積 4,235ぜ

試掘面積    210ぽ

本調査面積  3,530Υ

3 発掘調査期間及び報告書作成の実施期間は次の通りである。
発掘調査期間  平成10年 7月 1日 ～平成11年 2月 28日 210ギ (試掘)2,120♂ (本掘)

平成12年 3月 1日 ～平成12年 3月 31日         240ギ (本掘)

平成12年 4月 1日 ～平成12年 6月 30日         960∬ (本掘)

報告書作成期間 平成15年 4月 1日 ～平成16年 3月 31日

4 遺物番号・挿図番号 。図版番号は通し番号とした。遺物番号は本文・挿図・表 。図版と一致する。

5 本遺跡の地理的・歴史的環境については、「Ⅱ 調査地点の立地と環境」を参照されたい。

6 SM1003・ ST1001・ ST1004の 遺構および ST1002。 1004の出土鉄器の一部は栗林誠治が、まとめ「出

土土器について」の項は田川 憲が執筆した。また石室の移設・保存と公開についての報文は湯浅利
彦が執筆した。
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過

(1)調査の経過 (I―第 1図およびⅡ―第 1・ 5,19図 )
西山谷古墳群は阿讃山脈南麓、鳴門市大麻町大谷の標高54～84mの二股に分かれた尾根上に所在す

る。この地域は宮谷古墳 (前方後円墳)の所在する徳島市国府町の気延山周辺と並び、周辺一帯には多

数の古墳群が密集する地域として周知され、以前から古墳群の存在が指摘されていた。事前の分布調査

の際にも阿讃山脈から張り出す尾根上に古墳の存在する可能性が高まった。したがって四国横断自動車

道建設に伴い、分布調査で推定された遺跡の範囲の内4,235♂ を調査対象面積として試掘調査を実施し

た。

調査に際し、現況の地形測量を実施した。墳丘と思われる高まりを確認した後、試掘 トレンチを設定

し、掘削作業を行った。 トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイン

トレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘調査は平成10年 7月 1日 ～ 7

月31日 にかけて入力掘削によるトレンチを210ギ実施した。その結果、東西二股に分かれた東尾根・西

尾根調査区において竪穴式石室など計 6基の古墳を確認したため、3,320♂の範囲を対象に本調査へ移

行した。平成10年 7月 ～平成12年 6月 にかけて、(財)徳島県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施し

た。本調査は平成12年 6月 30日 に終了し、なお 2号墳の竪穴式石室は徳島県立埋蔵文化財総合センター

敷地内に移設 。整備保存されている。

(2)発掘調査の方法 (第 1図 )
調査を始めるにあたり、グリッドの配置に際しては、発掘統一基準にならい、第Ⅳ系国土座標を基準

とし、 5mメ ッシュを1グリッドとして調査対象地を包み込む形で設定した。南西隅を基準として北

にA・ B・ C…、東に 1・ 2・ 3…の順に記号・番号をふり、その組み合わせで各グリッド名を表すこ

ととした。遺構記号・番号は検出時に順次決定した。
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X=129260

第 1図 グリッド・ トレンチ配置図
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(3)調査日誌抄
19984F

7月 1日 調査準備。物品搬入。試掘調査開始。

7月 3日  基準杭打設終了。週明けより地形測量

開始予定。

7月 6日 調査前現況写真撮影。調査地点平板地

形測量 (S=1/200)西側尾根 より開

始。

7月 13日  調査準備および試掘 トレンチ設定。 2

号墳墳丘掘削前現況写真撮影。

7月 15日  西側尾根平板地形測量終了引き続き東

側尾根地形測量開始。 2号墳試掘 トレ

ンチ設定。掘肖U開始。円墳もしくは前

方後円墳の可能性あり。

7月 17日  2号墳石室部分表土除去。結晶片岩礫

および石室の石組みを確認。

7月 21日  2号墳墳丘および石室掘り下げ。墳丘

部分に葺石および盛土は見られない。

東側尾根平板地形測量終了。

7月 22日 東側尾根試掘 トレンチ設定。試掘開始。

7月 27日  2号墳石室墓娠掘り形確認。前方部は

なく墳丘形態は円墳と判明。周塚など

もみられない。

7月 31日 試掘調査終了。西側尾根で 1基。東側

尾根で 5基の古墳・竪穴式石室などを

確認。

8月 3日  試掘結果をうけて、調査区を確定。調

査対象面積4,235ポのうち3,320♂ を本

調査へ移行。調査区表土人力掘削開

始。写真撮影用足場設営打ち合わせ。

8月 5日 東側尾根東端で箱式石棺と思われてい

た遺構が石蓋土媛墓であることが判

明。写真足場設営。

8月 11日  石蓋土墳墓検出状況写真撮影。 2号

墳、 2号竪穴式石室墓掘り下
'デ

。

8月 12日 ～14日  現場盆休。

8月 17日  協議事項発生のため午前中で作業を切

協議事項解決まで現場作業一時中断。

現場作業再開。

2号墳、1号石蓋土壌墓および 1・ 2・

3号竪穴式石室墓掘り下げ。竪穴式石

室墓はいずれも墳丘が明瞭でなく、主

体部も基底部が一部残存する程度。

2号竪穴式石室墓床面より鉄剣出土。

台風 8号接近。台風対策。現場養生。

台風 8号接近。

2号竪穴式石室墓掘り下げ。粘土棺床

検出。副葬品(鉄剣・鉄鏃など)出土。

2号墳、1号石蓋土壊墓および 1・ 2・

3号竪穴式石室墓掘り下げ。 1号石蓋

土媛墓蓋石除去。

1号石蓋土壊墓床面より鉄剣 。鉄鏃出

土。鉄鏃は柳葉形鏃で束になって出

土。

2号墳主体部全景写真撮影。

1号石蓋土墳墓、 3・ 4号竪穴式石室

墓主体部全景写真撮影。

2号墳主体部 (S=1/10)平面図実測

作業開始。 1号石蓋土媛墓副葬品出土

状況平面図実測および写真撮影。

台風10号接近。現場台風対策。空撮図

化打ち合わせ ((株)国際航業)。

1号石蓋土墳墓出土遺物取り上げ。鉄

剣 1、 鉄鏃17。

2号墳および 1・ 2・ 3号竪穴式石室

墓実測図化作業。

1・ 2・ 3号竪穴式石室墓断ち割りお

よび写真撮影。

2号墳石室平面図終了。石室積石面出

しおよび断面ベルト設定。

2号墳石室内掘り下げ。

2号墳石室床面直上まで掘り下げ。朱

8月 18日

1

9月 3日

9月 4日

9月 10日

9月 16日

9月 21日

9月 22日

9月 29日

10月 5日

10月 6日

10月 9日

10月 12日

10月 15日

10月 16日

10月 20日

10月 22日

10月 28日

11月 6日

11月 9日

11)可 13日り上げる。
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混じり粘質土および鉄片等出土。

11月 18日  2号墳竪穴式石室内ベルト除去。石室

床面精査。

11月 19日  2号墳竪穴式石室内木棺痕跡平面プラ

ン検出。写真撮影。鉄剣・鉄鏃等出土。

11月 20日  2号墳竪穴式石室床面 (粘土棺床)精

査および木棺痕跡部分掘り下げ。楕床

中央部、やや北小口よりの部分で青銅

鏡出土。検出時状況写真撮影。

11月 24日  2号墳竪穴式石室床面 (粘土槍床)精

査および木棺痕跡部分掘り下げ。構床

土層断面ベルト実測および写真撮影終

了。

11月 26日  2号墳竪穴式石室副葬品出土状況写真

撮影。副葬品出土状況平面図(S=1/2)

実測開始。

11月 30日  2号墳竪穴式石室粘土棺床精査①副葬

品出土状況および竪穴式石室出土状況

全景写真撮影。

12月 2日  2号墳竪穴式石室平面図(S=1/10)

実沢1作業開始。

12月 3日 2号墳竪穴式石室副葬品取 り上げ開

始。空撮打ち合わせ。空撮予定12/8に設

定。

2号墳竪穴式石室空撮。

2号墳竪穴式石室粘土棺床平面図

(S=1/10)実測作業開始。

2号墳墳丘形状再確認 トレンチ掘削。

前方部は確認できず、円墳であること

を確認。

2号墳主体部全景写真撮影。

2号墳竪穴式石室立面図 (S=1/10)

実測。

現場養生。年内現場作業終了。

仕事納め。

12月 8日

12月 10日

12月 11日

仕事始め。

2号墳石室立面図作成 (S=1/10)。

2号墳石室見通し断面図作成 (S=1/

10)。

2号墳墓壊掘り下げ。

2号墳墓墳土層断面 (S=1/10)。

2号墳墓媛土層断面写真撮影。

2号墳主体部平面図作成 (S=1/10)。

現場報告会。

2号墳主体部平面図作成。

2号墳主体部空撮準備。

2号墳主体部写真撮影。

2号墳主体部第 2回空撮 (国際航業)。

2号墳主体部写真撮影。

2月 15日  発掘調査一時休止のため 2号墳石室土

嚢養生を行う。物品搬出。現場撤収。

2月 17日  取りまとめ作業。

2000塗F

3月 1日 発掘調査再開。 3号墳地形平板測量。
3月 2日  3号墳掘削。断面図作成 (エ レベーショ

ン)。

12月 21日

12月 24日

12月 27日

12月 28日

19994F

l月 4日

1月 5日

1月 18日

1月 20日

1月 22日

1月 25日

1月 26日

1月 29日

2月 1日

2月 4日

2月 8日

2月 9日

2月 10日
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3月 3日  3号墳掘削状況写真 (平面全体写真)   4月 22日 現地説明会 (870名来場)。
ベルトはずし (掘削)精査作業。      4月 23日  2号墳竪穴式石室移築準備作業にかか

3号墳清掃作業。 3号墳掘り下げ。          る。

3月 6日  3号墳掘り下げ。 3号墳清掃。       4月 24日  2号・ 3号墳竪穴式石室墓 (断ち割り

3号墳遺構断面図作成。              断面 S=1/10お よび断面図撮影)。 2

3月 7日  3号墳遺構平面図作成。1/10掘 り下げ。        号墳主体部南側積石レベル測定。

3号墳清掃。 3塚墳清掃 (鉄剣破片)。    4月 25日  2号墳メッシュ設定。主体部南側積石

3月 8日  3号墳掘り下
'デ

。 3号墳清掃。            レベル測定。東尾根古墳群 1号墳竪穴

3月 9日  3号墳掘り下げ。遺構平面図作成。遺        式石室墓粘土床堀り下げ。

構断面図作成。遺構レベル。 3号墳清   4月 26日  図面整理。

掃。                   4月 27日  2号墳主体部積石メッシュおよび積石

3月 10日  3号墳掘り下げ。積石取り上げ。           に識別 No.を付け取り上げ。順次、作

3月 13日  3号墳平面図作成 (エレベーション)。         業線り返す。北東側石室の控え積みの

鉄剣検出。                     石を一部検出。積石取り上 tデメッシュ

3月 14日  3号墳 (秋葉神社)遺構平面図作成お        ごとに写真撮影。

よび鉄剣取り上げ。            5月 1日  2号墳北小口裏込め状況写真撮影。 2

3月 15日  空撮 (調査区西側全景、 3号墳全景)。         号墳墓壌北西隅写真撮影。

3月 17日  2号墳養生シー ト修正作業 (風雨対    5月 2日  2号墳石室北側積石除去および墓渡断

策)。                       面写真撮影。平・断面図作成。

3月 21日 表土掘削。遺構平面図作成 (2号墳)。    5月 8日  2号墳積石主体部石除去作業および北

3月 22日 表土掘削。遺構平面図作成 (2号墳)。         側・南側平面図作成。

石室壁面図作成 (2号墳)。        5月 9日  2号墳主体部北側積石取り上げ作業。

3月 23日 遺構断面図作成 S=1/10(2号墳)。         南側平面図作成。

3月 24日 取りまとめ作業。             5月 10日  2号墳墓壊積石取り上げ作業および平

3月 27日  2号墳壁面図作成 (東面、西面)積石        面図作成。

平面レベル測定。             5月 12日  2号墳墓媛積石取り上げ作業および平

3月 28日 取りまとめ作業。                  ・断面図作成。墓媛積石検出状況写真

撮影。

2000年                       5月 15日  2号墳墓壊積石取り上げ作業。南側墓

4月 13日  1号墳竪穴式石室墓断ち割り。写真撮        渡断面図作成。

影。                   5月 16日  2号墳墓媛南東部積石取り上げ作業。

4月 14日  1号墳竪穴式石室墓平面図作成。写真        平・断面実測。

撮影。断ち害より断面図作成。        5月 18日  2号墳墓娯南東部積石取り上げ作業お

4月 17日  東尾根遺構完掘状況全景写真撮影。          よび平・断面図作成。墓壊積石検出状

4月 18日  西山谷古墳群プレス発表 (現地にて)。         況写真撮影。

4月 19日  2号墳主体部積石レベル測定。       5月 22日  2号墳墓娠積石取り上げ作業。平面図

4月 20日 現地説明会準備。                  作成。写真撮影。

4月 21日  2号墳主体部積石レベル測定。       5月 23日  2号墳積石除去後平面図作成。墓渡積
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石除去後全景写真撮影。          5月 30日  2号墳石室 (墓授)北小日断ち割り。

5月 24日  2号墳積石除去後石室空撮 (ブーム撮        東西石室断ち割り写真撮影。

影)。                  5月 31日  2号墳石室写真整理。図面整理。

5月 25日  2号墳積石除去後および石室北小日写   6月 1日  2号墳墓壊北小口掘 り下げ。写真撮

真撮影。平面図作成。石室分害J部分西        影。断面図作成。粘土棺床断ち害より(3

壁の石の取り上げ。                 ヵ所設定)。

5月 26日  2号墳北小日断ち割り断面図および北   6月 2日  2号墳墓墳南小日断ち割り。石室南小

小日平面図作製。石室分割部分西壁平        口裏込め状況写真撮影。石室粘土棺床

面図作成。                     断ち割り。断面写真撮影。

5月 29日  2号墳石室断ち割り。断面図作成 (立    6月 5日  2号墳石室粘土棺床土層断面図作成。

条図)。                      現場調査終了。取りまとめ作業。

―- 901 -―





〇
寸
∞

ゆ
Ｏ
ｎ
＞

―
―

〇
〇
〇

ゆ
〇
＝
＞
・
Ｉ
Ｉ
‐

〇
〇
∞
．ゆ
ω
＝
＞

―

―
――X=129380

―――X=129860

7400m

2号墳

―一 X=129320

一 X=129300

― X=129.260

1号石蓋土壊墓

0                                30m

第 2図 地形平面・遺構配置図

―- 903・ 904 -―



2 調査成果

(1)遺跡の概要 (第 2図 )
西山谷古墳群は四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査により存在が確認された。西山谷古

墳群は鳴門市大麻町に所在する。調査地点は阿讃山脈南麓、大谷川右岸の標高54～84mの二股に分か

れた尾根上に位置する。発掘調査の結果、東側尾根で 5基、西側尾根で 1基の古墳を確認した。特に西

側尾根で確認された2号墳は、調査の結果、時期的に3世紀中頃の築造と考えられ、副葬遺物の内容も

含め、全国的に最古級の竪穴式石室をもつ古墳として注目された。

人類学・考古学者の鳥居龍蔵は鳴門市大麻町大谷周辺を調査し、その結果を1888年 (明治21年 )『東

京人類学会雑誌』第 3巻第24号に「阿波國板野郡大谷村塚穴」として報告している。ここに記載された

「西山谷の塚穴」は竪穴式石室で、記述の位置関係から西山谷 2号墳に該当するものとみられるが、報

文に記された天丼石は確認できず、検討の余地を残している。なお、全国遺跡地図 (徳島県)文化庁刊

(1980年 )では、 1・ 2号墳が記載されているが、 1号墳は消滅の旨が記されている。

(2)基本層序 (第 3図 )
土層堆積状況はトレンチによって微差はあるが、基本的に1.腐植± 2.岩盤風化砂礫土 (包含層・

遺構面) 3。 地山 (和泉層群系岩盤風化層・岩盤。地山。)であり、基本層序は以下の通り調査区全

域でほぼ対応する。

1.…黒掲色 7.5Y2/2 砂質土 (表土、腐葉土。)

2.…黄橙色 10YR7/8 砂質土 (和泉層群の砂質泥岩風化礫を含む風化層。)

3.…明責褐色 10YR6/6 砂質土 (和泉層群の砂質泥岩風化層・岩盤。地山。)

(3)遺構 と遺物 (第 2図 )
1.古墳群の構成

西山谷古墳群は鳴門市大麻町に所在する。調査地点は阿讃山脈南麓、大谷川右岸の標高54～84mの

二股に分かれた尾根上に位置する。周辺の尾根上には多くの古墳が存在している。発掘調査の結果、東

側尾根で 5基、西側尾根で 1基の古墳を確認した。

東側尾根調査区で出上した古墳群は3号墳を除き、尾根をわずかに整形したもので明確な墳丘はな

い。時期的には古墳時代前期末～中期初頭に収まるものと考えられる。なお 1号墳は消滅しているため、

古墳の呼称は2号墳からはじめた。

2.東尾根の古墳群

SM1003(3号墳)(第 4・ 5図 )

調査区東側の東西に延びる尾根の東部に位置する円墳である。墳丘は地山を削り出して整形してお

り、規模は直径約15m、 墳頂部は削平を受け、現存で高さ2mを測る。主体部は箱式石棺で規模は現存

で長軸2.43m、 短軸0。 98m、 深さ0。 lmを測るが、遺存状態は良好でない。主軸方向は東西で、N-75° ―W

を向く。石材には20cm程度の結晶片岩の板石を用い、内側には朱の付着がみられた。基底部には粘土床

―- 905 -―
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明黄掲色 10YR6/6 砂質土 (粘性やや強い。和泉層群の砂質泥岩風化土。¢=20cm前後の砂質泥岩の角礫を含む。)

0         1m

第 3図 基本土層図

が一部残存する。頭位については、石室形状の東北側の幅がやや広いことや遺物の出土状況から東頭位

であったと考えられる。

箱式石棺使用石材は、岩中節理が縦方向と推定される結晶片岩(S類割石型)である。長側壁構造は、

残存する石材や墓媛基底部に残された痕跡からすると側複型と推定されよう。小日構造は小単型であ

る。床面構造は粘土型である。平面形態は不明である。棺外施設は墓壊系の方形型となる。墓媛掘削時

期は地山型に該当する。基本形成は谷口山系に似るが、床面構造が粘土型となるのが特徴である。谷口

山古墳に先行する時期と推定される。

石構内東側からは鉄剣片が 3点出上したが、原位置は遊離している。

出土遺物

石棺内東側からは鉄剣片と思われる鉄片力S3点出上したが、ガヽ片のため詳細の判明するものはなかった。

/τデイ=デ
郵N―
L=8&30m
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ST1001(1号石室墓)(第 6図 )

3号墳の西側に位置する竪穴式石室である。主軸方向は東西で N-90° ―Eを示す。石室基底部の粘土

床を一部とどめるにすぎないため、主体部の構造は不明である。また明瞭な墳丘は確認されていない。

墓渡は長方形を呈し、現存長で長軸2.03m、 短軸0。 82m、 深さ10cmを測る。墓竣のみの検出となったが、

SM1003同様の箱式石棺と推定される。

出土遺物

出土遺物はなかった。

ST1002(2号石室墓)(第 7図 )

調査区東側の東西に延びる尾根の西端に位置する竪穴式石室墓である。円墳であったと思われるが、

現況では後世に削平をうけており、明瞭な墳丘はみられない。墳丘は地山を削り出して成形していると

思われ、墳丘規模は現存で直径約10m、 墳丘高は約 lmである。葺石等の外表施設などは見られない。
墓娠は南側部分が消失しているが、長方形を呈するものと考えられる。現存長で長軸3.6m、 短軸1.35m、

基底面から現存の石室壁体上面までの高さは最大で32cmを測る。

石室は東側小口および北側壁体の基底部一段しか遺存しておらず、詳細な構造は不明である。石室石

材には20～ 30cm程度の砂岩の扁平礫が用いられる。石室基底部は粘土棺床が構築されており、東側の一

部に水銀朱の拡がりが認められた。棺床の縦枝断面は舟底形を呈しており、到抜式木構を安置していた

ものとみられる。小田部は緩やかにカーブを描きながら、上方に緩やかに立ち上がり、舟底状を呈する。

小口部の突起は見られない。木棺痕跡の長さ3.8m、 中央部の権床上場での幅40cm、 基底幅30cm、 中央

凹部は深さ13cmを測る。棺の小口幅の差および棺床の高低差はない。棺床断面形は緩いU字状を呈し、
主軸方向は東西で N-75° 一Wを向く。遺物の出土状況などから東頭位が考えられる。
棺内東小日から西へ1,06mの地点で鉄槍 1本が切先を東にして棺に沿うように副葬されていた。棺

内西小日側、棺床北側の東小日から2.24mの 地点で鉄剣 1振、1。 94mの地点で砥石 1点が出上し、剣

の切先は西を向いていた。また棺床南側の東小日から2.42mの地点で圭頭形鉄鏃 1本が出上している。

出土遺物 (第 8図 )

1は剣で全長35.8cm、 身の長さ26.7cm、 身幅2.7cm、 身の厚み0.3cm、 茎の長さ10,5cm、 茎幅1.2cm、

茎の厚み0,4cmである。身には明瞭な鏑はなく、横断面は凸レンズ状を呈する。関は角関である。把口

が関の部分で終わっており、短剣の可能性が高い。茎に木質が遺存している。

2は槍と思われ、全長30.4cmで、身の長さ20。 2cm、 身幅2.7cm、 身の厚み0.5cmを 測り、身の横断面は

凸レンズ状を呈する。茎の長さ10.Ocm、 茎幅1.lcm、 茎の厚み0.4cmである。茎部には 1カ 所目釘穴が認

められる。関は角関である。直線式のltrで、茎部 4面に縦位の木目をもつ木質が遺存しており、茎部 4

面を固くはさみ込み、柄に装着していたものと思われる。身の部分にも一部木質が遺存しており、鞘に

納められていたと思われる。

3の鉄鏃は茎部を一部欠損しているが、現存で12.5cmを 測る。鏃身部の長さは11.4cmで、茎部に木質

が遺存する。 3は従来定角式とされてきた圭頭鏃の一群である。刃部はやや鈍い角度で広がり、内方へ

屈曲した後はやや内湾気味に延びる。鏃身関部は斜関となる。鏃身部断面形は扁平な両九造で、鏃身部

―- 909 -―
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全長が11.4cmを 測る大型で扁平な圭頭鏃となる。現在の杉山分類では圭頭鏃群 A― Ⅱ形式に該当する

が、杉山分類では椿井大塚山古墳出土例が数少ない類例とされており、十分な検討が進んでいない形式

の鏃である。ただし、鏃身部幅が細身ながらも、形態や法量が近似する類例としては大阪府紫金山古墳

X群に見られる。肥大化した鏃身部法量等から前期末～中期前半の年代を与えることができよう。

4の砥石は肌理の細かい泥岩を用いる。表・裏面ともに使用痕が顕著である。

ST1003(3号石室墓)(第 9図 )

調査区東側の東西に延びる尾根の西端に位置する竪穴式石室墓である。 2号石室墓同様、円墳であっ

た可能性があるが、後世の削平を受け、明瞭な墳丘は残存していない。墳丘規模は現存で直径約10m、

墳丘高は約 lmである。

墓壊は大部分が消失するが、長方形を呈し、現存で長軸3.27m、 短軸1.34m、 棺床底面まで深さ49cm

を測る。基底部は緩い U字状を呈し、中央凹部は深さ18cmを測る。

石室は基底部が一部遺存する程度で、詳細な構造は不明である。石室石材は砂岩を用いる。石室基底

部は粘土棺床が構築されており、一部遺存する。棺床の縦横断面は舟底形を呈しており、到抜式木棺を

安置していたものとみられる。小口部は緩やかにカーブを描きながら、上方に緩やかに立ち上がり、舟

底状を呈する。木棺痕跡の長さ2.52m、 中央部の棺床上場での幅50cm、 基底幅34cm、 中央凹部は深さ20

cmを測る。棺の小口幅の差はないが、棺床は僅かに東側が低 くなっている。棺床断面形は緩い U字状

を呈し、主軸方向は東西で N-80° 一Eを向く。頭位は東であると思われる。

出土遺物

出土遺物はなかった。

ST1004(1号石蓋土娠墓)(第 10～ 12図 )

調査区東側の東西に延びる尾根の東端に位置する石蓋土娠墓である。墓壊は長方形状の平面形を呈

し、主軸方向は N230° ―Eで真北よりやや東に振る。墓墳規模は上場で長軸3.25m、 北小口1.44m、 南

小口0。 7mで、北側は多少の墓渡の崩落があるものと思われるが、平面形状は北側が拡がっている。基

底面は長軸2.96m、 北小口0。 72m、 南小口0.6mを 測り、若干北小口が広 くなっている。深度は北小口

側で64cm、 南小口側で37cmを 測るが、基底面はほぼ水平である。

墳丘はなく、墓娠は地山をほぼ垂直に掘 り込み、 lm程度の長方形の結晶片岩板石を6枚用いて上

面を架構する。蓋石上面は粘土で被覆されていたことが土層の観察で確認された。墓墳底面には粘土床

が一部検出され、頭位については粘土床北側で朱が検出されていることや遺物の出土状況から北頭位で

あったと考えられる。遺物は墓渡底面北小口西に鉄剣 1振、東に柳葉形鉄鏃19点 。深い逆刺を有する剣

身形鉄鏃 1点が束になって副葬されていた。剣・鏃とも切先を南に向けていた。

蓋石使用岩石には、割石の結晶片岩を用い、 6枚構成の蓋複型となる。墓填形状は、平面形態が長方

形を呈し、断面形態が垂直に掘削することにより方形を呈する方形型である。ST1004は 和泉砂岩の岩

盤を掘削している。岩盤を直接掘削することにより、棺身内側の風景は箱式石棺と同じになる。こうし

たことから、ST1004は 鶴島山系石蓋土壊墓の省略型式として派生したと想定されよう。なお、節句山

1号墳には小口石を採用しており箱形石棺痕跡が強く残っていることや、西山谷 ST1004の 蓋石構造に

―- 913 -一
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は6枚の板石が使用されていることから蓋複型となり、新しい要素が認められる。よって節句山 1号墳

が先行すると考えられよう。

出土遺物 (第 13図 )

5は剣で全長33.9cm、 身の長さ26.2cm、 身幅2.6cm、 身の厚み0。 4cm、 茎の長さ7.7cm、 茎幅1.3cm、

茎の厚み0。 3cmである。身には明瞭な鏑はなく、横断面は凸レンズ状を呈する。関は角関である。把口

が関の部分で終わっており、短剣の可能性が高い。茎部外面に木質が遺存しており、鞘・柄等に納めら

れていたものと思われる。

鏃は全長1lcm、 鏃身長 7 cm、 茎長 4 cm前後にほぼ収まり、規格性が高い。茎部に付着する木質の観察

によれば、茎部は直接矢竹に挿入後、樹皮によって巻かれ装着される。また銹着状態および茎部木質の

遺存状況から束ねられて副葬されていた可能性が高い。 6～ 17は柳葉鏃である。鏃身部形状は刃部先端

よりふくらを有して、鏃身関部に向かって緩やかに延び、明瞭な鏃身関部は持たない。13に撫関状の外

形線の変化が認められる。明瞭な顎部は有さない。鏃身長は 7 cm程度と大型に分類され、鏃身断面は両

丸造である。杉山分類柳葉鏃群V-2-A-2類 に該当し、杉山編年Ⅳ期の年代を与えることができる。
18は腸決柳葉鏃である。逆刺は 1段で、鏃身切先よりふくらを有して、逆刺先端に向かって直線状に延

びる。鏃身長は5.8clnを 測る。鏃身断面は両九造で、山形突出を有するのが特徴である。杉山分類腸快

柳葉鏃群 A― I-3-Bに 比べて、やや鏃身部長身化・長頸化の傾向がある。杉山編年Ⅳ期の年代を与
えることができよう。

その他、土器細片 2点が出上したが細片のため、実測可能なものはなかった。

3.西尾根の古墳

SM1002(2号墳)

墳丘形態 (第 14図 )

調査区西側の南北に延びる尾根の南端に位置し、墳頂部で標高74mの 円墳である。墳丘南側裾部、

標高72m付近に地形変換J点がみられ、墳丘基底部と考えられる。規模は現状で長軸20m、 短軸18m、 墳

丘高約 2mを 測る。自然の尾根地形を利用しているため、やや楕円の平面形態となっている。和泉層
群を基盤とする地山を削り出して墳丘を作出している。盛土はない。表面には葺石・周壕等の外部施設

はみられない。

埋葬施設

埋葬施設は墳丘中央に位置する竪穴式石室である。排水溝などの関連施設は検出されなかった。

(1)石室の構築 (第 15。 16図 )

石室の構築にあたっては、約70° の傾斜で墓媛を掘り込み、墓壌底中央には粘土棺床構築部分を南北

4.67m・ 石室通中央部分で東西0.86m・ 石室基底部からの深さ15cmに U字形に緩く掘り窪める。基底構

造は竪穴側壁のない、石室基底部分類 SC型式 (都出 1986)の構造をもち、都出氏のいうSC型の初現

的形態とみられる。四国瀬戸内地域の前期古墳に通有の基底構造を持つ。 2号墳の墓壊はU字形に穿
つ型式の基底部構造をもつ。U字形部分に直接、粘土棺床を設置する。基底部構造に板石や礫石は使用
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されず、粘土オ宮床周囲に礫石の充填は行われていない。木棺痕跡の南北の幅には広狭が認められる。SC

型式の石室基底部の構造をとる例は、四国では徳島県上板町安楽寺谷 1号墳 (徳島県埋蔵文化財センター

1995)・ 香川県寒川町奥14号墳 (丹羽 1991)(前方後円墳集成 1～ 2期)の石室にみられるが、徳島県
上板町安楽寺谷墳墓群では、すでに庄内式併行期の砂岩礫積みの竪穴式石室墓が同様の構造を採用して

おり、在来的な要素を反映したものとみることができる。墓壊基底部幅は石室構築部分の幅に掘削され

る。

2号墳の基底部構造については、山本三郎氏の分類 (山本 1992)に よれば、E2形式に相当する。E

形式は、粘土棺床の周囲および下部に板石・礫石を設置するものをEl形式とし、墓娠基底に直接粘土
棺床を設置するものをE2形式とした。El形式は前方後円墳成立期に吉備地域で出現した型式と捉え
られており、時期的には2号墳の構築時期と近似するが、粘土棺床の周囲および下部に板石・礫石は使

用されておらず構造的に相違がみられる。

棺床の構築は、墓墳基底面に朱を散布した後、石室基底部の石を並べる。次に水銀朱混じりの灰白色

粘土を敷き、棺おさえの粘土を棺に沿って長側方向に盛り上げ、さらに棺床底に朱混じりの灰白色粘土

を敷く。棺を安置し、構内・外に水銀朱を散布する。石室下半部の構築は、棺高まで壁体を積み上げた

後、棺を安置し、石室四壁を持ち送りながら、石室壁体上面まで 2列に小口積みに積み上げて構築する。

天丼部は遺存していなかったが、横架する巨大な板石などがみられないため、60cm前後の板石を持ち

送り構造で蓋石を架構していたものと推定されるが、石室内には大量の石室石材の礫が床面まで達して

おり、遺物は破損しているものも少なくないことから、天丼部の構造は木材を使用した板蓋の可能性が

強く、墳頂部の削平程度も考慮すれば、さらに木蓋構造の可能性は強まる (菅原 2000b)。

石室の裏込めは、石室壁体の構築と併行して、墓崚際いっぱいまで結晶片岩板石を積み上げる。石室

壁体量上段から上位は、石室を包むように囲い壁状に礫混じりの土を多用しながら、墓墳上面まで結晶

片岩板石を外開きに段状に積み上げる。墓墳積み石は石室側壁最上段から墓娠端部まで約40° の傾斜角

を測る。北小田部分の石積みは、人頭大よりやや大きい砂岩の川原石の使用が顕著である。このことは

構築順序に関係しているものと考えられ、頭部に特別な意識があったと読み取れる。墓娠上面は最終的

には20cm程度の片岩礫で覆われていたものとみられる。石室の石材は、川原石については近在する大

谷川流域などで産出する砂岩が用いられ、板石については吉野川南岸、鮎喰川流域で産出する結晶片岩

の割石を使用していると思われる。

(2)竪穴式石室 (第 15。 16。 17図 )

結晶片岩板石を小日積みにした竪穴式石室である。石室外周上半は墓渡際まで結晶片岩を充填してお

り、徳島市宮谷古墳の竪穴式石室と類似した構造をとる。

国土座標軸の北より16° 西に振る。内法の長さ4.72m、 北端幅1.05m、 南端幅83cmで、やや北側が開

く形状を呈する。石室平面の長幅比は5:1で、いわゆる「長大型石室」に該当する竪穴式石室である。
壁体は北端72cm、 南端で57cm残存 し、石室壁体最上段の比高差は15cmを測るが、石室壁体基底部のレベ

ルはほぼ水平である。結晶片岩板石を小口積みにし、壁体基底部から3～ 4段目のところより四壁とも

持ち送りで積み上げる。四壁コーナー部は直交する。一部に砂岩を補完的に併用する。

上部構造については鳥居龍蔵の当時の報文 (鳥居 1888)に よれば、上面に4枚の天丼石が残存 し、

さらに2,3枚 の板石で架構されていたと思われると伝えるが、天丼部を架構する巨大な板石は見られ
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なかった。持ち送り構造で蓋石を架構していたものと考えられるが、壁体内傾度が弱く、四壁を垂直に

積み上げ、横断面形状は長い箱形を呈し、また石室壁上面と墓媛積石との間に10cm程度の隙間がみられ

るため、天丼石は架構されず木蓋、木材を使用した板蓋であった可能性がある。また墳頂部の削平程度

も考慮すれば、上部構造は木蓋構造の可能性が強まる。

石室床面直上まで攪乱上が堆積し、石室内には大量の石室石材の礫が崩落していたが、蓋に相当する

石材は遺存していない。崩落礫は床面まで達しており、遣物は破損しているものも少なくない。石室上

側面が持ち送り構造を示すことや棺床北小口周辺 (頭部)に散在した鉄鏃、南小口周辺の土器の出土状

態から、後世に攪乱を受けたものとみられるが、一方、鏡や剣、側壁際の鉄槍などは原位置を示してい

る。棺床に明瞭な攪乱が及んでないことを考慮すれば、先述したように、石室上面は木蓋構造で、鉄器

群、土器類が木蓋上面に安置されていた可能性は残る。このことは、奈良県ホケノ山古墳、鳴門市萩原

1号墓、石塚山 2号墓の埋葬施設の構造的特質を一部踏襲している要素が見られる。

石室の裏込めは礫混じりの土を多用しながら、壁体を構築するのと同様に墓娠壁際まで板石を積み上

げている。墓竣は砂質泥岩層の地山を掘 り込んだ南北6.5m、 東西4.8mの長方形の平面をなす。墓娠上

面から石室床面までの深さ1.25mを測る。

なお西山谷 2号墳の築造年代は土器の項で詳細に述べているが、出土土器からみれば萩原 l号墓直後

型式の年代観が与えられる。石室の構築年代は既往の編年では黒谷川Ⅲ式 (菅原 1986)、 F弥生土器の

様式と編年 四国編』阿波地域Ⅵ-3様式 (菅原 。瀧山 2000)イこ収まるものであり、布留 0式までは下
らないと考えられ、概ね 3世紀中葉頃の年代観が与えられる。

(3)粘土棺床 (第 18図 )

石室床面には、灰白色の粘土棺床がある。棺床の縦横断面は舟底形を呈しており、到抜式木棺を安置

していたものとみられる。小口部は緩やかにカーブを描き、上方に緩やかに立ち上がり、舟底状を呈す

る。小口部の突起は見られない。木棺の長さ4。 2m、 棺床上場での幅50cm、 基底幅35cmを測る。北頭位

であるが、棺の小口幅、棺床の高低差はない。棺床全体に水銀朱が拡がり、特に頭部推定部には多量の

水銀朱の散布がみられた。また棺縁に沿う部分は水銀朱の拡がりが希薄であつた。水銀朱と粘土を混ぜ

て構築された棺床は中央部東西断面で 7 cmの厚さをもち、版築状に丁寧に敷き詰められる。断面観察で

は 2～ 3 cm程度の厚さで 3回 に分けて敷き詰められ、各工程に水銀朱を塗布しており、断面は縞状の堆

積が観察できる。このような粘土棺床の構築法は、奈良県天理市黒塚古墳 (河上他 1999)や愛媛県妙

見山古墳 (下條他 1992)な どに報例がみられる。棺床下および周囲に礫床はみられない。棺外にも水

銀朱の散布がみられるが、棺の四周に沿って水銀朱の散布が淡いことから、棺外の散布は棺を安置した

後、行われたものと考えられる。なお水銀朱は棺内北小日・南小口および中央部分でサンプルを採取し、

蛍光 X線分析を行った。その結果によれば各地点とも水銀元素を強く検出し、地点による差異はみら

れない。また理化学的分析による水銀朱の産地同定によれば、徳島県阿南市の水井産のものと近似する

結果が得られている (X�  自然科学分析参照)。
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第16図 SM1002竪穴式石室平面図 (墓境上面積石除去後 )
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A―Bべ )レ ト土色
1.責掲色
1′ . 1と ほぼ文寸応。
2.黄掲色
3.にぶい黄掲色
4.に ぶい黄掲色
5.にぶい褐色

10YR5/6 砂質土 (φ=5～30mm程度の礫を多く含む。しまりやや強い。墓境埋土。)
やや礫を多く含む。
10YR5/6 砂質土 (φ=5～20mm程度の礫を多く含む。しまりやや強い。墓壊埋土。)
10YR5/4 砂質土 (φ =1 0mm程度の礫を含む。しまりやや強い。墓装埋土。)
10YR5/4 砂質土 (φ =5～ 10mm程度の礫を含む。しまりやや強い。墓壊埋土。)
7.5YR5/4 砂質土 (φ =2mm程度の片岩礫が多く混じる。粘性強い。朱 (赤色10R5/8粕質土)

が混じる。カクランうけている。)

A

10YR5/4 砂質土 (φ =5cm程度の片岩礫 (石質構築物を含む。やや粘性あり。 しま
り不良。カクラン土。)
10YR4/6 砂質土 ● =

E―F ベル ト土色
1.にぶい黄掲色

2.掲色

3.にぶい責褐色

4.にぶい掲色

10YR4/6 砂質土 (φ =2～ 50cm程度の片岩礫が
ぼそ。しまり不良。粘土棺床の粘上がブロック
10YR5/4

4層に対応。
※ 1～ 3層いずれも崩れ落ちた上。しまりなし
ア.5YR5/4 砂質土 (φ=2cm程度の片岩礫が多
※ 1～ 3層いずれも崩れ落ちた上。しまりなし。
7.5YR5/4 砂質土 (φ=2cm程度の片岩礫が多く混じる。粘性強く、朱 (赤色10R5
/8粘質土)が混じる。カクランうけている。)
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H L=7420m 1.にぶい黄掲色 10YR5/4 砂質土 (φ =5～30cm程度の礫 (結晶片岩、主体部
構築の礫)が混じるが右室内におちこむ。)
2.に ぶい責掲色 10YR5/4 砂質土 (1層より砂粒大きい。φ=5～ 1 0cm程 度の
片岩礫を合む。やや砂性強い。しまり不良。カクラン上。)
3.明黄掲色   10YR6/6 砂質土 (砂質土の中に粘土 (粘土棺床)がブロッ
ク状に混じる。やや粘性あり。しまり不良。カクラン上。)
4.に ぶい責褐色 10YR5/4 砂質土 (やや粘性強い。φ=3cm程度の礫がまじる。
粘土棺床の粘土がブロック状に混じる。しまりやや良い。カクラン上。)
5.にぶい責橙色 10YR6/4 砂質土 (砂粒粗く (φ =05～ lmm)砂性強い。φ=
5～ 10cm程度の礫を含む。しまり不良。カクラン上。)
6.褐色     10YR4/6 砂質土 (φ =2cm程度の礫を多く含む。砂性強い。
φ=5～ 1 0cm程度の礫を含む。しまり不良。カクラン上。)

※1～ 6層いずれも崩れ落ちた上。しまりなし。
7.に ぶい褐色  7.5YR5μ 砂質土 (φ =2 cm程度およびψ=20cm程度の片岩礫
が混じる。粘性強く。朱 (赤色10R5/8粕 質土)が混じるカクランをうけてい
る。)

粘質土)

第17図 SM1002竪穴式石室内覆土土層断面および墓渡土層断面図
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A L=7300m

A―Bベル ト土色
1.にぶい褐色 7.5YR6/4 砂質土 (φ =2 cm程度の片岩礫が多
く混じる。粘性強く水銀朱 (赤色10R5/8)が付着。)

L=7300m上

青銅鏡

鉄器

土器

赤色 10R5/8 粘土 (砂質土。やや粒子組い。水銀朱がブロック状に混入。
2層 より水銀朱を多く含む。)

赤色 10R5/8 粘土 (砂質土。やや粒子粗い水銀朱がブロック状に混入。)
にぶい黄色 2.5Y6/4 粘土 (棺おさえの粘上。上面に水銀朱が付着。)
風化岩盤層 灰責色 2.5Y7/2 粘土 (白色粘土。上面に水銀朱の散布がみられる。)

※―線は水銀朱 (赤色 7.5R4/8 粘土)を表す。
※副葬品出土状況図中の番号は遺物実測番号と対応。

A L=7300m

B A

赤色 10YR5/8 粘土 (やや粒子粗い。水銀朱がブロック状に混入。 3層 より水銀朱
の合有率が高い。)
赤色 10YR5/8 粘土 (やや粒子粗い。水銀朱がブロック状に混入。)
にぶい黄色 2.5Y6/4 粘土 (やや粒子粗い上面に水銀朱付着。相おさえ粘土。)
地山 (風化岩盤層。上面に水銀朱の散布がみられる。)
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E― F
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2.にぶい黄色  2.5Y6/3
3.にぶい責色  2.5Y6/4

4.赤色     10R5/8

粘土 (粘土棺床。)
粘土 (粘土相床。水銀朱が部分的に混入。)
粘土 (粘土棺床。部分的に水銀朱が混入。 5層 よりやや粒
子粗い。)
(やや粘土粗い。氷銀朱がブロック状に混入。 2層 より水
銀朱の合有が多い。)
粘土 (水銀朱の影響で赤く染まる。7層よりやや粒子粗い。)
粘土 (粘土よりやや粒子粗い。上面水銀朱付着。)
粘土 (棺おさえの粘土。上面に水銀朱付着。)
粘土 (やや粒子粗く砂質強い。水銀朱多く含む。)
粘土 (やや粒子粗い。水銀朱がブロック状に混入。)
粘土
粘土 (やや粒子粗い。水銀朱の影響受ける。)
粘土 (ややシル ト質。水銀朱層、粘土層の間に縞状に混入。)
粘土 (水銀朱に染まる。 5層 よりやや水銀朱の影響大。)
粘性砂質土 (棺床端部粘土。粘性強いが粒子やや粗い。上
面に水銀朱付着。)

5.赤色
6.にぶい黄橙色
7.にぶい黄色
8.赤色
9.赤色
10.に ぶい黄色
11.橙色
12.赤色
13.赤色
14.にぶい黄色

10R5/8
10YR6/4
2.5Y6/4
10R5/8
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2.5Y6/4
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第18図 SM1002竪穴式石室内副葬品出土状況および粕土棺床土層断面図
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副葬品とその出土状況

副葬品

石室内からは多くの副葬品が出土しているが、玉類はみられない。竪穴式石室は部分的に崩壊してお

り、石室内には大量の石室石材の礫が崩落していた。崩落礫は床面まで達しており、遺物は破損してい

るものも少なくないため、報告書掲載遺物以外にも器種判別および実測に至らなかった鉄小片もある。

なお石室床面直上まで攪乱上が堆積し、蓋に相当する石材は遺存していないこと及び棺床に明瞭な攪

乱が及んでないことを考慮すれば、石室上面は木蓋構造で、鉄鏃などの鉄器群、土器類が上面に安置さ

れていた可能性は残る。

(1)相内副葬品 (第 18図 )

棺内北小口から130cm南にかけての範囲で鉄鏃43点・鈍 1点・鉄剣 1振・斧状鉄器 1点・鉄片22点が

検出された。玉類はない。鉄鏃は棺北側に散在しており、原位置を遊離しているものとみられる。鉄鏃

は4～ 6点が銹着し固まって検出されたものもあり、鏃身が平坦に揃っていることから、叡に納められ

ていた可能性もある。鉄鏃の出土状況から棺上に置かれていたものが散在したと考えられる。棺床から

は叡の痕跡は確認できなかった。鉄剣は棺床中央部、棺北小口から50cm南で切先を北に向けた状態で

検出した。鈍は棺北小口より50cm南から100cm南にかけての範囲に破損した状態で散在していた。北小

口から105cm南の棺中央部では鏡面を上にした完形の青銅鏡 1面が検出された。転落したと推定される

結晶片岩礫と鏡外縁部が接し、僅かに傾斜した状態が認められた。鏡面の水銀朱の付着状況から構内に

鏡背を上にして被葬者の頭部北側に置かれていたと考えられる。

なお検討を要するが、棺床部分は後世に攪拌された可能性があるが、棺床に明瞭な攪乱が及んではい

ない。このことを考慮すれば、竪穴式石室の項で述べたが、石室上面は木蓋構造で、副葬遺物である鉄

器群、土器類が上面に安置されていた可能性は残る。

青銅鏡 (斜縁上方作銘獣帯鏡)(第 19。 20図 )

面径12.5cm、 重量約157.6g、 縁高0.5cmの斜縁上方作銘獣帯鏡である。縁頂部径12。 lcm、 界圏頂部

径9。 lcm、 厚さは内区外縁で l llHl、 内区の図像のない部分で0。 7mll、 外区1.5malで ある。縁部斜面幅は6剛

である。遺存状況は良好で、鏡面及び鏡背面ともに濃緑灰色の色調を呈し、黒味を帯びた白銅質の柔ら

かい金属光沢をもつ。鏡面及び鏡背面外区の一部に水銀朱が付着する。外区の一部を欠損するが、完鏡

副葬されたものとみられる。類似例に広島市中小田 1号墳出土鏡、島根県松本 1号墳出土鏡、長野県中

山36号墳出土鏡などがあり、銘文 。図像構成など、広島市中小田第 1号古墳出土鏡 (潮見 1980・ 古瀬

1999)が最も類似している。

鏡背面の図像は精緻だが、やや浅い。きめの細かい均―な鋳肌を呈し、鋳上がりも良好であるが、銘

帯「乍」上部から内区に向けて、及び「真」の右から外区上方に向けて弱い溶籠の傷が認められる。

鋳造後の研磨は、鏡面、外縁、外区、内区、乳、鉦に施されている。図像の隆起部、突線は弱い研磨

が施されたのか、あるいは手擦れか判然としないが、黒ずんで光沢があり、鏡背の文様はやや曖味な印

象を受ける。
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鏡背面の文様構成

鏡背の文様構成は、中心に半球形の錘を置き、その周囲に錘座があり、鉦の外周に有節突圏帯を巡ら

せる。内区主文部は円座をもつ小乳で六区画し、その間に半肉彫の神仙・禽獣を配す一仙五獣の構成で

ある。圏線を介して銘帯、さらに圏線を介して内区外周に櫛歯文帯で構成されている。外区には細い二

条突線を挟んで二重に鋸歯文帯が巡り、さらに外周突線が巡り、短く立ち上がって斜縁となる。外区内

側斜面は無文である。

釦

半球形状を呈し、錘径1.7cm、 鉦高は鏡背面から0.85cmを測る。鉦孔は、銘文「上」 。「工」を結ぶ

ラインを起点にして、15° -265° 方向に設けられ、やや上方に偏っている。鉦孔断面は縦0。 35cm、 横0,65cm

の長方形で、その下辺は鏡背平坦面と同一レベルにある。孔縁は整えられ、九みを帯び、図右側の孔縁

は図左側の孔縁より幅力Ю.2cm大きくなっている。鉦座は外周に有節突圏帯を巡らせる。鉦座径3.25cm、

鉦座高は鏡背平坦面から0.15cmで ある。

▼し

乳は 6個ある。半球形で円座を備える。乳の底径0.4cm、 鏡背平坦面からの乳高は0。 25cmである。乳

の円座は0,9cm、 鏡背面からの高さは0。 lcmを測る。

内区図像

内区は円座をもつ小乳で六区画し、その間に半肉彫の神仙・禽獣を配す一仙五獣の六像式の構成であ

る。六像は図左下より左回りに、神仙・禽・獣・鹿・龍・虎が配される。参龍氏を表現したとみられる

神仙は右を向いている。禽は左を向き、右を振 り返っている。獣は右を向き、鹿は左向きで、小乳を挟

んで向き合う格好となる。龍は右を向き、首は左を振り返っている。虎は右の向きである。図像の余白

には雲気を表現したとみられる渦文で埋められている。

銘帯

銘帯は幅0.55cmで、突線に挟まれている。一部欠損するが、銘文は図右からはじまり、右回りに「上

方乍党真因 工青龍白虎子・」の12字で構成される。隷書風の角ばった書体で鮮明に鋳出されている。

字の大きさは、「真」が高さ9剛、「工」が高さ 3 11Hlと 開きがあるものの、他は4～ 6 Hull程度に収まり、

「党」、「真」、「因 」の間を除けば、字間もほぼ揃っている。

外区

外区は外向鋸歯文帯、細い二条突線、外向鋸歯文帯、外周突線で構成される。銘文「上」。「工」を結

ぶラインを起点にして、内側の鋸歯文帯、外側の鋸歯文帯の左50° 方向に鋸歯の乱れがみられ、施文の

割付けの終始点と思われる。外縁内側斜面は短く立ち上がり、僅かに彎曲して外縁頂部に至り斜縁とな

る。外区内側斜面は無文で、研磨がよく施されている。
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第19図 SM1002竪穴式石室出土 斜縁上方作銘獣帯鏡 (S=1/1)
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鉄 剣 (第21図 )
20は全長30.4cm、 身の長さ20.Ocm、 身幅2.5cm、 身の厚み0.5cm、 茎の長さ10。 2cm、 茎幅1.5cm、

茎の厚み0,4cmで ある。茎部に目釘孔は見られない。身には明瞭な鏑はなく、横断面は凸レンズ状を呈

する。関は角関である。把口が関の部分で終わっており、短剣の可能性が高い。身・茎に本質が遺存し

ており、鞘・把などの装具を有する。剣の表・裏面には朱が多量に付着していた。

鈍 (第21図 )

23は全長36.lcm、 刃部最大幅0。 8cm、 茎部幅0。 7cm、 厚み0。 3cmを測る。鋒から1。 9cmの範囲にのみ楕円

形状の裏すきをもち、茎断面は長方形で薄い板状を呈する。基部から27.4cmの範囲まで部分的に縦位の

木目をもつ木質が遺存しており、握り部が作られていたものと思われる。

第21図  SM1002竪 穴式石室出土鉄器 1

鉄 鏃 (第22図 )

鉄鏃は小片も含め、43点出上しているが、実測し得たものは31点であった。いずれも圭頭形鉄鏃であ

る。片鏑造りで、錦側には鋒から身にかけて「人」字形の研ぎが認められ、先端部の断面は三角形状を

呈する。定角式鉄鏃に形態が似るが、鏃身・茎部とも断面形は円形を呈し、弥生時代石鏃の系譜をひく

ものではないと考えられる。茎部に付着する木質の観察によれば、茎部は直接矢竹に挿入後、樹皮によっ

て巻かれ装着される。同形態は佐賀県西一本杉遺跡 ST1008出 土資料 (松尾 1983)等 にみられるが、

全国でも希少なタイプのものである。西山谷 2号墳のような多量副葬は初出である。この鉄鏃の系譜や

発生の契機については明らかではないが、朝鮮半島や北部九州～西部瀬戸内にその出現の背景があるも

のと考えられ、弥生終末期～古墳時代初頭に出現するものと推測される。

全長4.6～ 5。 6cm、 鏃身長2.5～ 3.Ocm、 鏃身の最大幅1,0～ 1.4cm、 茎長1.8～ 2.7cmに収まる。鋒部分の
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長さは0。 9～ 1.3cmで、鏃身長に対する比率は36.0～43.3%と なる。関幅は0。 7～ 1.Ocmで 、鏃身の最大幅

に対する関幅の比率は70.0～ 71.40/0である。茎端部の遺存状態のためか茎長にやや変差がみられるが、

鏃身部の寸法は概ね規格性が高い。同様に鏃身部の形態についても規格性が高い。刃は直線的で、身の

側縁部も直線的なものが主体を占める。鏃身の側縁部には、内彎しているものも見られ、形態のバリエー

ションとも考えられるが、鏃身の断面形が円形であることや鉄鏃の大半は寸法・形態に高い規格性がみ

られる事を考慮すれば、銹化による変形とみることが妥当である様に思われる。

鉄 斧 (第22図 )
46は鍛造の斧状鉄器で刃部と思われる。丁寧な鍛打により製作されている。小片であるため全体の詳

細な形状は不明であるが、板状の形態を呈するものと考えられる。

(2)棺外副葬品 (第 18図 )

石室北小口寄りの棺外、石室北小日から60cm南に、切先を北に向けた鉄槍 2本が棺に沿うように検

出された。石室南小日から60cm北中心に、直口壺 1個体・甕 3個体が検出された。内外面には水銀朱の

付着が認められる。土器は粘土床に貼り付くように出上し、土器片の出土レベルはほぼ同一である。出

土状況から破砕された後、棺上に副葬されたものとみられるが、なお検討の余地が残る。

石室上側面が持ち送り構造を示すことや棺床北小口周辺 (頭部)に散在した鉄鏃、南小口周辺の上器

の出土状態から、後世に攪乱を受けたものとみられる一方、鏡や剣、側壁際の鉄槍などは原位置を示し

ている。

鉄 槍 (第21図 )
鉄槍は棺に沿うように2点出上している。21は全長34,4cm、 身の長さ23.7cm、 身の幅は3。 2cmを測る。

茎長10。 7cmである。身の横断面は凸レンズ状を呈する。関は角関である。22は全長31,9cm、 身の長さ

25.3cm、 身の幅は3.Ocmを 測る。茎長7.7cmである。身の横断面は凸レンズ状を呈する。茎部には 1カ 所

目釘子とが認められる。関は角関である。

21・ 22と もに類似した形態を呈するが、一方は茎の長さが3.Ocm短い。直線式のttFで、茎部 4面に縦

位の木目をもつ木質が遺存しており、関を越え刃部に達する状況も観察される。茎部 4面を固くはさみ

込み、柄に装着していたものと思われ、装着方法に弥生墳丘墓の副葬例などにみられる古段階の様相を

みせる。また、身の部分にも一部木質が遺存しており、鞘に納められていたと思われる。
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土 器 (第23図 )

直口壼 (47)。 甕 (48～ 50)と もに胎土に結晶片岩粒を含む東阿波型土器で、色調は赤褐色である。

体部外面は縦方向の細かなハケ、体部内面下半は縦方向のヘラケズリ、内面上位は横方向のヘラケズリ

を施し、器壁は薄く仕上げられる。体部内面上位及び内底面にユビオサエを施す。甕口縁部外面はヨコ

ナデおよび 2条の擬凹線を施すものがみられる。口縁端部のつまみ上げは小さいが、鋭く収める。底部

は僅かに平底をとどめる。いずれも内外面に朱の付着を認める。時期的に徳島県の既往の編年では、阿

波Ⅵ 3様式 (黒谷川Ⅲ式)の年代に収まるものであり、概ね 3世紀中葉頃の年代観が与えられる (菅原・

瀧山 2000)。

0                                  20cm

第23図 SM1002竪穴式石室出土土器
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(4)ま とめ

東側尾根調査区で出土した古墳群は 3号墳を除き、尾根を僅かに整形したもので明確な墳丘はない。

時期的には古墳時代前期末～中期初頭に収まるものと考えられる。東尾根で確認された古墳群は石蓋土

竣墓を除き、主体部は東西方向を志向しており、斉一性がみられる。

また本調査区は南北および東西に二股に分かれた尾根となっているが、それぞれの尾根において古墳

の構築時期および古墳群の構成、主体部の主軸方向、占地など様相が異なる。このことは古墳築造集団

が別の集団である、あるいは当該期の社会的規制に起因するものと考えられる。

2号墳における調査成果は、以下のとおりである。

竪穴式石室について

西山谷 2号墳は、出土遺物などから最古級の板石積みの竪穴式石室をもつ。石室は長幅比が 5:1で、
いわゆる「長大型石室」に該当する竪穴式石室の最も古い例である。西山谷 2号墳の竪穴式石室の構造

が、直径20mの小規模な円墳に採用され、かつ古墳初現期の様相を呈することから、当該地域におい

て畿内に先駆けて長大型の竪穴式石室を埋葬施設としてすでに採用されていたものと考えられる。

石室は南北主軸である。本県では南北主軸の埋葬施設は蓮華谷 2号墳 。上板町安楽寺谷 1号墳などの

円墳にとどまらず、前方後方墳の徳島市奥谷 1号墳にもみられる。四国の前期古墳の多くは埋葬施設を

東西方向に作るが、 2号墳は畿内の多くの古墳と同じ南北方向である。石室の板石積みも、 4世紀以降

の畿内勢力との特に強い結びつきを窺わせるが、むしろ四国勢力が畿内勢力に影響を与えたとも考えら

れるものの、現段階では推測の域をでない。四国東部 (阿讃地域)の前期古墳の埋葬頭位については東
西主軸の優位が指摘されてきた (天羽・岡山 1982)。 ただし、墳丘主軸と主体部の軸関係については、

阿波と讃岐地域では明瞭な差異がある (福永 1990)。 阿波において讃岐地域に通有な主軸斜行主体を厳

守するのは、萩原 1号墓と萩原タイプの築造規格をもつ奥谷 2号墳の 2例にすぎない。全体として東西

軸規制は緩やかであり、東西主軸の優位性は中期まで継続するが、南北主軸をもつものが点として分布

する。東西主軸の規制範囲を讃岐地域と親縁関係をもつ階層と捉えられるかどうかについては、東西主

軸を志向する古墳群の規制程度とその階層範囲、南北主軸の古墳被葬者との格差程度については、副葬

品の組成を含めて、さらに検討が必要である。

西山谷 2号墳の竪穴式石室の裏込めは墓壊の壁際まで行われ、石室壁体の構築と併行 して行ってい

る。結晶片岩を大量に用いており、竪穴式石室外周に墓壊を覆う石積みがある。本石室構築法に類似す

るものとして徳島市宮谷古墳 (一山他1992)の竪穴式石室がある。墓墳壁に石室を築くのと同様に石を

積み、さらに墓墳内に結晶片岩の板石で控え積みをしている。本石室は整備された囲み壁形状ではない

が、見かけ上、宮谷古墳の竪穴式石室形状に類似した形態をしている。本石室は、鳴門市萩原 1号墓や

香川県石塚山 2号墳にみられる石室壁体構築と墓娠石積みが同時に行われる石積み墓娠壁構築法にも通

じる石室構造を呈する。これは阿讃積石文化圏の在地的要素を反映したものとみられる。安楽寺谷墳墓

群では、すでに庄内式併行期の砂岩礫積みの竪穴式石室墓が同様の構造を採用しており、在来的な要素

を反映したものとみることができる。

西山谷 2号墳の埋葬施設に採用された竪穴式石室は、阿波における結晶片岩板石を使用した長大型石

室として初現である。後続して前方後円墳の徳島市宮谷古墳の竪穴式石室が出現する。いずれもU字

形に掘 り凹む粘土棺床をもち、割竹形木棺を安置していたとみられるが、墓墳基底部の構造については、
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西山谷 2号墳は墓媛基底をU字形に掘 り込み、粘土棺床を設置するのに対し、宮谷古墳は平坦な墓壊

基底に粘土棺床を設置する構造の違いが認められる。両者の竪穴式石室の構造は、古墳出現期～前期前

半の構造的特徴を表すものといえる。また西山谷 2号墳の時期は、大和地域で板状石材を使用する長大

型石室をもつ中山大塚古墳 (前方後円墳132m)と併行する段階であり、また基底部構造については吉

備地域の弥生墳丘墓に出現しており、西山谷 2号墳の竪穴式石室は吉備地域の影響下で成立したことも

想定されるが、なお検討を要する。

西山谷 2号墳の竪穴式石室は、阿讃地域の伝統的な埋葬手法を受け継ぎながら、古墳の成立要件であ

る竪穴式石室も築きあげたものと思われる。前方後円墳の成立とともに竪穴式石室の基底部構造におい

て、粘土棺床と礫石の使用を埋葬施設の成立に必備としたものと比べれば、石室基底部の礫床や排水溝

の整備などの諸要素を欠いている。これらは松山市朝日谷 2号墳や妙見山古墳、香川県鶴尾神社 4号墳

の棺床構造にみられ、四国の前期古墳の在地的な棺床構築法と考えられる。当該地域内を律する秩序の

地域性を表徴するものとして評価すれば、本石室は古墳の形式が定型化しつつある過渡期のものと解釈

することができよう。

副葬品について

西山谷 2号墳は円墳でありながら、各地の初現期 (4世紀頃)の前方後円墳と比べても遜色のない埋

葬施設 (長大型竪穴式石室)や副葬品 (中国鏡の完鏡副葬・鉄器の大量副葬・朱の使用)を有している。

西山谷 2号墳は出土土器から3世紀中頃の年代が与えられる。やや不整形な小規模円墳であり、葺石

ももたない。副葬品の組み合わせは、上方作系浮彫式獣帯鏡・武器類 (鉄鏃・鉄会j・ 鉄槍)・ 工具類 (鈍 )

および土器類 (壷・甕)の 4品目である。剣や槍とした鉄器類は茎の形態を中心にやや規則性に欠け、

多様性がみられる。玉類の副葬はみられないが、質
。量ともに畿内 。瀬戸内地域の前方後円墳と比較し

て、なんら遜色のない内容である。また初現期の古墳には副葬品に玉類を欠く事例がみられるが、 2号

墳においてもそれが追認された。                              1

西山谷 2号墳の構築時期については、すでに先述しているが、出土した土器による編年などから、3世

紀第 3四半期に収まる築造とみられ、徳島市宮谷古墳 (前方後円墳37.5m)、 板野町蓮華谷 2号墳 (徳

島県埋蔵文化財センター1994)に先行する徳島県最古の古墳である。西山谷 2号墳は、萩原 1号墓直後

型式の年代観が与えられ、長大型石室の最古例である。石室の構築年代については、棺外副葬品として

出土した土器からみて既往の編年では、黒谷川Ⅲ式 (菅原 1986)、 『弥生土器の様式と編年 四国編』

阿波地域Ⅵ 3様式に収まるものであり、布留 0式までは下らないと考えられる。阿波地域Ⅵ
-3様式 (黒

谷川Ⅲ式)は従来、弥生時代終末期最新相に位置付けられてきたが、古墳時代最古様式に修正されてい

る (菅原 2000a)。 当該時期は板状石材を使用する長大型の竪穴式石室をもつ首長墓が築造される時期

であり、大和地域の中山大塚古墳 (前方後円墳132m)と併行する段階のものと思われる。

鳴門市大麻町から板野町にかけての阿讃山脈南麓に構築された前期古墳には、中国鏡の副葬が卓越す

るという特徴がある。鳴門市萩原墳墓群 1号墓 (画文帯神獣鏡)、 天河別神社古墳群 4号墳 (斜縁二神

三獣鏡 )、 板野町阿王塚古墳 (画文帝神獣鏡)な どで出土例がみられ、今回の調査でもその傾向を裏付

ける成果が得られた。

西山谷 2号墳出土饒は、斜縁上方作銘獣帯鏡の最も古い完鏡の古墳副葬例のひとつとみられ、広島市

中小田 1号墳出土鏡、島根県松本 1号墳出土鏡、長野県中山36号墳出土鏡などに類例がみられる。
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中国鏡の入手は、畿内の中央政権からの一元的な配布として、従来、一般的見解として認知されてき

た。つまり、製作地 (中国大陸)か ら、朝鮮半島 (楽浪・帯方郡)を経由して、畿内中央政権より、地

方首長に配布されたという流れで理解されてきている。

漠鏡 7期の画文帯神獣鏡を主とする鏡群については、瀬戸内東部から畿内に集中し、前方後円墳 (高

規格の古墳)に完鏡副葬される。これに対し、漠鏡 7期の上方作系浮彫式獣帯鏡などの鏡群は、九州か

ら近畿にかけて破鏡が多く存在し、その広い地域で完形の鏡が比較的均等に分散されている。また畿内

から配布されたと考えられる碧玉製腕飾類を伴わない、規格の低い古墳からの出土が多いとしている(岡

村 1992)。 西山谷 2号墳も直径20m前後の円墳であり、墳丘の規模・形状からは高規格の古墳とは言

い難く、規格の低い古墳から出土する傾向と一致する。

このことから画文帯神獣鏡は畿内の中央政権から地方への一元的な配布であり、これに対し、上方作

系浮彫式獣帯鏡などの鏡群は、畿内の中央政権を介さずに従前からの流通体系に従って大陸・半島より

流入したのではないかと考えられ、鏡の年代差については、上方作系が画文帯より先行すると考えられ

る (岡村 1992)。 上方作系浮彫式獣帯鏡は、 2世紀後半の製作から間もない頃、畿内中央政権の形成と

その政治的連携や政治的浸透力の拡充に先立って、在地の首長のもとに流入したものであると考えられ

る。

西山谷 2号墳から出土した鉄鏃は、鏑側には鋒から身にかけて「人」字形の研ぎが認められ、先端部

の断面は三角形状を呈する。定角式鉄鏃に形態が似るが、鏃身・茎部とも断面形は円形を呈し、弥生時

代石鏃の系譜をひくものではないと考えられる。≧端部の遺存状態のためか茎長にやや変差がみられる

が、鏃身部の寸法・形態は概ね規格性が高い。刃は直線的で、身の側縁部も直線的なものが主体を占め

る。同形態は佐賀県西一本杉遺跡 ST1008出 土資料 (松尾 1983)等にみられるが、全国でも希少なタ

イプのものである。西山谷 2号墳のような多量副葬は初出である。この鉄鏃の系譜や発生の契機につい

ては明らかではないが、朝鮮半島や北部九州～西部瀬戸内にその出現の背景があるものと考えられる。

時期的には弥生終末期～古墳時代初頭に出現するものと推測され、有稜系の定角式鉄鏃に先行する段階

のものと思われる。

鉄鏃の他、武器類として副葬されたものには鉄剣・鉄捨がある。矛はみられない。前方後円墳成立期

(3世紀中葉)には、朝鮮半島においては長兵として、これらの短剣形武器は衰退し、矛が主体となっ

ており、当該期の短剣形武器の多くは国産品であるとみられている(村上 1998)。 その製作地としては、

鍛冶・鉄器製作技術の高い地域であった北部九州～西部瀬戸内にかけての地域が想定され、流通したも

のと考えられる。

大陸あるいは西方からの文物は、従前からの流通体系により各地域の首長が直接入手していたが、首

長連合が進み、王権が誕生する契機となった。各地域の首長は、大和地域を中心とする畿内中央政権の

傘下に入り、物資や情報の流通体系の一元化が行われたものと考えられる。その表徴のひとつとして畿

内的前方後円墳が全国的に造られるようになるが、上方作系浮彫式獣帯鏡は大和政権とよばれる中央権

力が畿内に形成される以前に流入し、その入手にあたって大和政権は介在しておらず、地方首長が独自

に入手していたと想定され (岡村 1992)、 国家形成 (成立)以前に各地に現れた権力者が独自に入手し

たものと考えられる。西山谷 2号墳の被葬者についても、そうした首長の 1人であつたことが想定され、

最新の鉄製品の導入などからも窺われる。
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出土土器について

西山谷 2号墳から出上した壼・甕の 4点の上器については、時期的および特徴的なものについては本

文中でふれられているように黒谷川Ⅲ式に相当する。

ここで本文との繰り返しをおそれずに西山谷 2号墳出土土器の特徴についてみてみると、47の直口重

は胴部の最大径をやや高い位置にもつ。底部を欠損するが、おそらく突出気味の九底を呈するものと思

われる。48～ 50は東阿波型の奏である。48の 口縁部は短く開きつまみ上げた端部は顕著に肥厚する。こ

のつまみ上げることによってつくり出された平坦面は明瞭であり、擬凹線を2条施している。さらにこ

れと同一個体とみなされる下半部には、わずかに平坦面をとどめる底部が認められる。一方、49・ 50は

48に比べると口縁部がやや長く開き、日縁端部はつまみ上げるものの肥厚は弱く平坦部は狭 く擬凹線も

明瞭ではなくなる。このような奏口縁部の形態差はそのまま時期差を示すものと考えられ、後者が若干

新しい様相を呈しているといえる。しかし、いずれも口縁端部のつまみ上げは小さいがシヤープになる

とした黒谷川Ⅲ式の範疇におさまるものであり、新しい様相を呈しているとした49・ 50の 2個体におい

て下半部が残存していないため決定づける要素は不十分であるが、口縁部の特徴から黒谷川Ⅲ式の中で

もやや新しくⅣ式に近い様相をもつものであると考えられる。

以上、西山谷 2号墳出土土器の特徴についてふれてきたが、ここで、西山谷 2号墳と同時期もしくは

これに前後する墳墓あるいは古墳から出土した土器についてその特徴などについて比較を行ってみるこ

とにする。

まず西山谷 2号墳に先行する墳墓としての上器は、鳴門市所在の萩原 1号墓出土土器があげられる。

これらの土器類は、主体部上面の白色円礫中に集積されていたと考えられている小型の精製土器と墳丘

上面や周溝内から大型の重などである。小型精製土器にはB類細頸壷、台付小型九底壷、小型広口壺

がある。B類細頚壼は口縁部が内彎する形態をもつ。その内彎の程度は後述する香川県鶴尾神社 4号墳

出土土器 (渡部・藤井 1983)よ りも緩やかで、最大径は胴部中位にあり球形を呈する。底部は平底の

痕跡をわずかにとどめる。口縁部と同一個体ではあるが接合しない胴部のみの出土土器は最大径を中位

にもつが、わずかに扁平化する兆しがみられる。また、小型広口重では胴部上半から中位に最大径をも

ち、下半のふくらみはまだみられない。これらの点から萩原 1号墓出土土器は、黒谷川Ⅱ式段階に比定

することができる。また、墳丘および周溝から出土した大型の上器群はいずれも明確な平底を有するも

のであり、小型精製土器と時期的には差はないものと考えられている。

この後、萩原 1号墓出土土器と西山谷 2号墳

出土土器との間を埋める時期の上器は阿波地域

の墳墓からはみられない。そこで、萩原 1号墓

に後出する墳墓としては、竪穴式石彬卜をもつ前

方後円墳である鶴尾神社 4号墳があり、その石

彬卜周辺から出土した土器群が検討材料としてあ

げられる。

西山谷 2号墳出土土器と鶴尾神社 4号墳出土

土器の先後関係については菅原康夫氏と大久保

徹也氏による論考に代表される。菅原氏は鶴尾

神社 4号墳石室南側墳頂部から出土した東阿波
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型模倣土器が黒谷川Ⅳ式に比定でき、これが布留 0～ 1式に相当さ

れること、そして鶴尾神社 4号墳と同時期とされる香川県丸井古墳

出土の甕における口縁端部をつまみ上げる特徴が、黒谷川Ⅲ式にお

いても後出する要素であるとすることなどから鶴尾神社 4号墳出土

土器と黒谷川Ⅲ式の接点は微妙であるとしつつ西山谷 2号墳が鶴尾

神社 4号墳に先行するとしている。 (菅原 2001)

一方、大久保氏は鶴尾神社 4号墳出土土器のなかの細頸壺を編年

の指標とし、これに郡家原遺跡 SD158、 六条上所遺跡 SK01出 土土

器を比較資料とし、讃岐⑥段階に位置づけている。大久保氏の言う

この讃岐⑥段階は阿波地域の編年に比定すると黒谷川Ⅱ式とⅢ式の

間に位置し、黒谷川Ⅲ式は讃岐⑥段階よりも新しい讃岐⑦段階に並

行するとみることから、黒谷川Ⅲ式の時期でも新しい段階に位置す

る西山谷 2号墳出土土器は鶴尾神社 4号墳出土土器に後出する (大

久保 2002)と いう、菅原氏とは逆の見解に達している。

次に西山谷 2号墳より若干遅れる古墳に、上板町所在の蓮華谷古墳群

(Ⅱ )2号墳出土土器 (須崎 1994)があげられる。出土土器には東阿波

型土器の広口重があり、石室南小口外側において口縁部を東側に向け横倒

しの状態で出上している。胴部最大径はやや高い位置にあり、倒卵形を呈

する。底部は突出気味の九底であり、胴部内面上半はユビオサエ、下半は

ヘラケズリを施すなど技法の面においても東阿波型土器の様相を色濃くと

どめる。口縁端部は方形におさめられ擬凹線も明瞭ではなくなってきてお

り、口頸部の境もなくなっている。これらの点から西山谷 2号墳出土土器

よりも後出するものとみてよいであろう。

最後に西山谷 2号墳に後出する古墳として徳島市所在の宮谷古墳出土土

器がある。西山谷 2号墳出土土器と共通する器種の出上がなく全体を復元

できるものはないが、二重回縁壺が複数個体出土している。この二重口縁

壺の回縁部はいずれも直立して立ち上がり、外面には複数条の凹線を巡ら

す。この特徴をもった形態は黒谷川Ⅱ式段階に出現

し、続 くⅣ式において盛行する。このような点とあわ

せて宮谷古墳出土土器は、口縁部がほぼ垂直に立ち上

がり折り返しも直角に近いことから黒谷川Ⅳ式段階に

含まれるものと考えられる。

以上、西山谷 2号墳出土の上器に前後する阿波地域

を中心とした墳墓出土の土器についてみてきた。上記

のように西山谷 2号墳出土土器は、萩原 1号墓出土土

器に後出し蓮華谷古墳群 (Ⅱ )2号墳出土土器、宮谷

古墳出土土器に先行し黒谷川Ⅲ式段階に位置すること

はほぼ確定できる。しかし、西山谷 2号墳出土土器の
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位置づけをより確定的なものとするためには、黒谷川Ⅲ式と鶴尾神社 4号墳出土土器との前後関係をよ

り詳細に分析する必要がある。

一方、これら供献土器の出土状況についてみてみると、西山谷 2号墳出土土器は石室南西側に集中し

て出上しており、木蓋上面に安置されていたと考えられている。しかし、直口重を除きいずれの甕も細

かく破砕されていることから、葬送儀礼に際し棺を安置し、閉蓋時点で破砕した土器を南西側に重点的

に散布するという行為が行われていたと想定できる。また小型精製土器 (加飾食器)を伴わないこと、

さらにいずれの土器片にも朱の付着が認められることなどから、飲食儀礼を行わないが朱の散布は遂行

するという行為もあわせて考えられる。しかし、土器に付着した朱については棺床に散布されたものが

付着したのか朱を塗布した土器を供献したのか、それとも葬送儀礼に際し供献土器を朱の器としていた

のか検討の余地が残る。

萩原 1号墓では、方形区画の 4隅 に土器を供献するという行為が確認されており、またその器種・量

とも豊富である。鶴尾神社 4号墳においても焼成前穿孔し儀器化した供献土器を破砕し埋葬施設周辺に

置いており、その器種・量の豊富さは同様である。ところが、西山谷 2号墳に後出する蓮華谷古墳群 (Ⅱ )

2号墳では広回壺 1点を横倒しにした状態で安置されており、西山谷 2号墳よりさらに土器の供献に対

しての行為が矮小化している。

以上のように墳墓出上の土器形式とその出土状況などを合わせて考えてみると、西山谷 2号墳は土器

の破砕や朱の散布、小型精製土器を伴わず器種の限定・少量化という方針がとられていたことが看取で

きる。つまり、西山谷 2号墳に先行する萩原 1号墓や先後関係が微妙な鶴尾神社 4号墳などにはみられ

ない新しい要素を確立しているといえるのである。その一方で確立された新しい要素は、後出する蓮華

谷古墳群 (Ⅱ )2号墳に継承されていることは確実視できる。
以上土器の型式とその出土状況について概観してきたが、いずれも当該期の第 1級資料であるため今

後のさらなる検討に期待したい。

西山谷 2号墳の位置付け

西山谷 2号墳は古墳の形式化する過渡期、古墳のスタイルが確立する以前の段階ものと思われる。言

い換えれば、畿内に核をもつ「古墳文化」の傘下にある、あるいは同盟的関係をもつことは認められる

が、西山谷 2号墳はその諸要素に自立性が確認されるため、西山谷 2号墳における古墳の諸要素のすべ

てを畿内からの「配布」と考えることには疑問がもたれる。西山谷 2号墳は、畿内で確立する古墳 (長

大型石室)構造を持ち、畿内中央政権の王墓の先駆けとなる古墳であった可能性がある。

阿讃山脈東南縁地域における最古の墳墓は萩原 1号墓である。主体構造の再検討の結果、積石木榔と

いう前方後円墳に継続しない埋葬施設を構築し、箱形木棺を安置していることを確認した(菅原 2000a)。

墓上祭祀に伴う土器組成に吉備や讃岐地域との関連が窺え、特に萩原 1号墓における積石低墳丘・狭小

な突出部の付設、主体部上面への白色円礫の被覆や列石による墳丘区画は、阿波型弥生墳丘墓ととらえ

うるとしている (菅原 2000a)。 萩原 1号墓から西山谷 2号墳への非連続性は、単一埋葬、多量の上器

供献行為の欠落、白色円礫の不採用、竪穴式石室と到抜式木棺の出現、完形鏡の副葬、鉄器の多量副葬

などの点から、阿波地域における定型化古墳の境界線をここに設定することができるとしている (菅原

2000a)。

西山谷 2号墳の竪穴式石室については概要項で述べたように、基底部形態はSC型式の構造を示す。
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外周の石積みは墓壊壁に沿って貼り付けたような形状であり、石室上面を被覆する構築法であって、控

え積みの機能を果たしていない。宮谷古墳でも結晶片岩板石を礫椰状に配した壁体が構築されており、

西山谷 2号墳と同様の手法が採られている。石室平面形態では、短小型に属する鶴尾神社 4号墳とは構

造・石室長幅比においても明瞭な相違があり、阿讃地域の最古式竪穴式石室に短小型と長大型 (都出

1986)の二形態が存在していることが窺える。西山谷 2号墳の石材の多用と石室の被覆機能、特に裏込

め上端における砂岩礫の併用は、萩原 1号墓の木存【外周の方形区画列石 (石囲壁)構築法の痕跡ともみ

なしうるもので、阿波における竪穴式石室出現過程を暗示するものといえよう。

石室石材に用いられている結晶片岩は、弥生時代終末期の萩原 1号墓ですでに採用されており、結晶

片岩を採用した竪穴式石室は西山谷 2号墳で形態的にほぼ完成されている。以後、古墳主体部 (埋葬施

設)築造の石材として継承されていく。結晶片岩は埋葬施設に用いる石材として葬送観念の意味が持た

されたとみられ、畿内の古墳にも用いられている (宇垣 1987)。

畿内中央政権は各地の墓制を取り込み、洗練させながら前方後円墳として古墳のスタイルを成立させ

たと思われる。西山谷 2号墳は畿内の古墳の原形とまではいえないが、竪穴式石室の構築法で何らかの

影響を与えたと十分に考えられる。西山谷 2号墳はその構築時期および石室の形態から、瀬戸内東部地

域で成立 。発達した板石積みの石室が畿内に普及したとする説、畿内で成立する古墳構造の原形となっ

たことの傍証・補強するものといえる。このことは竪穴式石室の成立過程を探る上で非常に意義深い。

当該地域は、列島各地を結ぶ水上交通の大動脈として機能していたと考えられる瀬戸内海に面し、古

代の官道である南海道が設定されるなど、阿波と畿内、瀬戸内地域を結ぶ交通の要地であり、また内陸

部への物流の主要な経路の一つであったと考えられる吉野川を一望できる立地であることなどから、西

山谷 2号墳は水上交通権を掌握した首長墓と位置づけることができる。

また東尾根の石室墓あるいは周辺に所在する石室には石室石材に砂岩を使用しており、副葬土器にも

片岩の含有がみられない。西山谷 2号墳は石室に吉野川南岸で採取される片岩板石を使用し、また鮎喰

川流域で製作された土器を副葬していることなどから、 2号墳の被葬者は当時、阿波の中心地だった鮎

喰川流域から、この地域を掌握するために派遣された人物 (派遣将軍)であつたと推定される。片岩を

使用した石室、館喰川流域で製作された土器は、当該地域では首長クラスの墓にしか用いられないと考

えられる。このことは特定の階層の人物にしか使用できない社会規範が整っていたと考えられ、当該期

の当地域に地域の政治と経済を掌握する首長の存在と権力構造が整っていたことが窺われる。
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3 石室の移設・保存と公開

(1)移 設に至 る経緯 と経過
西山谷 2号墳の保存についての具体的協議は、用地交渉で中断していた発掘調査再開の目途が立った

平成11年 11月 に開始された。埋蔵文化財センターは当該古墳、特に石室の重要性から、文化財課に保存

措置の検討を提案した。文化財課では、現地保存・移設、双方の可能性を追求しながら文化庁、中四国

各県の調査遺跡保存の類例を取材する一方、高速道路推進局・JH徳島工事事務所に可能性を打診、鳴

門市教育委員会への状況説明と移設の場合の受け入れの可能性について打診した。しかし、石室の重要

性は極めて高いが墳丘施設等は簡略であり、当時保存を要請する可能性がある遺跡調査に未着手であっ

たことなどから、石室の移設保存を念頭において、平成12年 2月 文化財課・埋蔵文化財センターは」H
四国支社・徳島工事事務所、高速道路推進局と協議した。以後、工程や費用負担などの諸課題について

検討を進めることとした。同時に、受け入れを打診された鳴門市は移設候補地の検討を開始した。 3月

9日 には文化庁調査官が現地視察、重要性を確認した。翌日、調査着手したばかりの日開谷西古墳群 (大

代古墳)で前方後円墳が発見され、保存協議は並行して進められることとなった。年度が替わった4月

3日 、文化財課長名の文書で移設保存を依頼、翌日JH四国支社は、西山谷 2号墳石室・日開谷西古墳

群 (大代古墳)と 4月 以降着手予定で保存を要請する可能性もあるカネガ谷東古墳群 (カ ネガ谷遺跡)

と西山田古墳群 (I)を 含め、路線全体の総合的な扱いのなかで判断したいという意向を示し、西山谷

2号墳石室の取 り扱いについては」H徳 島工事事務所に任せるかたちで調整した。翌日、JH徳島工事

事務所からは現地から搬出させる費用を負担する旨の回答があり、調査方針も確定した。

4月 18日 記者発表、20日 以降大きく報道され、22日 には移設保存の方針も報道された。23日 の現地説

明会には約800人の見学者があった。

その後 JH徳島工事事務所は工事用道路の敷設計画・工程を示し、調査工程との調整を図るととも

に、搬出先の決定期限が示されることとなった。地元大谷地区で急返結成された「西山谷 2号墳を考え

る会」が鳴門市長へ現地保存等を陳情、「西山谷 2号墳の現地保存を求める要望書Jが文化財課長宛に

提出された。地元要望を受けた鳴門市教育委員会からも、「西山谷 2号墳の保存に関する要望書」が JH

徳島工事事務所長と文化財課長宛に提出された。文化財課ではそれぞれに長短ある移設復元候補地を改

めて検討した結果、保存の条件 (設置基盤、温湿度・紫外線、維持管理)で優れている県立埋蔵文化財

総合センターに移設復元する方針を決定した。文化財課長は鳴門市長を訪問して説明した。市長は県の

方針を了承、同席した市教育委員会とともに関係者に説明し、了承を得た。

(2)堅 穴式石室の搬出
石室の移設については、①現地での石室の保存処理作業、②梱包・切り取り作業、③搬出・仮置き、

④石室の復元整備の各段階があり、①～③については、移設方針の決定した 4月 以降、鍛出方法につい

て具体的検討が続けられたが、搬出道路幅などの規制のため 2分割で搬出作業を行う方針が確定した。

各幅 3m、 長さ3m、 高さ2mの ブロック (各約30t)で の切 り取 りとなる。現地説明会以後、並行 し

て切 り取りに対応した調査が進められた。準備作業として、切り取り部分以外の積石の平面実測と、レ

ベリング、ナンバリング、写真記録を行った。搬出業務は6月 28日 付で蜘京都科学に委託し、以後石室
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及び粘土棺床の保存処理、続いて梱包等の作業、切り取 り、搬出作業により、県立埋蔵文化財総合セン

ター敷地内に仮保管した。搬出経費は19,530千円であり、JHが負担した。

作業日誌抄

2000とF

7月 18日 石室移築作業準備。石室清掃等。

7月 19日 移築作業開始。重機等搬入。石室切り取 り位置打ち合わせ。石室積石・粘土棺床保存処理。

分割部分型取 り。

7月 21日  粘土棺床保存処理。分割部分石室積み石取り外し。重機による墳丘裾カット。
7月 22日  石室発泡ウレタン固定。
7月 23日  石室分割部分切り取り。
7月 24日  石室切り取り作業。横穴ボーリング掘削。

7月 25日 H銅 組み付け。鋼材固定。

7月 26日  石室鋼材固定。発泡ウレタン吹き付け固定。
7月 31日  石室切り離し。鉄板圧入。

8月 2日 鉄板圧入作業 (石室切 り離し)終了。石室搬出準備
8月 3日 石室移動。重機により麓まで搬出。

8月 10日  クレーンおよびトレーラーにより石室搬送。センター敷地内に仮保管。

(3)石 室の復元整備

県立埋蔵文化財総合センターに移設復元する方針を決定して以降、文化財課と埋蔵文化財センターは

復元整備工事の方法等について具体的検討を開始した。原位置に類似した建設位置、紫外線等に配慮し

た覆屋の形状、総合センターの整備拡充計画との調和などを念頭に、平成13年度当初予算要求、県土木

部営繕課、板野町への依頼を行った。予算が承認され、平成13年度には営繕課・文化財課・埋蔵文化財

センター等関係者で具体的な工事計画を検討した。設計については (有)堤建築設計研究室が、新設工

事については (有)山本建設が、復元整備工事は (株)京都科学が受注した。石室の石組みが予想外の

損傷を受けていたため、 3ヶ 月工期を廷伸 し、平成14年 7月 8日 完工 した。復元整備の総経費は

28,500,000円 であつた。 7月 16日 には板野町、鳴門市の関係者や JH徳島工事事務所長を招いて竣工記

念式典が執 り行われ、一般公開に至った。

作業概要

切り取つた石室を、埋蔵文化財センター敷地内に予定した移設地点に搬入する。展示施設 (鉄筋コン

クリート製)枠組を設営し、石室復元作業にかかる。石室保護のための上部ウレタン除去後、中央部 (切

り取り部分)粘土棺床復元・石室周辺部裏込め・表面成形 。中央部 (切 り取り部分)石室壁体復元・墓

墳積石復元・墓媛上面葺石復元・粘土棺床復元の各工程を行う。

・対象面積  約600ぽ、うち石室復元約200♂
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・整備内容

1)竪穴式石室の露出保護展示

遺構保存のため、強化ガラス製覆いを設置する。石室内には結露防止のため換気設備を設ける。

2)墳丘および旧地形復元

墳丘および旧地形をイメージ的に復元するため、移設地点の整地・盛土を行う。

3)説明板等展示

カラー写真・図面を含めて調査成果等を解説するアルミ製説明板を設置する。

4)植栽

斜面保護および修景のため、芝・低木植栽を行う。

作業日誌抄

2001年

12月 22日  石室移動。移築 。復元場所に200tク レーンにて吊り上げ設置。
2月 18日 石室復元作業開始。石室分割部分壁体および墓壊積石復元作業。
2月 20日  墓墳の立ち上がり勾配の復元に問題。対荷重・耐久性など対応策検討。施工方法・作業工程

見直し。

2月 27日  墓崚復元方針案決定。セメント系土壌改良材、表面保護強化材、高密度発泡スチロール等を

用いて復元。

3月 11日 石室復元作業再開。
3月 14日 石室復元作業約700/O進捗。

3月 16日 石室復元作業ほぼ終了。

3月 18日 石室周辺清掃。墓壊擬土復元。粘土床樹脂含浸。
3月 20日  石室移築・復元作業最終工程打ち合わせ。

3月 29日  石室粘土棺床・積石クリーニング。副葬品レプリカ設置。石室移築・復元作業終了 (石室部

分)。 周辺整備は後日実施。

7月 16日 西山谷 2号墳竪穴式石室屋外展示施設竣工記念式典。一般公開開始。
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粘土相床の保存処理 石室積石の保存処理

石室切
',取
り準備 横穴掘削

鋼材固定・ウレタン樹脂吹き付け 鉄板圧入

重機による搬出

第24図 石室の移築・保存 1
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徳島県立埋蔵文化財総合センター内移築場所

展示施設枠組み

クレーンによる石室の設置

石室復元 (壁体石積み作業)

竪穴式石室の復元作業風景

竪穴式石室の公開

復元した竪穴式石室

西山谷 2号墳竪穴式石室屋外展示施設

第25図 石室の移築・保存 2
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第26図 石蛮移築工事平面図および屋外展示施設
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西山谷古墳群

第 1表 出土遺構一覧表
SM
遺構名 グリッド 墳丘平面形態

墳丘規模
(m) 脚麟

態壌 長車I

(cm)

墓壊短軸

(cm) 鞠的
石室短軸
(内法cm)

棺床長軸
(cm)

構床短期

(cm)
深度 (cm) 主un方向 備 考

SM1002 H-6 円墳 直径20 四角形状 380
０５

８３Ⅷ
嗣

∞
３５
(上場 )
(基底 )

墓 Jpl

北例125

商側■3

石室

北側ワ

南側57

N■ 6° ―W 2号墳。

SMユ∞3 R―つ5 円墳 直径15 逆台形状 Й 3 石室10 N75° ―W 3号噴。

ST

途構名 グリッド 墳
『
平面形態

墳丘規模
(m)

石室 (主体部)
断面形態

軸廉

ぐｃｍ，

墓 墓壌短軸
(cm)

石室長rtH
(内法m)

石室短珀
(内法cn)

棺床長珀
(帥 )

構床短HIH
(cm)

深度 (帥 ) 主軸方向 備 考

ST1001 S‐ 21 2∝ 鬱 N90° ‐E 1号石室墓。

ST1002 RS-1617 Nヤゞ‐�V 2号石室墓。

STi003 254 N80° ‐E 3号石室華。

ST1004 PQ-97 四角形状 296(基底面 ) 75(基底面)
３７

翻

側

側

南

北
Nワ 3° ―E 1号 石蓋土

残墓。

第 2表 出土遺物観察表
SM(鉄器)
報告普
掲載番号

避 lVl 出土地点 層  位 器 種 全長 (cm)
刃 部 (cm) 茎 部 (cm) 自 釘

関の形状
横断面
形状

重量

(g)

その他 ¢

法髭

(cm)

残存率 部 位 備 考
長 さ 幅 厚さ 長 さ 厚さ 本数 直径 (ω )

Sh11002 粘土槍床 鉄剣 10 2 角 レンズ 1101

SM1002 粘土権床 鉄槍 344 23 7 12 角

SMiO02 H-6 粘土構床 鉄槍 13 角 レンズ

ST(鉄器 )
殺告書
lB載番号

遺 構 出土地点 罵  位 器 種 全長 (卸 )
剛 部 (cm) ≧ 部 (cm) 目 釘

関の形状 鰤淋
霊毒

(g)
卿
遺
鰤

そ

残存率 部 位 備 考
長 さ 幅 厚 さ 長 さ 幅 厚 さ 本敷 直径 (cm)

ST1002 S-16 士土棺床 鉄 剣 04 角 雪レンズ 1222

STlll1 2 S‐ 16 17 省土棺床 鉄槍 27 100 03 角 1105 9/10

ST1004 P Q 27 七土棺床 鉄剣 33 9 04 13 角 レンズ 91 8 1/]

SM(鉄器 )

辮鵬
遺 絡 出土地点 層 位 器種

長 さ (帥 ) 鏃 身 (cm) 重三

(g)

その他の

法豊
(cm)

残存率 部 位 備 考
全  長 鏃  身 茎 長 最大幅 最大厚 関 幅 直 径 互敷(断面形|

粘土構床 鉄 鏃 円 6個 体。

ShII1002 H-6 粘土棺床 鉄鏃 10 円 59 2 5個 体。

S小江1002 省土祐床 鉄鏃 29 21 0 07 円 1/

27 SIvli00p 省上楠床 鉄鏃 21 2 円 82 1/

SM1002 七土柏床 鉄鏃 円

帥江1002 七土棺床 鉄鏃 51 円 1/

SM1002 省土棺床 鉄鏃 27 円

31 SM1002 格主棺床 鉄鏃 23 10 04 円 80 1/

SM10似 七土棺床 鉄鏃 51 円 89

鉄鏃 05 円

餡 SM1002 粘土格床 鉄鏃 円 70

SM1002 格土棺床 鉄鏃 50 2 円 1/

SM1002 と上権床 鉄鏃 28 2 2 円 85 1/

SM10,2 格土精床 鉄鏃 29 3 円

SM1002 H‐ 6 粘土楕床 鉄鏃 23 03 円 1/

SM10ψ 七土精床 鉄鏃 07 円 69

SM1002 七土棺床 鉄鏃 0 05 円 86 1/

SM1002 粘土権床 鉄鏃 円 62

枯土祐床 鉄鏃 03 円

SM10ω 粘土構床 鉄鏃 23 円

SM1002 H-6 粘土構床 鉄鉄 30 2 円

SM1002 七土構床 鉄鏃 26 2 円
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ST(鉄器 )
報告書
掲載番号

避 構 出土地点 層  位 器rt
長 さ (cm) 鏃 身 (cm) 茎 蔓量

(g)

その他の
法量
(cm)

残存華 部 位 備  考
全 長 鏃  身 茎 長 最大幅 最大厚 関 幅 直 径 三歓(断面形)

3 STilX12 も土構床 鉄鏃 125 114

6 STilXX4 P Q 27 床 面 鉄鏃 5個体。

ST10ω PQ-27 床 面 鉄鏃 3 07 四角 2個 体。

8 ST1004 PQ-27 床面 鉄雛 10 四角 22 9 2個 体。

STユαИ PQ?7 床 面 鉄鏃 よ09 7 03 四角 110

ST10伽 P Q 27 床面 鉄鏃 10 1 5 09 四角

ST10Й PQ-27 床 面 鉄鏃 四角

PQ-27 床 面 鉄鏃 107 1/2 鏃身

ST10銘 PQ-97 床 面 鉄鏃 03 08 四角 116 1/2 鏃 身

ST10伽 PQ-27 床 面 鉄鏃 03 鏃身

STiC134 P Q 27 床面 鉄 鏃 03 1/2 鏃 身

ST10勧 4 P Q 27 床 面 鉄鏃 1/2 鏃 身

PQ-27 床 面 鉄鏃 四角 1/2 茎部

ST1004 PQ-27 床面 鉄鏃 100 03 四角

SM(鉄器 )

絡鵬
遺 構 出土地点 層 位 器 種 鋲

くｃｍ，
幅

帥
隣
くｃｍ， 鰤除

重望

(g)
如
遼
ｍ

残存率 部  位 備 考

SM1002 粘土棺床 知 36 1 03 四角
茎部幅
07

喪に木
質残存。
朱刊着。

粘土槽床
状

器

斧

鉄
1開丸
長方形

1/4

ST(石器 )
告
輔

選 構 出土地点 層  位 石 材 器 種 長さ (cm) 幅 (m) 厚さ (C4) 重畳 (g)
その他の法托

(cm)
残存率 部  位 備 考

ST1002 粘上楕床 泥岩 Fr.石 13解 O t/1

SM(青銅器 )
報告書
掲載番号

選 構 出土地声 層 位 器 種 幅 (cm) 厚 さ (cn) 重景 (g)
その他の法量

(cn)
残存率 部 位 備 考

SM1002 棺内中央部 粘土棺床
斜縁上方作銘
獣帝鏡

面径125 縁高05 完銃。

SM(土器 )

告
船
越 41t 出土地点 層 位 器 種 残存率

日 径
(側 )

部
径
，
大

ｃｍ

体
最
く

径

，ｍ

底

く

径

，

部

甑

顕

く

高

，

器

く

他

景

，

の
法

ｍ

そ

の
く

部  位 形  態 調   整
物

成

有合

組 色 調 備 考

SM1002 粘上槍床
床面

直日壷 醐勁
[76 口縁～

体部

日縁タト反して端部丸く
収める。体部内彎。

外面 :日 縁部ナデ。顕

部器面損傷調整不明。

おそらくナデ。体部タ

テハケ (9条 /cm)。
内面 :日 縁部 頸 部 ナ

デ。体部ユビオサエの

ちナデ。タテヘラケズ
1,。

石英 雲
母 結品
片岩

橙
橙

面
面
外
内

SM1002
粘土構床

床面
霊
日縁部
1/5

13 1

上半部

ド半部
10 1

復元高
23 8

口縁～

底部

回縁外反してくの字。
口縁端部は上方に拡張
する。
底部は使かに平底をと
どめる。

外面 :ナデ タテハケ。
内面 :日縁部ナデ ヨ
コヘラケズリ。底部ヘ

ラケズリのちナデ ユ
ビオサエ。

石英 雲
母 赤色
斑粒 結
品片岩

ぶ
　
　
ぶ

面

褐

面

褐

外

い
内

い

SM1002 粘土棺床
床面

託 醐珀
15 0 124 口縁部

口縁外反して「く」の

字。日縁端部は上方に
拡張する。

外IH:ナデ。タテハケ
(■条/cm)。
内面 :ナ デ ヨコヘラ
ケズリ。

雲

色

結

赤

岩

英

　

粒

片

石

母

斑

晶

ぶ

　

ぶ

面

褐

面

褐

外

い
内

い

SM1002 枯土祐床
床面

発 醐祐
46 口縁部

口縁外反して「く」の
字。日縁端部は上方に
拡張する。

外面 :ナ デ ハケ (12
条/cm)。

内面 :ナ デ ヘラケズ
リ

婁

色

結

赤

　

岩

英

　

粒

片

石

母

斑

品

外面 :に ぶ

い棚

内面 1に ぶ

い褐
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� 大 谷 山 田 遺 跡





例   言

1 本章は四国横断自動車道建設に伴う大谷山田遺跡の発掘調査報告書である。

2 所在地 鳴門市大麻町大谷字相原34他

調査対象面積  19,450r

試掘面積     590r

本調査面積    420ぽ

3 発掘調査期間及び報告書作成の実施期間は次の通りである。

発掘調査期間  試掘 平成■年 3月 1日 ～平成11年 3月 31日

平成12年 3月 1日 ～平成12年 3月 31日

本掘 平成12年 4月 2日 ～平成12年 5月 31日

報告書作成期間    平成14年 4月 1日 ～平成15年 3月 31日

4 遺物番号 。挿図番号・図版番号は通し番号とした。遺物番号は本文・挿図・表・図版と一致する。

5 本遺跡の地理的・歴史的環境については、「Ⅱ 調査地点の立地と環境」を参照されたい。

6 SM1001・ ST1001出土鉄器についての報文は一部栗林誠治が執筆した。
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1 調査の経過

(1)調査の経過 (I―第 1図およびⅡ 第 1・ 5。 20図 )
大谷山田遺跡は鳴門市大麻町大谷地区に所在し、阿讃山脈南麓、大谷川右岸の標高15～20mの北か

ら南へ緩やかに傾斜する扇状地上に位置する。現況は畑地・果樹園である。当該地域は以前から古墳群

が密集する地域として周知されていた。したがって、分布調査で推定された遺跡の範囲の内19,450♂を

調査対象面積として、調査同意の得られた地区から順次、試掘調査を実施した。試掘調査は平成10年度

および平成11年度に実施され、計590♂のトレンチを掘削した。試掘の結果、調査対象地区の北西部に

おいて古墳時代後期の須恵器が出土し、周辺に古墳の存在する可能性が高いため、須恵器の出土した地

区を中心に420♂の範囲を対象に本調査へ移行した。本調査は平成12年 4月 から実施され、平成12年 5

月31日 に終了した。

(2)発掘調査の方法 (第 1図 )
調査を始めるにあたり、グリッドの配置に際しては、発掘統一基準にならい、第Ⅳ系国土座標を基準

とし、 5mメ ッシュを1グリッドとして調査対象地を包み込む形で設定した。南西隅を基準として北に

A・ B,C…、東に 1・ 2,3…の順に記号・番号をふり、その組み合わせで各グリッド名を表すこと
とした。遺構記号・番号は検出時に順次決定した。

(3)調査 日誌抄
大谷山田遺跡調査日誌抄

2000とF

4月 1日  調査準備。

4月 13日  表土重機掘削開始 (須恵器片等出土)。
4月 14日  重機掘削 (須恵器片多数出土)。 作業風景写真撮影。
4月 17日  重機掘削 (須恵器・土師器片出土)。 グリッド設定。遺物平面図1/20作成。

遺物写真撮影。

4月 18日  包含層人力掘削および遺構面精査開始 (須恵器・土師器片出土)。 土層断面撮影。
4月 19日  横穴式石室 (SM1001)検出。写真撮影。
4月 21日  SM1001石室掘り下げ (須恵器・土師器片検出)。 SM1001土層断面図作成。

SM1001石室平面図作成。横穴式石室写真撮影。

4月 24日  SM1001掘下げ。調査区西側で小竪穴式石室 (ST1001)検 出。

4月 25日  SM1001お よびST1001堀下げ (須恵器片検出)。 ST1001土層断面撮影。

SM1001横穴式石室全景写真撮影。

4月 27日  SM1001掘 り下げ (土師器片検出)。 ST1001内 より鉄父J。 鉄鏃出土。遺物写真撮影。

SM1001見通し断面 。平面図作成。

4月 28日  SM1001掘 り下げ (鉄鏃検出)。 ST1001掘 り下げ (鉄鏃・須恵器杯検出)。

5月 1日  SM1001掘 り下げ (床面より鉄鏃・耳環検出)。
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5月 2日  調査区南東にて ST1002検出。SM1001石室礫床平面図作成。

5月 8日  ST1002掘 り下げ。

5月 10日  SM1001・ ST1001・ 1002掘 り下 tデ。SM1001石室閉塞石見通し断面図作成。

5月 12日  ST床面平面 。見通し断面図作成。

5月 17日  SM1001・ ST1001,1002掘 り下げ。SM1001石室平・断面図作成。

5月 19日  SM1001,ST1001・ 1002掘 り下げ。SM1001・ ST1001・ 1002石室平・断面図作成。

石室写真撮影。

5月 22日  SM1001鉄器取り上げ。SM1001石室玉検出状況写真撮影。ST1001・ 1002石室写真撮影。

5月 24日  ST断ち割り。写真撮影。

5月 26日  SM1001石室平・断面図作成。

5月 29日  SM1001断 ち割り。写真撮影。

5月 30日  SM1001石室断ち割り土層断面図作成。

5月 31日  遺構完掘状況写真撮影。調査終了。現場撤収。
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調査成果

(1)遺跡の位置 (I―第 1図およびⅡ―第 1・ 5。 20図 )
大谷山田遺跡は四国横断自動車道建設に伴い発掘調査が実施された。調査地点は阿讃山脈南麓、鳴門

市大麻町大谷地区の大谷川右岸、標高15～20mの北から南へ緩やかに傾斜する扇状地上に位置する。

(2)基本層序 (第 2,3図 )
トレンチ配置状況と土層堆積状況

調査対象地が広範囲にわたるため、調査同意の得られた地区から順次トレンチを設定し、掘削作業を

実施した。試掘に際しては、調査対象面積の5%を基準としてトレンチを設定し、遺物包含層および無

遺物自然堆積層までの層厚の確認と柱状断面図、断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定

については調査対象面積の20%を上限とした。試掘の結果、調査区北西部において須恵器等が集中して

出上したため、420ドの範囲を対象に本調査へ移行した。
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第 2図  トレンチ配置図
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5ト レンチ

L=1640m

E

黒褐色 7 5YR3/2 砂質土
(表土・耕作土、近現代大谷焼片含む。)

褐色 10YR4/4 砂質土
(,=10～ 20cm程 度の砂岩亜円礫多 く含む。)
にぶい黄帽色 10YR4/5 砂質土
(φ =5.Ocm程度の円礫 を多 く含 む。近現代の大谷
焼片を合む。)

掲色 10YR4/6 砂
(φ =0 5cm程度の砂層。φ=3.Ocm程度の円礫 を含
む。)

灰黄掲色 10YR4/2 砂質土
(φ =1.Oom程度の礫 を多 く含む。酸性強い川砂。)

1ト レンチ

灰黄褐色 10YR4/2 砂質土 (表土・桑畑の
耕作±1 0cm角 の上師質土器片出土。)

褐 色 10YR4/4砂 質 土 (,=5.0～ 1 0om程
度の亜円礫が混 じる。浅い谷状地形が埋没。

出土・岩盤風化上の流れ込み。IIA性 やや強

い。)

褐色 10YR4/2砂 質土 (φ =1.Ocm程 度 の
礫層。粘性やや強い。流れ込み。)

褐色 10YR4/6砂 質土 (φ =1.Ocm程 度 の
礫 を含 む。粘性強い。流れ込み。1.Ocm角 土

師質細片出土。)

掲 色 10YR4/4砂 質土 (φ =1 0cm程 度 の
礫 を多 く合む。粘性やや強い。流れ込み。)

褐 色 10YR4/6砂 質 土 (φ =5.0～ 1 0cm程
度の亜円礫 を多く含む。粘性やや強い。山か

らの流れ込み。)

にぶい黄掲色 10YR4/3砂 質土 (φ =2.0
cm程度の礫 を含む。粘性やや弱い。流 れ込
み。)

暗褐色 10YR3/4砂 質土 (φ =0.2cm程 度
の礫を含む。やや砂性強い。流れ込み。)

にがい黄褐色 10YR5/3砂 質土 (φ =50
cm程度の角礫を含む。やや粘性強い。岩盤風

化土。地山・岩盤層。)

10ト レンチ

32ト レンチ

L=1440m

N

黒褐色 7.5YR3/2 砂質土 (表土、梨畑耕作土。)
掲 色 10YR4/4砂 質 土 (φ =0.lcm程 度 の砂 とφ=
5.0～ 10cm程度の亜円礫の砂質層。大谷川,B濫砂礫層。)
暗掲色 10YR3/3 砂礫 (φ=0 1cm程度の砂層。 2層
より粗砂。φ=50～ 20cm程度の亜円礫 を多 く合む。大
谷川砂礫層。)

27ト レンチ

_            些型J80m

S             N

1.黒褐色 7 5YR3/2 砂質土 (表土、梨畑耕作土。)
2.褐色 10YR4/4 砂質土 (砂。φ=0 1Cm程 度の砂 とφ=
5.0～ 10cm程度の亜円礫の砂礫層。大谷川氾濫洪水砂。)
3.晴掲色 10YR3/3 砂礫 (φ =0 1cm程 度の砂層。φ=5.0
～20cm程度の亜円礫 を多 く合む。大谷川砂礫層。)

11ト レンチ
L=1800m

13ト レンチ

W

L=1640m

E

L=1800m

W

1

2

3

4.

5

1.

2.

5,

6

7.

N

2

3

4

16ト レンチ

L=1500m

L=1500m

N

1・ 10・ 11・ 16ト レンチ

1 暗褐色 10YR3/4 粘性砂質上、やや砂質土傾向あり (粘性・ しまりあまりな し。φ=0.3～ 2.Ocm大 の
礫含む。植物遺体が多 く混入。果樹園の耕作土。)

2 暗オリーブ掲色 25Y3/3 60% 皓掲色 10YR3/4 30～ 40% 砂質土 (や や粘性砂質土傾向あり。粘
性 。しまりあまりなし。φ=0.2～ 3.Ocm大 の礫を混入。植物遺体や木の根を多 く混入。床土又は客土。)
3.オ リーブ掲色 2.5Y4/3 50% 褐色 10YR4/4 40～ 50%の 混色 (砂礫による範乱層。粘性ほとんどな
し。 しまりあまりなし。植物の根等が多 く混入。カクラン層。)

4.掲色 10YR4/4 60～ 70% オリーブ褐色 25Y4/3 30～40%(砂礫 と礫層が若干互層のようになって
いる。粘性・ しまりほとんどなし。扇状地の押 し出し層。)

5,オ リーブ褐色 25Y4/3 50～60% 褐色 10YR4/4 20～ 30% 暗灰黄色 2.5Y4/2 10～20%
砂礫層 (粘性・ しまりほとんどなし。φ=0.2～ 1.5cm大 の砂岩円礫から成る。φ章10～ 3.Ocm前 後の礫 を
主体とする植物の根等が若千見 られる。扇状地の押 し出 し層 。自然堆積層。)

6.褐色 10YR4/4 60～ 80% にぶい黄掲色 10YR4/3 10～ 15% オリーブ掲色2.5Y4/3 10% 砂質土
(若干粘性砂質土傾向あり。礫 φ=0.2～ 1.5em大 の大きさを多 く合む砂礫層 とも考えられる。やや土混 じ
りの砂礫層。粘性まれにあり。 しまりあまりなし。扇状地の押 し出し層・ 自然堆積層。)

7.オ リーブ掲色 2.5Y4/4 50% オリーブ掲色 2.5Y4/3 40% 砂質土 シル ト傾向あり (粘性わずか
にあり。 しまりわずかにあり。植物遺体を混入する。,=02～1.Ocm大 の礫少 し合む。床土又は客土。)

第 3図 模式柱状土層図
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土層堆積状況は各トレンチとも類似しており、基本的な土層堆積は表土 (客土・耕作土)・ 砂質シル

ト層・扇状地性砂礫層である。基本層序は以下の通りほぼ対応する。

1.…黒褐色 10YR2/3砂質土 (表上、耕作土。)

2.…にぶい黄褐色 10YR5/4砂質土 (シルト質土。φ=3～ 5 cm程度の亜円礫を含む。)
3.…責褐色 10YR5/6砂質土 (シルト質土。φ=2 cm程度の亜円礫を含む。)
4.…掲色 10YR4/4砂質土 (シルト質土。)

5.…暗褐色 10YR3/2砂質土 (シルト質土。φ=5 cm程度の亜円礫を含む。粘性あり。)
6.…暗褐色 10YR3/3砂礫 (シルト質土混じる。φ=5～20cm程度の亜円礫を含む。)

(3)遺構 と遺物 (第 1)

遺跡内における遺構配置は第 1図に示すとおりである。横穴式石室を主体部とするSM(古墳)を 1

基、SM1001に付随すると思われるST(小竪穴式石室墓)2基が出土した。

SM1001(1号墳)(第 4～ 7図 )

C・ D-3・ 4グリッド、調査区中央部で確認された古墳である。後世の開墾等による削平を受けているた

めか、墳丘および周壕・葺石等は確認できない。推定ではあるが、墳丘は盛上により築造され、残存す

る石室規模から10～ 15mの円墳であった可能性がある。

主体部は横穴式石室である。墓墳規模は現存で、長軸5.00m、 短軸2.67m、 最大深度0.83mで、平面

形は長楕円形状を呈する。

石室は天丼石および側壁上部が消失しているため、正確な石室形状は不明であるが、無袖胴張型の横

穴式石室である。石室規模は石室長軸4.90m、 玄室長3.15m、 羨道部0。 90m、 石室短軸は1.10m、 奥壁

幅0.85m、 石室床面からの壁体残存高0。 9mを測る。南東方向に開口し、主軸方向は N-36° 一Wで僅か
に西へ振っている。頭位は北頭位である。

石室石材にはすべて砂岩の角礫が用いられている。側壁は小口積みで遺存状態の良い壁体で3～ 4段

積まれているが、削平を受けているため現状では持ち送りの有無までは確認できない。また、側壁 1段

目の基底石は奥壁に匹敵する、長さ・幅約80cm、 厚さ約50cm程度の大きさの角石を用い基礎を固めてい

る。これより上位になると長さ約30cm・ 幅約20cm。 厚さ20cm程度の平石を小口積みに積み上げている。

加えて、奥壁は 1段のみ石が残存していたが、おそらく2段以上の石が積み上げられていたと思われる。

4E石は2個の平石が用いられ、小口を合わせるように構築している。

石室床面は2面の構築が確認される。第 2次床面には直径 5 cln前後の砂岩の円礫が敷き詰められてい

た。一方、第 1次床面には20～ 30cm程度の平石が用いられており、比較的精緻に敷き詰めている。床面

が 2面存在していたことから、数回にわたる追葬が行われたことが窺われる。

羨道部は玄室同様、削平を受けており、遺存状況は良好ではないが、若干の閉塞石を確認することが

できた。閉塞石には直径10cm前後の角礫が使用され、礫間に粘土等を充填して詰めた様子は観察できな

いことから、石のみによる閉塞が行われたものと思われる。閉塞石は、羨道部から枢石を越えて玄室内

に至るまでの範囲で石を積み上げ閉塞されていた。最終の閉塞時期は第 2次床面形成時期か、その後の

追葬が行われた時点でのものであるかは不明である。

―- 965 -―



L=1600m C

Ш00・9}=¬
丁

第 4図  SM1001石 室
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第 5図 SM1001羨 道部閉塞状況平・断面図
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